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　彼は人の歴史を歪ゆがませた。

　彼は人の心を歪ませた。

　彼は人のあり方を歪ませた。

　しかし彼は純然たる探求者以外の何者でもなかった。


（篠しの原はら千ち冬ふゆの詩集「醜みにくい世界」より抜粋）









　　　プロローグ







　何万という人間が、悲しみに伏していた。

　枯れた大地にボロ切れのようなテントが無数に並び、それを上回る人間の姿が大地にひしめいている。誰だれの姿もみすぼらしく、やせこけていた。

　浅黒く彫りの深い顔立ち。しかしよく見れば彼らの顔の作りが、微妙に異なることが見て取れる。それも当然であった。ここにいる人々は戦火を逃れ、各地から避ひ難なんしてきた難民だった。

　しかし大地を覆おおい尽くす悲しみは、彼らの境遇からもたらされるものではない。

　悲しみに伏す何万もの瞳ひとみは、ある一点を見つめている。難民キャンプ地のほぼ中央にある灰色のテント。そこを中心に人々は集まっていた。

　小さい姉弟は弾はじかれるように集団のはずれにいた。姉弟の顔は他ほかの難民達たちと同じように悲しみに染められている。

「ねえ死んじゃうの？　おじい、死んじゃうの？」

　幼い弟が姉の手を引っ張った。姉は下唇を咬かみ、弟を見下ろす。何か言おうとして、思いとどまった。いまは何を言っても悲しみしか生まれてこない。

　幼い男の子に人波の向こうにあるテントなど見えるはずもなく、どうしていいか途方に暮れて辺りを見渡した。

　奇妙な気配がした。振り返れば、奇妙な人物がひょうひょうと立っている。見たことのない人だ。その格好は難民キャンプの中で、あまりにも異様だ。

　眩まぶしいくらいの真っ白なスーツに帽子、赤いネクタイが印象的だ。顔は陰になりよく解わからない。ただ口元に浮かぶ表情は優しげだった。

　男は人波に向かって歩く。すれ違いざま男の手が男の子の頭にぽんと置かれた。温かい手だった。

　それから起こったことはとても奇妙だ。土つち埃ぼこりにまみれた難民キャンプで男の格好は目立った。にもかかわらず、誰だれもスーツの男に目を向けようとはしない。いかに悲しみに暮れていようと、無視できる格好ではない。隣となりにいる姉も気づいてはいない。

　奇妙な現象はそれだけにとどまらなかった。

　まるでモーゼの十戒のように人の波が割れて、男の歩く道を作った。しかしやはり誰もそのことに気づいてない。男のために道を作っているのに、誰も男を見てはいなかった。

　男は悠然と難民達たちの中央にあるテントを目指して歩く。

　開いた人の波がまたすぼんでいく。男の子はとっさにスーツの男の背中を追った。

「あっ！」

　とつぜんふりほどかれた手に驚おどろいた姉が、走る弟の背中を見つけると、閉じようとしている人波をかき分けてあとを追った。







　老人は死の床に伏していた。

　枯れた大地のようにひび割れた肌。肌の色も土色めいている。呼吸は浅く速かった。逆に心臓の鼓動は緩ゆるやかに穏おだやかになっていく。

　老人は生に未練はなかった。やるべきことはやった。百年近い人生のほとんどは、人を救うことに費やした。救われた人間も大勢いる、はずだ。

　周りでは大勢の人間が嘆き悲しんでいる。小さな村のほとんどの人が見舞いに来ては、老人の無事を祈った。大地にひれ伏し泣き叫ぶ人もいた。

　戦渦に巻き込まれ疲ひ弊へいした村に、老人は生きる希望を与えた。己のなすべきことを最後までやりとげたと思える最さい期ごだった。

　唯一心残りと言えば、自分の死で悲しませてしまう人がいるということだ。死は神が人にあたえた唯一平等なもの。

　老人は少し疲れたと言って村人達に出て行ってもらい目をつむった。もう二度と目覚めない眠りかもしれない。しかし恐怖はなかった。苛か烈れつな人生だったが、眠るように死ぬのも悪くない。そう考えると、自然に口元に微笑が浮かんだ。

　まどろみから目覚めると、人の気配があった。村民の誰だれかが心配で見舞いに訪れたのだろうか。

　首をまわすと奇妙な人間の姿が目に入る。入り口にいつのまにか、スーツ姿の男がいた。すべてが乾いた土気色で占められたこの地では、男の白いスーツ姿は眩まぶしすぎた。

　なんと冷たい眼まな差ざしをした男かと、老人は思った。まるで物か何かを見るような目を向けられていた。

「何かようかの？」

　中東の顔立ちではない男に自分の言葉が通じるかどうか疑問だったが、あいにく相手の母国語を知らない。

　男の返答は老人が話しかけた言葉ではない。しかし知らない言葉ではなかった。それは遠い昔、捨てたはずの老人の故郷の言葉だ。涙があふれた。

　老人ははたと気づく。男の眼差しは冷れい徹てつを意味する物ではなかった。

　男の目は冷たいのではない。恐ろしいまでに平等なのだ。人の命も馬の命も犬の命も草木の命もこの部屋にある家具も死に瀕ひんした老人も無機物も有機物も自分自身の存在も、何もかも公平なのだ。

　冷たいのではなく、公平。それを冷たいと感じるのは、己を一段高く見た奢おごりの現れに過ぎない。自じ嘲ちよう的てきに笑う。死を前にして、いまだに自分は愚かであり続ける。聖者とあがめられる資格などない。

　男は何かを聞いてきた。

　──生きたいか？

　そう口を動かしたように思える。悪あく魔まの囁ささやきか、それとも神の救いか。

　老人は知りたかった、男がもっている平等の境地を。老人は悔やんだ、百年にわたる修行の成果の不ふ甲が斐いなさを。

　未練が生まれた。







　　　一章　包囲網
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　空に蓋ふたをされた。

　目前で起こった出来事を、そう表現するしかなかった。

　時計はちょうど、午後二時を指そうとしていた。どこまでも晴れ渡った青空。間違いない、今は白昼、真昼間だ。

「嘘うそだろ」

　小高い丘の林に身を隠し、一部始終を見ていた萩はぎ原わらは、ただ呆ぼう然ぜんとつぶやくのがせいいっぱいだった。普ふ段だんの彼の、軽快な軽口は、完全になりを潜ひそめた。

　見たこともない巨大な飛行物体が、空を覆おおっている。目算でざっと３００メートル以上。旅客機のように細長い胴体と翼つばさがクロスした十字形ではなく、世界最初のステルス機Ｆ─１１７Ａに酷似していた。多角的な表面構造と胴体全体に達する広い主しゆ翼よくは漆しつ黒こくで、さらに巨大さと威圧感を増している。木の根のように表面を覆うむき出しのパイプは、まだどこか不完全である印象を付加していた。

　驚おどろくべきはそれほど巨大な代しろ物ものが突然、空中に現れたことだ。空がぼやけ、揺らいだかと思うと、次の瞬しゆん間かんには巨大な機影がそこにあった。

　いまさらながら萩原は、上司の八や代しろの命令を呪のろった。

　──ちょっともしかして命が危機にさらされるかも程度の隠おん密みつ行動を二つ三つ。君なら大だい丈じよう夫ぶだよね？

　いつも通りの八代の軽い口調に、いつも通りの嫌な予感を感じながら、比ひ良ら見み特別禁止区域に乗り込んだのが三十分前。海かい星せいの本拠地、敵のまっただ中だ。

　しかし萩原が到着したとき、敵の姿はどこにもなかった。駐ちゆう屯とんしていたはずの数千の兵は忽こつ然ぜんと消え、司令部として機能しているはずの広大な荒野には、半はん壊かいした建物と壊こわれた兵器の残ざん骸がいしか見あたらなかった。

　かわりに見つけたのは、二人の少年少女。荒野の中央に残る建物に向かって走っていく。双眼鏡の中にその姿を認めたとき、萩原は驚くよりも羨せん望ぼうの声を発した。

「マジで坂さか上がみと一いつ緒しよにいる……。どういうことだよ!?」

　闘とう真まの隣となりにいる少女の顔は、よく知っている。忘れるはずもない。ゴールデンウィーク中に起こった《希望》事件のとき、写真を渡され捜索対象になっていた少女。真夜中の極秘作戦時、なぜかバイクに乗って危険なビルに突入していった少女。名前はつい先日聞いた。それを聞いたとき、萩はぎ原わらは腰を抜かしそうに驚おどろいた。

　峰みね島しま由ゆ宇う。

　峰島勇ゆう次じ郎ろうの娘、峰島由宇の存在は、ＡＤＥＭの、ひいては日本国家の最重要機密。世界のトップシークレットだ。

　ついでにブレインプロテクトも強化され、口外の可能性を封じられたが、そんなことは萩原にとって些さ細さいなことだった。そう表現してしまうほどに、峰島由宇の外見は、今まで彼が勝手に抱いていたマッドサイエンティスト、峰島親子のイメージとかけはなれていた。さらに彼女は坂さか上がみ闘とう真まと行動を共にしているという。

　坂上闘真という、凡ぼん庸ようで一見ただの能天気な馬ば鹿かにしか見えない元クラスメイトが、見た目どおりのただの高校生でないことを萩原誠まことはよく知っている。闘真もまた、真まな目め家という日本、いや世界最高峰の権力と知力を操る謎なぞの一族の、呪のろわれた子供なのだ。

　彼らの行動には、自分のような下したっ端ぱには知らされない様々な情報と、知らないほうがいい数多あまたの事情があるのだろう。

　しかし、双眼鏡越しに、すぐ目の前を駆け抜けていく二人は、比類なき美び貌ぼうを有した儚はかなげな黒い長い髪の少女と、彼女を心配して追いかけていく普通の高校生の男の子にしか見えない。

　萩原にはその光景が、一いつ瞬しゆん、本当に普通の──どこにでもいる仲の良い恋人同士のように見え、不ふ穏おんな空気よりも謎よりも、悔しさと羨せん望ぼうが勝った。

「あんなにかわいいのに……」

　それでも自分の仕事は忘れずに、通信機のスイッチを入れた。八や代しろにこの事態を、海かい星せいが忽こつ然ぜんと消え、かわりに峰島由宇と坂上闘真が姿を現したことを、一刻も早く知らせなければならない。

　しかし通信機は通じなかった。遺産でないとはいえ、ＡＤＥＭの正式支給品であるそれは、地上であればどのような場所でも通じるはずである。しかし、通信機はうんともすんとも言わなかった。スクランブルコードが変わった音でもない。何の異音すらしない。このような経験は初めてだ。

「なんだよ、おい、しっかりしろよ、Ｐランク。いやＰランクだからか？」

　軽口を叩たたきながらも、萩原は周辺に警戒の目をやり、通信機器の妨害がされている可能性を検討した。電源は入っている。通常に機能していることは確認できる。妨害されているなら雑音も入るだろう。周囲に敵の姿はどこにもないが、あからさまにおかしいことは確かだ。しかし萩原の危機察知能力は、まだ撤てつ退たいの時期ではないと判断した。

　なにより、やっと肉眼で捕ほ捉そくできた峰島由宇と坂上闘真を見失うわけにはいかない。

「それにしても麻ま耶やちゃんといい、あのフリルなハーフの女の子といい、峰島由宇といい……坂上ばかりが極上の美少女達たちにとりまかれている。なんかすげえムカツク」

　まだ軽口を叩たたく余裕がある。半分以上は本気だ。

　さらにその後、萩はぎ原わらの闘とう真まに対する好感度が下がる出来事が起こる。闘真の前に褐色の肌をもった少女が現れた。

「何？　あの子、外人、だよな。これまたスゲーかわいいじゃん、まったく……」

　しかし、そこで萩原の軽口は終わった。

　萩原が身を乗り出した異国の少女が普通なのは、外観のみであった。それから起こった光景の数々は、驚きよう嘆たんの一言だ。

　闘真の前に立ちはだかった少女──レヴィアタンは放電のような現象で、周辺のものを次々と闘真に飛ばす。飛ばすと言っても、小石や小型銃器ではない。

　ジープや戦車が砂さ塵じんとともに宙に浮いた。

　変異体、ドラゴン、それ以外にもＡＤＥＭの諜ちよう報ほう員いんとして、ＳＦ映画もかくやの光景をいくつも見てきた萩原でさえ、言葉を失うしかなかった。

　さらに信じがたいことに、鳴なる神かみの尊みことを抜いた闘真は、人間離れした動きで──実際、萩原の目に、闘真の動きはまったく見えず、追うこともかなわなかったのが、それらをかわし、刀一本で迎え撃うつ。しまいには少女がまるごと飛ばした鉄骨のビルの中から、無傷で笑いながら現れた。

　その笑顔は既に、萩原が見知った普ふ段だんの坂さか上がみ闘真のものではない。リニアエクスプレスの変電所で変異体と戦ったときに見せた、あの別の人格のものだ。その強さがどれほどのものか、萩原はよく知っている。

　だから、二人の戦せん闘とうが闘真の勝利に終わっても、萩原はそれほど驚おどろかなかった。それにまだ、自分の危険に対する嗅きゆう覚かくは、イエローゾンーンの辺りを行ったりきたりしているだけだった。

「禍まが神がみの血ちってのはやっぱすげえな。献血とかしたらどうなるんだろ？」

　闘真は何かで、一いつ瞬しゆん、頭を苦しげに押さえていたが、戦いに勝利した彼はすぐに峰みね島しま由ゆ宇うの後を追い、旧研究所の建物の中に消えていく。

　いくら最新鋭の双眼鏡とはいえ、コンクリートの建物の向こう側までは映してくれない。

　そのうちに建物の一部が燃え始め、崩ほう壊かいしはじめた。

「おい、坂上、何やってんだよ、早くあの女の子連れて出てこいよ……」

　時間にして十数分だったろうか。

　二人が燃えさかる建物から脱出してきたとき、萩原はほっと一息ついた。そのときだった。突然、萩原の特別な感覚、危険信号に対する嗅覚が、レッドゾーンを振り切った。

「な、なに？　なんなんだよ？」

　周辺を見渡す。何もない。危険なものなど、どこにも見あたらなかった。しかし萩原は危険信号が勘違いでないと確信した。双眼鏡の中の二人が、空を見て慌てている。闘真は心配そうに青空を見上げ、峰島由宇は何か必死に小さいコンピュータを操作していた。

　由ゆ宇うと闘とう真まが上空を見上げるたび、ちらりと何かが光るのが見えた。まさかミサイルか。ここを狙ねらっているのか。

　逃げたほうがいいと萩はぎ原わらは思った。しかし、足が動かない。恐怖ではない。これは始まりにすぎない。これはもっと悪いことが起きる前ぶれだ。

　刹せつ那な、世界が真っ白な光に包まれた。

　わけも解わからず、ただ萩原はあまりの眩まぶしさに目をつむった。

　──どれだけそうしていたか。数秒か数分か。

　おそるおそる目を開ける。目を閉じる前と何も変わらない光景が広がっていた。

　何も悪いことは起こらなかった。キツネにつままれたような気持ちになったが、すぐに正気に返る。通信機は依然として通じない。

　峰みね島しま由宇の監視を続けるか、それとも八や代しろに連絡する手段を模索するか、迷っているうちに去ったはずの危機感が、再びレッドゾーンに振り切れた。

　そして今度こそ萩原の常識も正気も何もかも粉砕する、正しよう真しん正しよう銘めいの常識外が訪れる。

　突如現れた、空を覆おおいつくす巨大な飛行物体。萩原は、ただ口をあんぐりと開けて見ていた。

「いま１９９９年じゃねえよな？　ノストラダムスの恐怖の大王じゃねえよな？」

　思考が混乱し意味不明なことを口走る。だが萩原の反応はごく正常ともいえた。こんなものを目の前で見せられて、誰だれが冷静でいられようか。

　それは、本当に突然に現れた。空が一いつ瞬しゆん歪ゆがみ、その後、巨大な飛行機が傘のように空を隠し、影だけで比ひ良ら見み特別禁止区域の半分が覆われた。

　空に蓋ふたをされた、そう表現するのが一番近かった。

　さらに、その不吉な黒い巨大物体は、中から次々と不ふ穏おんなものを地上に撒まき散らし、人間を殺傷するための数々のものを降らせていく。

　兵士や兵器、装甲車や戦車がいくつもいくつも落下してくる。兵士の数は万に届くか。戦車等の車両類は二百を超え、ＶＴＯＬ戦せん闘とう機きや、戦闘ヘリ類も軽く四十を超えている。一分を待たずして、闘真と由宇以外誰もいなかった荒野は、数千、否いな、万を超える兵士に覆い尽くされた。

　囲まれた二人はなす術すべもない。

　二人対一万。馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような戦力差だ。

　信じがたい光景を前にして、再び、萩原に冷静さが戻った。もう撤てつ退たいか否かは迷わない。ここで二人の行く末を見届けることが自分の使命だ。

　闘真と由宇の二人は、戦うという選択肢を選ばなかった。当然だろう。

　すぐに峰島由宇は海かい星せいに捕まった。

「海星の大将、黒くろ川かわ謙けんじきじきのお出迎えか。ちくしょう！　俺おれの由宇ちゃん、連れて行くなっての」

　闘とう真まは一人、建物の地下に避ひ難なんした。状況的に正しい選択と解わかっていても、萩はぎ原わらは歯がみした。

　由ゆ宇うを連れ去った巨大飛行母ぼ艦かんとも言うべき空の要よう塞さいは、現れたときと同じように、あっという間に万単位の兵士と数百の兵器類を呑のみ込み悠々と、そして忽こつ然ぜんと、空の中に消えた。残ったのは闘真を捜索しているらしい千人程度の兵士だ。

　彼らが消えるとすぐに、萩原の通信機とＰＤＡが赤いアラートを発した。妨害されていた電波が正常に戻ったのだ。

　真っ先に届いたのは、不吉なシグナル。

「え？　これって、これって確か、……マジ？」

　何度か確認したあと、自分に言い聞かせるように、萩原はつぶやいた。

「Ｅ─００１の発令……」

　パンッと手で顔を覆おおい、萩原は嘆息する。

　Ｅ─００１はＡＤＥＭ本部の破棄を意味する。

「……絶体絶命かよ」

　今もっとも絶望的状況を把握しているのは自分かもしれない。

　ＡＤＥＭは何かしらの理由で、敵てき襲しゆうを受け本部を破棄。絶対奪われてはならない、ＡＤＥＭ遺産ランクＳ─００００１の少女、峰みね島しま由宇は敵の手に落ちた。

「海かい星せいに転職すっかな」

　心にもない軽口を叩たたきながら、萩原はＥ─００１用の緊きん急きゆう回線を、八や代しろに向けて繋つなげた。
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　時計の針は午後二時を指そうとしていた。

　蓮れん杖じよう直なお人とは腕を組み、険しい顔で様子を眺めていた。

　廃はい墟きよとおぼしき場所だ。窓ガラスもない空っぽの廃ビルが並び、道路のそこかしこに壊こわれた看板や標識が横たわっていた。街として機能しなくなってから長い年月が経過していることが一目で解る。

　しかし無人の街というわけではなかった。廃墟と化したビル群は、特定の職種の人々にとって得え難がたい鍛たん錬れん場所となる。

　ビルの谷間に銃声がこだました。統率の取れた動きで、武装した人間達たちが建物内や道路を移動する。洗練された動きだった。

　蓮杖の目の前で行われているのは、市街戦のシミュレーションだ。

　彼らはいつなんどき非常事態が起こっても、すぐに対処できるよう訓練している。その練度は日本国内でもトップを誇る。レガシーカウンター、通称ＬＣ部隊と呼ばれる遺産犯罪対策部隊だ。

　アドバンスＬＣ部隊という、ＡＤＥＭが持っている武力の先端のまとめ役を担になう蓮れん杖じようは、戦せん闘とう員いんの中では事実上のトップである。二週間前に使用遺産ランク緩かん和わの法案が日本で通り、本国での活動が許された現在、ＬＣ部隊への指揮権が蓮杖より上なのは伊だ達てだけだ。

　いま行われているのは通常訓練ではない。ＡＤＥＭの持つ兵力の八割がここに集結していた。こうして訓練をしていることも、半ば違法行為だ。

　ＬＣ部隊の活動の凍結が数日前に決議された。ＡＤＥＭは手足をもがれたも同然で、さらに「海かい星せい」という不ふ穏おんな勢力が動いている。

　非常時に備えなければならない。蓮杖はその非常時をそう遠くないと感じていた。

　蓮杖はときどき頭にかけているゴーグルを装着すると、ＬＣ部隊の様子を眺めている。コーザリティゴーグル。蓮杖のみが使える遺産技術は、不完全ながらも過去や未来を見る機能が備わっている。現場に残された様々な情報状況を収集分析し、そこから過去や未来を解析するのである。

　しかしコーザリティゴーグルは解析に時間がかかりすぎることから、遺産としてはランクをつけられてはいなかった。ロストランク、つまりは不良品として扱われている。だが蓮杖は欠点を彼の豊富な経験則で補い、過去の再現を実用化の域にまで高めていた。数分前とはいえ過去が正確に解析できるなら、戦術的意味は大きい。

　いま蓮杖はもう一つの機能、未来予知をなんとか自分のものにできないかと、コーザリティゴーグルの欠点を己の経験で埋め、未来を予測しようとしていた。

　そのときである。

「ん？」

　ゴーグルのはじき出した結果の一部を、蓮杖はいぶかしんだ。何かがおかしい。しかし辺りを見渡しても、違和感の原因は発見できなかった。

　視線を空に向ける。青い空と緩ゆるやかに流れる雲があるばかりだ。五月だが初夏の陽気がある。異常はない。しかしどこかがおかしい。

　そのとき緊きん急きゆうのコールが、蓮杖の通信機に入った。内容を確認しようとしたが、エラーメッセージが表示されできなかった。緊急コールは何重にもバックアップ手段が用意されている。途切れるにしても、こんなエラーの起こり方は今までいついかなるときも有り得なかった。明らかな異変だ。

　何事か確認しようと、ＡＤＥＭ本部に連絡を入れる。しかし通信機は雑音すらならさなかった。

　再び空を見る。なんの変哲もない空だ。

　しかし蓮杖は動いた。通信機が使えないため、メガホンにスイッチを入れ、最大ボリュームで怒鳴る。

「敵てき襲しゆうっ！」

　はたして、この言葉に対応できる日本の武装組織はどれほどあるか。島国で他国との争いを良しとしない日本において、陸内への突然の敵襲はほぼありえない。つまり心の準備ができていない。

　しかしＬＣ部隊の対応は迅速だった。

　すぐさま銃器のマガジンを交換する。マガジンのラインシールの色は青から赤へと切り替わった。訓練用の模も擬ぎ弾だんではなく実弾に変わったのだ。

　敵襲の声が響ひびいてからＬＣ部隊全員がマガジンの変更を完了するまで、三十秒とかからない。これほど速い対応ができる部隊は世界中捜しても片手で数えるほどしかないだろう。練度の高さに加えて常に戦せん闘とう態勢に入れるというＬＣ部隊ならではの心構えのたまものであった。

　にもかかわらず、ＬＣ部隊の対応は遅すぎたと表現するしかない。

　空が歪ゆがんだ。それまで青かった空が、熱で歪んだように見えた。しかしそれもほんの数秒のことだ。次の瞬しゆん間かんには巨大な物体が空にあった。

「なんだ、あれは？」

　ＬＣ部隊の一人が口にする。

　上空に浮かぶ巨大な物体を見て、誰だれもが自分の距離感が狂ったのかと思った。全長３００メートル以上、全幅４００メートル以上という飛行物体は、航空機ばかりでなく、陸海空いずれの乗り物と照らし合わせても桁けた外はずれだ。

　だが、地面に落ちる巨大な影は空にあるものを夢でも幻でもないと悟らせる。

　空を塞ふさぐように覆おおい被かぶさった飛行物体──フリーダムからいくつもの小さな点が落下してきた。武装した人間だ。フリーダムからアンカーのように打ち出されたワイヤーが地面に突き刺さる。

　ワイヤーにそって滑空してくるのは、戦車や装甲車だ。さらにハチの巣をつついたようにフリーダムから戦闘機が次々と発射される。

　完全に包囲されるまで二分とかからなかった。

　その二分で蓮れん杖じようにできたのは戦力差の把握と、ＬＣ部隊の集結だ。二百名に満たないＬＣ部隊の前に、目算で五千を超える敵。90式戦車や96式装輪装甲車、89式装甲戦闘車に１２０mm迫はく撃げき砲ほうがずらりと並ぶ。そして上空に浮かぶ、常識を遥はるかに凌りよう駕がした物体。

　ここ一ヶ月でＬＣ部隊は甚じん大だいな被害を出しており、さらに本部との連絡は遮断されている。この状況で無む駄だに戦い無駄に貴重な兵力を減らすわけにはいかない。

「抵抗はするな。武器を捨てる」

　蓮杖の決断は速かった。
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「隊長？　隊長？　蓮れん杖じようさん？　ちょっと、返事してっ！」

　あきらがどんなに呼びかけても、蓮杖からの通信は聞こえてこない。

「僕の聞き間違いじゃなければ、蓮杖さん、最後に敵てき襲しゆうって言ってたよね」

　運転席に座っている、茶髪のＡＤＥＭの秘書官、八や代しろ一はじめは乱暴にハンドルを切ると、珍しく不機嫌そうな声を出した。

「ＬＣ部隊の主力は押さえられた、と見るべきかな」

「どんなに優秀な部隊でも、中枢に数千の兵力が前触れもなしに送り込まれたら、抵抗なんてできないわ」

　後部座席に座っていたブロンドの女性が淡々と語る。引っ詰めた髪と地味な眼鏡めがねがお堅いキャリアウーマンを思わせるが、シャツを押し上げる大きな胸がそのイメージを裏切る。アリシア・新あら井いだ。

　アリシアと一いつ緒しよに後部座席に座っていた、赤毛の長身のアドバンスＬＣ部隊の一員、環たまきあきらがつぶやく。

「空から突然一万の兵隊が降ってきたら、どんな国でも抵抗できないだろうって、誰だれが言ったんだっけ？」

「ベンジャミン・フランクリン。今から三百年も前のおじいちゃんだけど」

「これがあんたが追ってきたフリーダムの仕し業わざ？」

　隣となりに座るアリシアに、あきらが問う。

「そう。敵の中枢を叩たたくという戦術的な用途でありながら、戦略的にもとても有効なアメリカの秘密兵器」

「なにいってんのよ、ほとんどメイドイン峰みね島しまでしょ。日本の技術の違法使用のくせに」

「あら、理論があれば誰でも造れるとでもいいたいの？　世界中の技術者に、あなたケンカを売るつもり？」

　後部座席に流れる不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを察して、八代が慌てて二人の間に入る。

「あきら君、越こし塚づか君と吉よし見み君は？」

「大だい丈じよう夫ぶ、今さっき、越塚と萌もえちゃんとは連絡ついた。なんとか落ち合えそう」

「アドバンスＬＣは別行動で助かった。ＬＣ部隊はほぼ全員、蓮杖さんのとこに緊きん急きゆう招集されてたからね。有事に備えてまとめて訓練場に集めておいたのが完全に裏目に出た。本当に黒くろ川かわにしてやられた」

　八代の表情は硬い。黒川の軍勢は一万五千を擁ようしたフリーダム。絶望するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどの戦力差だった。さらに中東の英雄と讃たたえられた傭よう兵へい部隊、七つの大罪もいる。

　苛いら立だたしげにハンドルを叩たたく八や代しろの肩を、うしろからあきらが叩いた。

「まあまあ、八代っち。こっちは越こし塚づかと萌もえちゃん、それに私よ。皆、一いつ騎き当とう千せん、なんとかなるって」

「あなたの言う三人が本当に一騎当千だとして、黒くろ川かわの軍隊は一万五千。まだ一万二千の差があるわね」

「アリー、あんたも入るの」

「そうね、私はあなた達たちより強いから、二千くらいはオーケーよ。これで差は一万」

「僕もいるけど」

「忘れてた」

「これで差は九千九百九十九？」

「え？　僕はマイナス一人？　ねえ、僕は一騎当一？」

　慌てて運転席からバックミラー越しに訴える八代に対し、後部座席に仲良くふんぞり返る女性二人は手厳しい。

「せいぜい足をひっぱらないように。ミスター・八代」

「八代っちは、戦場でもレディ・ファーストでいいから。それにＮＣＴには真しん治じさんがいるし、ＬＣ部隊には蓮れん杖じようさんがいるから大だい丈じよう夫ぶ」

「私達の運転手はちょっと頼たよりないけど」

「ひっどいなあ」

　緊きん迫ぱくしていた車内の空気が一時和やわらぐが、まるでそのときを見計らっていたように、八代の携帯が鳴った。

　電話を受ける八代の表情がまた暗く曇くもる。

「やあ、そっちはどう？」

　電話は、比ひ良ら見み特別禁止区域に監視に行かせていた萩はぎ原わらからだ。黒川が峰みね島しま由ゆ宇うを捕まえたという報告だった。

「解わかった、君はそのままそこにいて。何かあったら随時連絡を。もしかしてかなりちょっと命の危険かもしれないけど、君なら大丈夫だよね。……やだなあ、違うよ、信しん頼らいしてるんじゃないか。Ｅ─００１の細かい経緯の説明は今はしてる時間ないから。え？　ＮＣＴに繋つながらない？　そっちはたぶん大丈夫、いや、たぶんってたぶん言い間違い、絶対大丈夫だって。いや、ホント。…………とにかく、信用してるから、頼たのんだよ」

　最後の一言だけは、妙に真剣な声に聞こえた。報告の内容が解らないあきらが、

「どうしたの？」

　と、八代に聞いてくる。

　ＮＣＴが完全包囲され、峰島由宇が奪われた状況を、あきらとアリシアに説明しようとして、なかば無意識的にブレインプロテクトが働く。出てきた言葉は、皮肉にも簡潔で端的に戦況を表していた。

「キングが完全包囲された上に、クイーンが奪われた」

「どういうこと？」

　不安そうに問うあきらに、八や代しろはいつものように軽く肩をすくめて、言った。

「黒くろ川かわのチェックメイト、かな」
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「峰みね島しま由ゆ宇うに会いに行く」

「意識がまだもどっていないそうです」

「では私が行くまでに、とりもどさせろ」

　黒川は、副官である福ふく田だ武たけ男おに命じると、いくつかのモニターをチェックしてから、部屋を出た。その間に、福田は峰島由宇の監視医に連絡をとり、黒川の意を伝える。

「いままでのところ順調に計画が進行してなによりです」

　黒川の隣となりを歩く福田は、本当にそう思っているのか疑わしくなるほど、事務的な口調だった。黒川の副官、福田は、七三に分けた髪とこれと言って特徴のない顔、中肉中背の体つき。唯一特徴をあげろと言われれば、印象に残らないことが印象的、そういうしかないような男である。

「順調、だと？」

　黒川の問い返しに福田の表情は変わらない。

「はい。ＡＤＥＭは事実上、組織としての機能を停止しました。ＡＤＥＭの権限は順調に我々海かい星せいに移っています。ＮＣＴ研究所を手中にするのも時間の問題。自衛隊と警察の混乱はいましばらく続くと分析されます。非常時の場合にも対応は遅れ、我々に有利に働くはずです。ＬＣ部隊の八割は拿だ捕ほしました。何より、例の少女を捕獲できたではないですか」

　やはり事務的な口調だが、彼にしては珍しく言葉が長い。

　確かにすべては迅速に行われた。計画を実行するタイミングは絶妙だった。黒川もその手て応ごたえは感じていた。しかしその顔のどこにも、喜びの感情は見られない。

「どこが順調なものか」

　黒川は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「ＡＤＥＭが機能停止したとはいえ、こちらの手に入ったのは、破棄された本部の建物だけだ。機密データはすべて削除され、幹部クラスの人間はいまだに姿をくらましている」

「確かにそうですが。司令官の伊だ達てがＮＣＴ研究所ごと押さえられている今、彼らは逃げ回っているだけでしょう。持ち出された機密も、ＮＣＴ研究所には残っているのですから」

「心にもないことは言うな。ここには私達たちしかいない」

　福田の態度は変わらない。ただ喋しやべる内容が変化した。

「……どの程度の遺産が、破棄されるでしょうか。私はランクＢ以上は破棄されると予想していますが」

「同意見だ」

「ＡＤＥＭも失いたくはないはずです。しかし、あまり追い詰めて、本部のように完全に破棄されては。難しいところでしょうか」

「伊だ達てはそう簡単に、自分で腹を切るような男ではない。そこまで、馬ば鹿かではないだろう」

「ですが、正式な手順を踏ふんでの権限の移い譲じようでは、ＡＤＥＭにＮＣＴ研究所の重要遺産を破棄される恐れがあった。いえ、確実に彼らはそうしたでしょう」

「本当ならいまごろＮＣＴ研究所はもう海かい星せいの手中にあったはずだ」

　──最大の計算違いは、ＮＣＴ研究所に伊達が戻ったことだな。

　いまにして思えば、どんな手段を講じても阻はばむべきだった。もっとも警戒すべき相手の警戒を怠った。これは自分のミスだ。

　先日会った伊達は、かつてのぎらついた情熱が失うせていた。ずっと追いかけてきた背中だ。尊敬していた。ＡＤＥＭという奇跡的なバランスを保つ組織を作った。しかしいつしか、昔あった危ういばかりの情熱は失せているかのように見えた。

　福ふく田だには己の油断のように言ったが、そうではない。伊達を出し抜いたという感情よりも失望が大きかった。彼を見なかったのは油断からではなく、目を背けたかったからだ。見ているのが辛つらかった。

「確かにＡＤＥＭの総司令は警戒に値する人物でしょう。しかし、いまとなってはどれほどのことができるでしょう？」

「さあ、どうかな。いまなお私達たちはＮＣＴを手中に収めていない。それが事実だ。まんまと騙だまされた。それとも昔に戻ったのか？」

　福田はいぶかしげに己の上司を見る。

　それも当然だろう。一部とはいえ計画を阻まれた。なのに黒くろ川かわはこれ以上にないほど嬉うれしそうな顔をしていた。
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　暗く冷たい部屋だった。

　打ち付けたリベットがむき出しの壁やフレームが見える天てん井じようの部屋は、簡素というよりは別の目的が見えてくる。軽量化。それがその部屋を含め、建築物全体に課せられた命題だった。たとえ峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産を使用していようとも、全長３２０メートルオーバー、全幅４２０メートルオーバーの物体を飛行させるには、必要不可欠な処置だった。まして戦せん闘とう機きや戦車のたぐいを何十も艦かん載さいして飛ぶという暴挙を成し遂げるためなら、なおさらのことだ。

　設計に一片の無む駄だも許さない超大型航空機の一室には、一人の少女がいた。異形の機内の中でも、少女の姿は異彩の一言に尽きる。

　少女──峰みね島しま由ゆ宇うは拘束されていた。拘束具を着せられ、天てん井じようからつり下げられている。それだけでは飽きたらず何本もの鎖くさりが、由宇を部屋の中央に固定している。まるで蜘く蛛もの巣に捕らえられた蝶ちようだ。

　由宇の顔は目隠しと猿ぐつわでほとんど隠れてしまっている。彼女に唯一許されているのは、聴ちよう覚かくのみだ。しかしそれを自由といっていいかどうか。部屋に満ちる音はうなり声に酷似した一定の振動音だけだ。

　少女を繋つなぐ鎖が揺れ、振動音に別の音を加える。少女が逃れようと暴れたわけではない。死んでいるかのように身じろぎ一つしない。鎖が鳴ったのは部屋が傾き、部屋全体にＧがかかったからだ。フリーダムが旋回したのだ。

　それからしばらくは部屋に満ちる振動音以外は静止したまま、無為に時間が過ぎていく。変化が訪れたのは、部屋の外だった。

　人が歩いてくる気配とともにドアの鍵かぎを開ける音がし、数人の男が無造作に入ってくる。

「健康状態はどうだ？」

　無ぶ遠えん慮りよな視線で捕らえた蝶を見るのは、黒くろ川かわ謙けん。あるかなしかの微笑の中に、由宇の境遇に対する憐れん憫びんの感情は欠片かけらも見られない。

「はい。現在、脈拍62、血圧92。いまはなんとか小康状態をたもってはいます。この部屋に搬送される直前まではとても危険な状態でしたが」

　医師とおぼしき男が答えた。

「ふむ」

　黒川は無造作に由宇へ近づくと、軽く頬ほおを叩たたく。

「意識はまだ戻らないのか」

　乱暴に持ち上げた顎あごを離すと、すぐに由宇の顔はうなだれた。

「時々意識は取り戻しますが、すぐに意識不明の状態に戻ります」

　黒川は時計を確認すると無感動に頷うなずく。

「時間がない。強硬手段を使う」

　その言葉を待っていたかのように、ドアの開く音が背後から聞こえてくる。

「待たせたのう」

　奇妙なイントネーションだが、どこか親しみを感じさせる年老いた声がした。中東の戦乱地域で伝説だと思われていた傭よう兵へい部隊、七つの大罪。その一人であるルシフェルだ。渇いた大地を連想させる、陽ひに焼けた肌に柔にゆう和わな笑顔をうかべるルシフェルは、誰だれがどう見ても普通の老人にしか見えなかった。

　しかし老人に敬礼する兵士達たちの態度は形式的なものではない。得え体たいのしれなさを上回る人徳が、老人にはあった。

「やれやれ、むごいことをする」

　部屋の中央に磔はりつけにされた少女を見て、老人は率直な感想をこぼす。

「頼たのみますよ、ルシフェル」

　黒くろ川かわは声をかける前、瞬まばたきの間ほどの迷いを見せたが、それもすぐに消えた。黒川が一歩下がり場を開けると、ルシフェルは由ゆ宇うの前に進み出て、

「寝る子を起こすのは、気がすすまぬ」

　などと言いながら、柏かしわ手でを打つように軽く手を打ち合わせた。非力に見える老人の腕が鳴らしたそれは、しかし全員の鼓膜をつんざいた。中には思わず頭を抱え、しゃがみ込む隊員の姿もあった。

　まだその残ざん響きようを包容したままの手のひらが、由宇の額を軽くこづいた。ただそれだけだった。が、由宇の体が身じろぎする。フリーダムのＧではない。こづかれたからでもない。由宇の体が動いたのは、外部からの干渉ではなかった。

「猿ぐつわと目隠しを外せ」

　黒川は無感情に医師に命令した。あるいは、無感情すぎる声はあえて感情を排しているのか。

「けほっけほっ」

　猿ぐつわと目隠しが外されると、由宇は何度か苦しそうに咳せき込んだ。咳せきには少量ながら血も混じっていた。

「意識を取り戻したか」

　今度はルシフェルが下がり、黒川が由宇の前に来る。老人はそのまま、よっこらしょと部屋の隅に座した。そこだけが朴ぼく訥とつとした優しい空間になる。

「聞こえるか峰みね島しま由宇？」

　黒川の声は妙に優しかった。由宇は答えるかわりに顔を持ち上げて、精気のない瞳ひとみで黒川を見る。

「聞こえてはいるようだな」

「なんの、ようだ……黒川謙けん」

　由宇は一言一言、苦しそうに喋しやべる。体を動かそうとすると、部屋に張り巡らされた鎖くさりが金属的な音を鳴らした。

「世界最高の頭脳に顔と名前を覚えてもらえるとは、光栄と思うべきかな。この境遇は気に入ってくれたかね？」

　由宇は無言のまま、部屋を見渡し己の境遇を確認する。過剰なまでの拘束具。しかし彼女にとって、それは慣れ親しんでいると言って差し支えない。

「境遇が、甘い。私に視覚と聴ちよう覚かくを許し、口を開くことをも……許している」

　そこまで喋ると、いったん間を置いた。二言三言喋るのも苦しそうだ。

「ＮＣＴ研究所の境遇に比べれば、ずいぶんと厚遇のあつかいで……いささか驚おどろいている」

「思ったよりも元気で安心したよ」

　だが、続く由ゆ宇うの返事はなかった。大きく咳せき込み、血を吐き、返事ができる状態ではなかった。黒くろ川かわが医師の顔を見ると、医師は難しそうな顔で首を横にふった。健康状態はかんばしくないが、しかたがない。海かい星せいが由宇を捕らえカンフル剤を打ってから二時間しか経過していないのだ。

　黒川は壁に向かって歩いてゆくと、小窓のスライドを開ける。由宇の横顔に紅あかい光が差し込む。眩まぶしそうに細められた黒こく曜よう石せきの瞳ひとみが、窓の外を見た。

　高度１４０００メートル、対流圏界面を飛ぶフリーダムは雲の上にあった。雲がどこまでも広がり、海を連想させる様相を呈していた。雲の海は紅く染まっている。夕ゆう陽ひがいまにも雲の中へ沈もうとしていた。

「普ふ段だんはステルス性能向上のため、ほとんどの窓は閉めているんだが」

　夕陽の逆光で縁取られた怜れい悧りな黒川の横顔を、由宇は黙だまってみている。

「まあ、この部屋くらいはいいだろうと思ってね。君のためだよ。美しいとは思わないかね？　この景色をいつも見ていたいとは思わないかね？　雲がなければ富士の山頂が見えるはずなんだが。ＡＤＥＭに捕まれば、また地下深くに監禁される。この美しい景色との間には１０００メートル以上の、分厚い地面がある。そんな場所に戻りたいのか？」

　由宇は顔をふせた。

「もう一つ、いまの状況も教えよう。ＡＤＥＭ本部は制圧。ＬＣ部隊も八割以上捕獲。ＮＣＴ研究所もあと数時間を待たず、占拠される。日本政府も、黙らせる勝算はある」

　淡々と述べていく黒川の言葉。そのそっけなさが、かえって事実として由宇の意識にしみこんでいく。

「峰みね島しま由宇君。君を保護するものはもう何もない。何も。誰だれも」

　黒川は由宇の前まで来ると、ふせた顔を覗のぞき込んだ。そこには覇は気きのない顔があった。

「しかし我々なら、君に居場所を提供できる。この地上に。ＡＤＥＭよりも大きな自由を与えられる。悪い話じゃないと思うんだがね？」

　由宇はやはり応こたえなかった。ただ、黒川の言葉に、わずかに髪が揺れた。

「いくつか聞きたいことがある。協力的な態度を取るなら、いまの境遇を改善しよう」

「……」

「峰島勇ゆう次じ郎ろうはどこにいる？」

　由宇は唇を噛かみしめている。

「もう一度聞く。峰島勇次郎はどこにいる？」

「……知らない」

　ようやく開いた口は、いまにも消えそうな声を出した。

「ふむ。それでは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうは生きているのか？」

「知らない」

　首を振った。

「知らないばかりか。では核分裂連れん鎖さ反応と放射能を無力化する装置のありかはどこに？」

「知らない」

「知らない？　まさかこれもとぼけるとは。では建物の屋根に突き刺さっていた無力化された核ミサイルを、どう釈明する気だね？」

「私も驚おどろいている」

「あまりとぼけられても困る。十年前に比ひ良ら見みで起こった爆発も核爆発だろう。そして放射能を無力化した。人間が一番恐れる兵器、核ミサイルを無力化できる。それだけではない。放射能の脅威がなくなれば、原子力発電によりエネルギー問題も解決する。大勢の人間を救える。それを知らないの一言ですますつもりかね？」

　無反応。

「協力をする意思はない、ということか？」

　やはり由ゆ宇うは応こたえない。

「困った娘だ。父親にかんすることは、すべてだんまりとは」

「私を、あの男の娘と言うな」

　由宇の顔が持ち上がった。

「核の無力化できれい事を並べたが、本当の意図は別にあるのだろう。核が無力化されれば、世界の戦争は通常兵器の使用に限定され、この巨大艦かん載さい航空機の戦略的重要度も格段に飛ひ躍やくする」

　由宇は痛みをこらえ、うっすらと開けた目で、逆光の中にいる黒くろ川かわを睨にらみ返した。

「しかしこの巨大艦載航空機も、常に一つの脅威にさらされている。峰島勇次郎だ。いつ、どこで、これに対抗しうる兵器を、勇次郎に作られないとも限らない。核の無力化技術と峰島勇次郎。この二つは海かい星せいの生命線にかかわる。黒川謙けん、君の思考ルーチンは単純で明快。ある意味とても好ましい人物と言えるだろう」

　一気にまくし立てると、由宇はまたうなだれ落ちる。

「すばらしい」

　黒川は笑った。虚勢ではない。満足げな笑いを浮かべていた。

「ようやく感情が動いたか。それほど父親のことに触れられるのは嫌なのか。いや、だんだん君のことが解わかってきたよ。それに峰島由宇君。君は知識だけでなく高い知性も持っている。それもよく実感できた。君はとても好ましい人物だ。そういう意味では、私達たちは似たもの同士かな」

　睨む由宇の視線を涼しげに受け流し、黒川は誓いの言葉のように、力強い口調で宣言する。

「ますます君が欲しくなったよ。どんな手段を使ってもね」
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　戦場と見まがう風景が広がっていた。

　形ばかりにならした荒れ地に、倒とう壊かいしかけた建物や捨てられた戦車や装甲車両が、無造作に点在している。片付けを知らない子供部屋のようなありさまだが、いかような力でひっくり返したのか、転がっている車両類はまぎれもなく本物であった。

　投げ捨てられた車両の脇わきには深く地面をえぐって引きずった跡さえあった。崩壊した建物の巨大な瓦が礫れきも、似たような様相である。その非現実的な風景が、リアルであるにもかかわらず、おもちゃのようだと感じさせる所以ゆえんであった。

　しかしそれは間違いなく現実の出来事だった。

　七つの大罪と呼ばれる傭よう兵へい集団。そのメンバーの一人、レヴィアタンと呼ばれるまだ年とし端はもいかない少女の仕し業わざと聞いて、信じる者はいるだろうか。

　七つの大罪と同盟を組む黒くろ川かわ謙けんの手勢は、少女の行いを上空から目まの当たりにしていたにもかかわらず、どこかにトリックがあるのではないかと疑いの眼まな差ざしで荒野の風景を見ていた。しかしそんなものはあるはずもない。

　彼らは非現実的な風景の中で捜査を続ける。峰みね島しま由ゆ宇うが回収されてから二時間以上が経過していた。

　瓦礫の間やガラクタと化した車両の中、隅々まで丹念に捜している。一定の区画を捜索しては、

「Ｇ23。クリア」

　と通信機で報告を繰り返す。

「Ｈ12。クリア」

　ここのどこかにあるはずの、核兵器を無効化させた何かの、手がかりを捜す。そのために黒川は軍勢の一割に相当する千人からなる部隊を、旧峰島研究所に残した。

　さらに比ひ良ら見み特別禁止区域には、もう一つの動きがあった。

　旧峰島研究所の建物の一部から、絶え間なく騒そう音おんが鳴り響ひびき、こだまする。それは時に爆発音であったり、神経を逆なでする金属音であったり、様々であったが、何かの破壊活動ということだけは音からでも察することができた。

　しかし騒音が鳴り始めて何時間も経過しているが、いまだに目的は達成されていなかった。
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　地下室にくぐもった音が鳴る。部屋全体がわずかに揺れ、天てん井じようから埃ほこりが降ってきた。

『今度は爆薬か。徐々に大胆になっていくな』

　暗くら闇やみの中、ノートパソコンのモニターの明かりがぼんやりと頼たよりなく周辺を照らす。声はそのノートパソコンから発生していた。

「でも、鳴りやんだみたいだ。いいかげんあきらめたんじゃない？」

　坂さか上がみ闘とう真まは耳を澄すまし、いぶかしむように首をかしげた。

『まさか。しかし彼らの技術でこの地下施設の扉を破るのは、並大抵のことではない』

「もうしばらくは安全ってこと？」

『どうだろうな。そんなことより早くネットワークコネクタを見つけろ』

「解わかってる。早くって言葉は、もう言わなくてもいい」

　風かざ間まのモニターの明かりという頼りない光源の中、闘真は手探りに近い状態で地下室の中を探し回った。

　普ふ段だんはのんびりしている闘真も、今は苛いら立だった雰ふん囲い気きを隠そうともしていなかった。

「これ……どうだろう？」

『やってみろ』

　闘真が期待感とともに、風間をコネクタに接続する。しかし次の風間の言葉は、闘真の望んだものとは違った。

『駄だ目めだ。回線が切れている』

「またか」

　四回目だった。

『他ほかのを探せ。気落ちしている暇はないぞ』

「解ってるってば」

　苛立ちの中に焦あせりを浮きだたせ、闘真はコネクタの捜索を続けた。

『急ぐのは結構だが、慌てては困る』

「どっちも一いつ緒しよだよ」

『違う。急ぐことが作業速度の向上だけなら、慌てるのは速度の向上の他に感情の……』

「うるさいな。だったら……」

　部屋全体が唐突に光った。

「また？」

『これで三度起こったな』

　異常かつ突然の出来事も三度目ともなれば、双方の声に驚おどろきの色合いは薄うすい。

　一回目のときのように、目め眩まいを感じるほどのまばゆい光はない。部屋全体が光の洪水の中に埋もれることもない。うすぼんやりとした淡い光の中で、髪の長い小さな女の子が、幻のように現れる。

　ぼやけた影が部屋の奥からかけてくる。その影はなかば透き通り細部ははっきりとしないが、五、六歳の幼い少女だ。最初の由ゆ宇うの核ミサイルの発射の光景を初めに、いずれも過去この部屋で起こったらしい出来事が、前触れもなく再生される。

「……由宇」

　闘とう真まはぼやけた影を目で追った。ピンボケした写真のように色も輪郭も曖あい昧まいだったが、声の調子や表情は伝わってくる。

『体格から推定して、六歳のときの映像だろう』

　幼い少女は闘真の体をすり抜け、いまは何もない机に向かって、記録チップのようなものをを差し出した。

「お父さん、これできたよ」

　少女の声は弾はずんでいた。父である峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうと何かを話しているのか、少女の声だけが続く。

「どうかな？」

　その姿は普通の幼子が、自分の描いた絵や作った工作を、親に恥ずかしがりながら見せる姿そのものだ。うまくできたと褒ほめてもらえるか、なんと言ってもらえるか、期待と不安が入り混じった表情で父親を見上げている。それは峰島由宇とはいえ、変わりない。

「これで、大勢の人が助かると思う。代理脳の役割を果たすんだ。ブレインプロクシ……」

　少女は愛らしく、見えない父親を見つめる瞳ひとみはまっすぐで、一いつ生しよう懸けん命めい気に入られようと努力しているのが明らかに解わかる。

　闘真は目を固くつむり、奥歯を噛かみしめる。

　かつて由宇は峰島勇次郎をお父さんと呼んでいた。不自由はあったかもしれないが、旧峰島研究所で自由に暮らしていた。声に無邪気さがあった。頭がいいことを除けば、ただの幼い子供だった。

　なのにいまなぜ由宇は敵に捕らわれている。なぜ自由を謳おう歌かすることができない。自分はいったいここで何をしているのか。

　幼い由宇が消えた場所を、闘真は見つめるしかできなかった。しかしすぐに気持ちを切り替えて、作業を再開する。

　あれから三時間。部屋の中は一通り探した。広大な部屋というわけではない。荒れてはいるが、大量の物が散乱しているわけでもない。

　地下の部屋にあるのは、埃ほこりをかぶった机、倒れた椅い子す、いくばくかの瓦が礫れき、それに医い療りよう用ようのベッド。

　ＬＡＦＩサードのモニターの頼たよりない光のみとはいえ、闘真は常人以上に夜目が利きく。微弱な光源でも、昼間とさして変わらず作業ができた。机の埃ほこりをはらい、瓦が礫れきをどかし、床のタイルの目から天てん井じようの隙すき間ままで、くまなく探した。

　見つかったコネクタは七箇所。しかし、そのいずれもが遮断されているか使えないかのどちらかだった。

　考えてみれば、あたりまえかもしれない。この部屋は廃はい墟きよ同然。生きた回線があるほうがおかしい。しかも、この部屋は峰みね島しま由ゆ宇うが保護された場所であり、専門家によってくまなく探し出され、調べられている。素人しろうとの闘とう真まが探して解わかるような怪しげなものなど、ありはしないのだ。

　それでも、闘真は探すことをやめない。表情にはあきらめも落胆もない。一通り目で探し終わったあと、今は、鳴なる神かみの尊みことで、壁をコツコツと叩たたきながら、音で調べている。床は終わった。今は机側の壁の右半分の途中だ。

　この部屋に何かあることは確実なのだ。なによりの証明が、繰り返し現れては消える、由宇の映像である。ＬＡＦＩフォースの反応もこの地下施設がある建物から発せられていた。

　ＬＡＦＩに関する何かが、ここにある。それが由宇と風かざ間まの一致した意見であれば、闘真はそれを信じてひたすら探すことに専念した。そんな闘真に、風間が問いかけてくる。

『闘真、いま一度確認するぞ』

「なにを？」

『外に通じるネットワークコネクタを見つけたら、軍事衛星にハッキング。この比ひ良ら見み特別禁止区域を攻こう撃げきする。必要とあらば、ミサイルも使用する。いいのだな？』

「それしか方法がないって言ったのは風間じゃないか」

『それでも外に残る千か一万か解らないが、それだけの兵力を確実に一掃するのは難しい。あくまで逃走のための補佐だ』

「解ってる」

『大勢死ぬぞ。彼らは敵だが、悪人ではない。ただ違う思想の組織に属しているだけだ』

「解ってるってば。でもそんなこと考えてちゃ何もできない。ここから早く出ないと。それであの見えない飛行機を捜して、由宇を助けなきゃ。やることいっぱいあるのに、もう残り三十時間もない」

　口調は乱雑だが、手元は狂いなく根気よく作業を続けている。

『しかし、おまえは面白いな』

「どういう意味？」

『そういきりたつな。人の命をどう思っているか、ということだ。由宇に人道を説くかと思えば、いまのように簡単に割り切る』

「簡単じゃないさ。でもしかたないだろ」

『いいや簡単だ。少なくともおまえは簡単に割り切っている。その心が面白い。ふむ、禍まが神がみの血ちは薄うすれたと思ったが、どうしてどうして、そのような何気ない部分ににじみ出ている』

　闘とう真まの動作が止まった。しかしそれも一時のことだ。

「もしそれが本当なら、少しほっとしたよ」

『鳴なる神かみの尊みことを使えるかもしれないからか』

「それもある。それもあるけど……」

　闘真は言葉を切ったまま、しばらくは探すことに専念しているかに見えた。

「……僕はずっと、もう一人の自分に頼たよって生きてきたから」

　風かざ間まは黙だまっていた。ただ闘真に語らせるに任せた。

「何かあったら、危ないことがあったら、戦ってきたのはもう一人の僕。殺さつ戮りく者しやの僕だ。記き憶おくはあるけど、でも決断と行動はもう一人がやっていた。僕はただ見ているだけだった。なに一つ決断しちゃいなかった。ずっと泥をかぶってきたのは、もう一人のほうだ」

『忌いみ嫌っていたのではないのか？』

「そうやってもう一人のせいにして逃げるのはもうごめんだ。いや、もう一人じゃない。どちらも僕だ。ただ……」

　またも言葉を切った。今度は体も止まった。暗い天てん井じようを見つめる。

「由ゆ宇うを自分の手で殺したいと思うのも僕なんだ。誰だれにも渡したくないと思うから助けたいと思うのも僕」

　それだけつぶやくと、闘真は黙り込んで作業を再開する。

『人間の意識というものを、そんなふうに簡単に二分割して考えることが是なのなら、おまえの思いつきは間違いではないのかもしれないが。しかし、人間というものはそんな単純なものでもない。おまえが由宇に対して見せた優しさは嘘うそなのか？　私にはそうは見えなかった』

　風間の言葉に、闘真は唇の端で笑う。

「まるで、人間みたいなことを言うんだね」

『仮におまえの言葉が嘘であり本心でもあるとしよう。おまえは峰みね島しま由宇に好意を持つと同時に、殺したいとも思っている。おまえの特殊な二重人格を考こう慮りよすれば、別段、驚おどろくことではない。普通の人間でさえ、好きな相手が自分のものにならないのなら、いっそ殺そうとしたりする。珍しいことではない。私が不思議なのは、なぜ強者との決着を求めるのかということだ。それが暗殺者に絶対の資質というわけでもないのに。いやむしろ邪じや魔まなのに。自分の上をいく存在が許せないのか。それとも自分という存在を誰かに消して欲しいのか』

「……さあね、解んない」

『思考を放棄するな』

「いまはどうでもいいよ」

　自分の心をそのまま反映したかのような、暗い声で闘真は会話を切り捨てようとする。

『おまえはもはや、峰島由宇と相あい容いれない存在になりつつあるのかもしれないな』

「それも、今はどうでもいいよ」

　──由ゆ宇うさえ、助けられるのなら。

　決意は心の中だけでした。
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　黒くろ川かわは思い出したように言った。

「そうそう、一いつ緒しよにいた少年だが、君を捕まえてまもなく発見してね。いや、面倒なところに立て籠こもってくれたよ。あれは君の指示かな？」

　黒川の言葉に、しかし由宇はいっさいの反応を見せなかった。だがまるで反応がないということこそが、逆に彼女の心情を表している。どうでもいいと思っている相手ならば、逆になんらかの変化を見せるはずである。

「あのシェルターはやっかいだ。核シェルターとして機能する以外にも、あの扉の頑丈さは尋常じゃない。爆薬でも破は壊かいは困難。熱しても冷やしても駄だ目め。通気口のフィルターは、どのような気体や液体でも浄化してしまう。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの発明品のオンパレード。時間をかければなんとかできるだろうが。なるほど、立て籠もるにはうってつけの場所だ。もう何時間もこじ開けようとしているが、いまだに芳かんばしくなくてね」

　黒川は由宇の椅い子すの周りをゆっくりと廻まわる。一周したところで、由宇に息がかからんばかりに顔を近づけた。

　目隠しで顔の半分が覆おおわれているにもかかわらず、その美しさは充分に想像できる。しかし黒川は美を観賞するという気持ちはなかった。

「いや、やっかいというならば、真まな目め家の血縁者という事実のほうが遥はるかにやっかいだ。あの大たい人じんを敵に回すのは、大国を敵に回すより面倒」

　黒川の言う大人とは、真目不ふ坐ざのことだ。

「テロリストが、真目家を恐れるか？」

　由宇は口の端を歪ゆがめて、笑った。

「我々がテロリストという君の認識は間違いだが、別にあらためさせようとは思わないよ。我我が善か悪か、後の歴史が判断するだろう。真目家を警戒するのも当然。かの家系は見方によっては世界の支配者だ。情報という今この世の中で一番価値のあるものを牛耳っている。さて、どうしたものだろうね？」

　由宇は応こたえない。どうしたものかと問う黒川の口調に余裕の感情が見えている。すでに解決方法をつかんでいると言いたげだ。

「しかしだ、峰島由宇君。二つの大きなやっかい事は、掛け合わせると意外にすんなり解決するものなんだよ」

「なにをするつもりだ？」

　由ゆ宇うの反応を楽しそうに見ていた黒くろ川かわは耳元で囁ささやく。

「あの少年が出たくないというのなら、いっそ我々も協力してあげようじゃないか」

　すぐさま体を離し、

「福ふく田だ、すぐに手配しろ」

　と命令を出す。しかしその命令に福田はいい顔をしなかった。

「相手は未成年、いえ、真まな目め家の人間ですよ？」

「特別保護法を受けるような少年だ。関係ない」

「しかし、真目家は……」

「かまわん」

　黒川の強気の態度は変わらない。

「峰みね島しま研究所の地下シェルターの出入り口をコンクリートで埋めろ。出たくないのなら出られないようにしてやれ。通気口も全部塞ふさぐんだ」

「……」

「さあ、これであの地下シェルターは完全に密閉される。人一人、あの広さでどれほど酸素が持つか、聡明な君なら説明するまでもないだろう」

「やめておけ」

「心配か？」

「あの男は、おまえが思っているより手ごわい」

「信じているのかね？　君にもそんなところがあるのか。まあ、君は人の心配より、自分の心配をしたほうがいい」

　医師に目配せをすると、由宇に見せつけるように薬品や注射器がそろえられていく。

「薬を使わせてもらうよ。自白剤だ。君の脳は世界の命運を左右する大事な知識が詰まっている。ＡＤＥＭでブレインプロテクトがかかっていない唯一例外的な存在。なに、心配することはない。君からはいろいろと聞きたいことがある。すぐに廃人になるような真ま似ねはしないよ」
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『静かすぎるな』

　風かざ間まがいぶかしむ声を出す。

「何が？」

『外だ。何も音がしなくなった。しかし嫌な予感がする』

「風間が予感だなんて、なんか変だね」

『状況分析を多角的に行い、算出される状況の確率と言えば良かったか？　おまえに解わかりやすいように、予感と表現したまでだ。無む駄だな会話をはぶこうとしただけだ』

「でも失敗に終わったね。かえって長くなったと思うけど」

『黙だまれ。おまえはよけいなところで小賢しい。いや、いまはそれどころでない。闘とう真ま、扉を開けてみろ』

「でも、外はまだ危険じゃないの？」

『いいから、開けてみろ』

　いぶかしむ闘真だが、素直に地下室のロックを解き、出入り口の扉を開けようとする。その動作に迷いやためらいはなかった。

「おかしい」

『開かないか』

「うん……閉じこめられた？」

　闘真が押しても、扉はぴくりとも動かなかった。しまいには鳴なる神かみの尊みことを取り出し斬きりつけるが、扉の表面には傷一つつかなかった。いままで鉄壁の防御を誇っていたそれは、あだとなって返ってくる。

「くそっ！」

　闘真が八つ当たり気味に扉を叩たたくと、鈍い音が返ってくる。その音を聞き、

『塞ふさがれたな。扉の外を埋め尽くすのは、強化コンクリートか何かだろう』

　風かざ間まは冷静な声を返した。

「ってことは、通気口も？」

『だろうな』

　闘真は天てん井じよう付近の通気口を見上げるとすぐに、転がっていた椅い子すに乗って、手をかざした。

「塞がれたみたいだ」

『うむ、冷静な声でなによりだ。いや、待てよ。この場合のおまえの冷静な声は、状況の認識不足からくるものだろうな』

「なんだよ、馬ば鹿かにしてんの？　完全に閉じこめられたってことだろ？」

　風間は盛大に長々と大きなため息をつくと、

『俺おれが侮っていた。おまえの状況把握能力は欠如という生やさしいものではない。欠けているのではなく、まるでないのだな。いいかよく聞け。完全に密閉された。外部との大気の流通もないほどに」

「うん？」

『……空気の流れがないという意味が解わかるな？　外部と完全に断たれたいま、酸素はこの部屋にあるぶんしかない。つまり坂さか上がみ闘真、おまえは遠からず窒息するということだ』

「それで？」

　人の体を持っていたら間違いなくこめかみを押さえている動作をしただろう。声を力なく振り絞ると、赤子を諭さとすように一語一句丁てい寧ねいに発した。

『いいか。解わかっているのか？　窒息死するんだ。部屋の広さから換算して十時間。できるだけ長持ちさせるよう、運動量を減らしても……』

「解ってるよ。だから、それで？」

　闘とう真まの平然さが頭の鈍さからくるものでないことを、風かざ間まはようやくここで悟った。

『……落ち着いてるな』

「まあね。この部屋にのんびりと十時間もいるつもりはないから」

　二人の会話の間かん隙げきを縫ぬって、部屋に四度目の明かりが点ともった。部屋の中央で幼い由ゆ宇うが、考え事をしているのか、幼い眉み間けんに一人前に皺しわをよせ、うーんうーんとうなりながら、難しい顔をして動物園のクマのようにうろついていた。その姿があまりにも微笑ほほえましく、それを見る闘真の表情から険が抜け落ちていった。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの目的ってなんだろう。【脳の黒点】に興味を持ってるっていうのは、由宇から何度も聞いた。《希望》のときは天国の門って遺産まであった。でも、このボロボロの研究所に誰だれにもずっと気づかれないまま何かがあるのかな。十年前の爆発と、今回の事件と、何か関係はあるのかな。でも……」

『あまり喋しやべるな。空気を無む駄だに浪費するな。考え事なら、頭の中でしろ』

「風間にも聞いて欲しいから話してるんだけど」

『質問の形になったら、口にしろ』

「……じゃあ聞くけど」

『なんだ？』

「スフィアラボの事件のときから、仕組まれてたことだって、由宇は言ってた。風間には与えられていた役目があって、それがあの変異体になったって。結局、あれは変異体に風間が仕組んだことなの？」

『そうだ』

「目的はなに？」

　今まで間髪いれず答えていた風間からの答えは、やはりなかった。由宇も取引に関することは教えてくれなかった。

「僕と風間は似てる。だから、利害はそんなに反さないと思うんだけど。僕は、由宇みたいに頭よくないから、風間を騙だまそうなんて思わないし。だからもうちょっと……」

　教えてくれてもいいのではないか、と言おうとしてやめた。

　自分が聞いても解らないこともあるかもしれない。だがもう蚊か帳やの外は嫌だったから、闘真は教えてくれと一方的に頼たのむのでなく、自分の解る範囲内のことを自分から話すことにした。

「《希望》のことは、風間の知的好奇心か、創造主への服従か、由宇は解らないと言った。でも、少なくとも知的好奇心じゃない、と僕は思う」

『ほう』

　風かざ間まが関心を示したことが、音声の調子から解わかる。闘とう真まはそれに勇気づけられ、頼たよりない己の考えを言葉に繋つないでいく。

「創造主への服従、もあるかもしれないけど、ちょっと違う」

『興味深い。おまえはなんだと思うんだ？』

　今度は闘真のほうが、少し黙だまった。幼い由ゆ宇うの幻を見つめながら、闘真はぽつりとつぶやいた。

「反抗……」

　風間から答えはない。だが馬ば鹿かだとなじる声も聞こえてこない。闘真の話す声だけが続く。

「誰だれかの目的のために人為的に作られた存在なのは、僕も同じなんだ。でも、人の心を、魂を、人間が作為的に創つくることはできない。僕は僕だ。今は与えられた役割に逆らえなくても、絶対に抗あらがいたいと思ってる。……風間と僕は、似ている。自分に架せられた呪じゆ縛ばくを解きたいと思っている。違う？」

　風間の応こたえは、少し遅れた。

『おまえは、馬鹿だが、ときに恐ろしく鋭いな』

「ひどいな。由宇にも同じこと言われたけど」

　由宇は馬鹿までつけなかったよ、と闘真が抗議すると、風間は珍しく素直に非を認め、今度は逆に闘真に問うてきた。

『俺おれにとっての始まりはなんだと思う？』

「だからスフィアラボの事件なんじゃないの？」

　一月半ほどしか経過していないのに、ずいぶんと昔のことに感じる。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術の結集である実験施設スフィアラボを、テロリストの集団が占拠した。あろうことかそのリーダーである風間と、いまこうして話していることに闘真は不可思議な気持ちに包まれた。

『質問の言葉を変える。なぜ、創造主に抗いたいなどという感情が生まれたと思うか？』

　闘真は黙っていた。風間が返事を求めているわけでないのを察したからだ。

『俺はあそこで、自分が何者であるか悟り、自分を取り戻した』

　スフィアラボの事件を闘真は思い出す。風間が自分を取り戻すきっかけを作ったのは、由宇だ。幻影の由宇を目で追いかけ、闘真は少し微笑ほほえんだ。小さな手で何かを器用にいじっている。

『人間のように振る舞っていても、俺は人ではない。物事の考え方も価値観もまるで異なる生命体。あの頃ころ、俺はこの世で唯一の存在だった。人間の脳に移植され自分が何者であるか知らなかったときでも常に、その孤独感は感じ取っていた。スフィアラボの事件の表面的な原因の一つだ。しかし、孤独であるということは、同時に、他者との比較という概がい念ねんも存在しなかった。勇次郎もそのような状態での行動を想定していた。しかしここで一つの計算違いが生まれる。俺が孤独でなくなったことだ』

「ＬＡＦＩサードに入ってた、あのゴミみたいなつぶつぶだね」

　闘とう真まは一月半前のことを思い出す。まだ風かざ間まが入る前のＬＡＦＩサード。画面上にはいつも、小さな点の集合体が動いていた。由ゆ宇うの話ではＬＡＦＩサードの中で偶発的に生まれた生命体だという。

『ゴミとは酷ひどい言いようだな。八十八元素と俺おれは呼んでいる。だがおまえから見ればゴミのような八十八元素の存在は俺に大きな変化をもたらした。孤独だった俺に他者ができた。それは人間で言うならば、喜ばしい感情だったのだろう。しかし同時に別の感情も生むこととなる。他者との比較、つまり優越感と劣等感だ。そして、これこそが峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの誤算だった』

「優越感は解わかるけど、劣等感って何？　あのちっちゃい八十八元素は、風間と比べたら、人間とゾウリムシぐらい、進化の度合いが違うんじゃないの？」

『ゴミの次はゾウリムシか……。まあいい。ＬＡＦＩから生まれた他ほかの生命体の中で、俺がどんなに優れていても、俺の行動の一部は常に勇次郎の思惑に縛しばられる。だが、八十八元素にそのような行動パターンはない。自由に生きていた』

　言葉をいったん切る。その間まと、ある種の緊きん張ちよう感かんは本物の人間のようだ。

『それが、俺の感じた劣等感だ』

「でも、あの意識体に使命をすり込んだのは風間なんでしょ？」

『そうだ。峰島勇次郎が、そのように俺の思考をあらかじめいじったからだ。抗あらがえない、人間でいうなれば遺伝子にすりこまれた本能のようなものだ』

　風間の声の調子が変わる。

『おまえの言うとおり、おまえと俺は似ているのだろう。自由意思に見えて、その実、生みの親の思惑の中にいる』

　闘真はうなずく。奇妙な感情が風間に対して芽生えつつある。それは決して共感ではないが、体の一部を鏡で見ているような感覚だった。

『俺はＬＡＦＩの外の世界、ＬＡＦＩの設計もこのお前達たちが生きる世界も知っている。この知識はＬＡＦＩの中のカオス領域においても、大きな力を発揮する。あのとき由宇は俺の意識を人間の体に移したのは勇次郎の気まぐれと言ったが、どうだろうな。いまにして思えば、自分の生きる世界の外側、自分が何者であり、どういう意味で存在しているのかを知った、ＬＡＦＩの世界の住人──つまり俺が、カオス領域でどのように振る舞い、どのような力を得るか知りたかったのだろう。【脳の黒点】のシミュレーションになると考えたのだ』

　由宇はいまも勇次郎が風間にしたことを気まぐれと思っているのだろうか。問いかけるように幼い由宇を見ると、背の届かない棚に手を伸ばして、一いつ生しよう懸けん命めい何かを取ろうとしている。

『今の今まで、おまえと似ているなどと、毛頭考えたことはなかったが。確かに──ＬＡＦＩの外を知るが故ゆえにＬＡＦＩの中で大きな力を持つ俺と、【脳の黒点】で外の世界を覗のぞき、物理法則をねじ曲げるほどの力を持つおまえ。俺はＬＡＦＩの世界では【脳の黒点】を開いているとも解釈できる』

　その類似性は偶然だろうか。違うと闘とう真まは即座に頭の中で否定した。偶然にしてはできすぎている。

　しかしそれを由ゆ宇うに確かめる術すべがいまはない。ここから早く出て由宇を助けるのが先決だ。その決意を再び強固なものにするため、闘真は幼子に目をやった。

　棚からようやく目的のものを取り出せた由宇はノートパソコンに接続し、また小走りに部屋を横切っていく。

「お父さん、ここの借りていい？　うん。ありがとう」

　幼い由宇の笑顔に、いまの影はなかった。

「じゃあ、ここのコネクタ借りるね」

　崩れた瓦が礫れきに重なるように、幼い由宇はコネクタのケーブルを瓦礫の中に差す。昔はそこに瓦礫などなかったのだ。

「風かざ間ま、もしかしてっ！」

　闘真が由宇の元に走り寄る。由宇は地べたに座り込んで、ノートパソコンに向かって何かを打ち込んでいた。

　瓦礫の山をどけていく。思ったよりも重労働だが、幻とはいえ由宇がそばにいることに元気づけられた。

「あった」

　瓦礫の下から現れた壁に、ネットワークコネクタが見えた。幻のケーブルが由宇のノートパソコンに繋つながっている。

　闘真は幻のケーブルに重ね、ＬＡＦＩサードから伸びるケーブルをコネクタに繋げた。

『よし、外に繋がるぞ』

　風間の声が珍しく弾はずんで聞こえた。

　闘真は一心不乱にキーを打ち込んでいる由宇に微笑ほほえみかける。

「ありがとう」

「ううん。がんばってね」

[image: ]

　父親に言ったであろう由宇の言葉がタイミング良く重なった。闘真は微笑み、さわれないと解わかりながらも、頭を撫なでようと手を伸ばした。

「早く助けるから」

　微笑んだ由宇の姿が消えていく。胸が締しめ付けられた。

「いつも僕は君に助けられてばかりだ」

　──必ず、助けるから。

　心の中で、決意をもう一度繰り返した。
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　ＮＣＴ研究所内部はさながら地獄絵図と化した。

　灼しやく熱ねつが生み出した大気の対流が、嵐あらしのように吹き荒れていた。高熱に耐えきれず溶解した壁や天てん井じようは粘土のように形を失う。床も融ゆう解かいし溶岩流と見み紛まがうありさまとなっていた。

　つい数時間前まで、普通にＮＣＴ研究所の職員達たちが通用していた建物内は、この世の物とは思えない光景に塗り替えられていた。

　その地獄の中央で、高らかに笑う姿がある。電子的な響ひびきを持ったそれを狂気と呼ぶには、周囲の風景があまりにも異様すぎた。全身を体にフィットした銀色のスーツで包み、頭部全体は奇妙なマスクで覆おおわれている。

「もろい。もろすぎる。これが峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産を守る砦とりでだというのか」

　異形の男──七つの大罪の一人、サタンは悠然と灼熱地獄の中を歩く。ＮＣＴ研究所の深部へ通じる道は様々な防御機構が備えられているはずだったが、数千度の熱を前に、そのほとんどが機能をなさなくなった。

　いくつか生き残った防御機構が、ささやかな応戦をする。

　壁の中に備えつけられた機関銃が姿を現すと、侵入者を察知し、一秒間に三十発という速度で弾丸をはき出した。四丁の機関銃、秒間計百二十発の弾丸が、サタンに向かう。生身ならば、五秒で人間は粉々になる。装甲車でも十秒と持たない。室内に設けるには過剰すぎる武器の攻こう撃げきを、しかしサタンは悠然と迎えた。

　避さけるわけでもない。装甲車並の楯たてを持っているわけでもない。ただ通路を悠然と歩いているだけだ。秒間百二十発の弾丸がサタンに迫る。しかし一発もサタンの体に届くことはなかった。サタンを取り巻く灼しやく熱ねつが、弾丸が到達する前に融ゆう解かいさせてしまう。勢いを失った弾丸はそのまま床に落ち、マグマの一部となった。

　数少ない生き残った防御機構がさらに作動する。機関銃のかわりに現れたのは、レーザー光線だ。レーザーが侵入者を切り裂こうと、通路一杯に蜘く蛛もの巣のごとく張り巡らされた。しかしサタンはその中を悠然と歩いていく。

　サタンにこれほど無意味な攻撃はない。高熱を生み出すということはサタン自身、高熱に耐える構造を有していることになる。レーザーの攻撃など、なんの意味も持たなかった。

　サタンはさらに歩む。ＮＣＴ研究所の深部を目指した。サタンの目の前で防御壁のゲートが重たい金属音をたてて閉じた。しかしサタンは慌てることなくゲートに手のひらを当てた。数秒を待たずして、ゲートの表面が溶けていく。

　ＮＣＴ研究所の秘密保持のため、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの残した遺産の一つ、ト04合金で構成されたゲートがみるまに溶けていく。爆発物等の攻撃には耐えられても、一万度を超す熱には、あっさりと屈した。

　数分で人が通り抜けるのに充分な穴が空いた。サタンは余裕を持ってゲートを通り抜けた。

「聞いているか、ＮＣＴ研究所の人間よ。この程度か？　世界最高の機密を持った研究所の防御能力はこの程度なのか？　俺おれをもっと楽しませろ。手て強ごわいと感じさせてくれ。本気を出させろ。俺に本気を出させてくれ」

『ずいぶんと自信があるのだな』

　研究所内のどこかに生き残ったスピーカーから、落ち着いた中年の男の声がした。

「知っている。その声は知っているぞ。伊だ達て真しん治じ。ＡＤＥＭの最高司令官、直々におでましか。あなたと話せるのは、光栄のいたりだ」

『そう持ち上げるな』

「このままでは一時間としないうちに、俺はおまえ達たちのところにたどり着くぞ。よもやこの程度のちゃちな防御能力しかないと言わないだろうな。世界最先端の技術を有するＮＣＴ研究所。まだ何か持っているだろう」

『ふう、おまえの期待には応こたえられそうにない。おまえに通じそうな最新兵器とやらが都合良くあればいいと俺も思う』

　サタンはいぶかしむ。伊達の言葉に嘘うそはない。だが声の調子には切羽詰った空気が感じられない。サタンの知る限り遺産でも、自分を倒せる兵器はないはずだ。それなのに伊達の声に含まれる余裕はなんなのか。

『ただ楽しませろという要求には応こたえられるかもしれん。非常に原始的な方法で恐縮だが』

「原始的だと？」

『百年前の技術で申し訳ない、とだけ言っておこう』

　伊だ達ての放送がとぎれると同時に、スプリンクラーから水がいっせいに噴き出した。水は床にたどり着く前に熱で蒸発してしまう。

「なんだ？　いまさら火災探知機が動作した……というわけではなさそうだな？」

　スプリンクラーだけではない。どこかで繋つなげたのか、通気口からも水が噴き出し、床に流れては盛大な水蒸気と化した。

「はっ！　まさか消火するつもりか。笑止。これで俺おれの期待に応えるだと!?」

　サタンは電子的な笑い声で、ＮＣＴ研究所の策を評した。失望の感情も込められていた。これ以上、ここにとどまっても意味はないと、さらに深部に向かおうとする。

「なんだ？」

　しかしサタンは足を止めた。不思議そうに己の手足を見る。

「なんだ、何をした？」

　銀色のスーツと一体化している手袋が、少しずつ変形していった。いや正確にはつぶされていく。

　手のひらだけではなかった。足も体も、体中がたわみ圧迫されていく。まるで深海に沈んでいくドラム缶がつぶれていくように、サタンの体もつぶれていった。

「これが……これが狙ねらいか！」

　部屋中に満ちる蒸気の煙を目に、サタンは叫んだ。







　ＮＣＴ研究所のオペレータールームは歓声に湧わいた。

　モニターの中では力なく膝ひざを折ったサタンの姿がある。その体の大きさはすでに二割ほど縮まっていた。

「蒸気の作戦、うまく行きましたね」

　岸きし田だ博士は喜びの表情で伊達を見る。

　ＮＣＴ研究所が抱える問題が解決したわけではない。あいかわらず外では黒くろ川かわの軍勢が何千と待ち伏せしている。外部との連絡も断たれ、孤立無援状態だ。

　しかしサタンという驚きよう異いの存在は退けた。ＮＣＴ研究所の防御ゲートの数々を、一時間足らずで易やす々やすと突破しようとする存在を食い止めた喜びは大きい。

「うむ」

　全員が喜ぶ中、伊達だけは表情を変えず、モニターの中のサタンを見ていた。サタンの体が歪ゆがんでいく。蒸気の力でたわみ、圧迫されていく。

　蒸気エンジンという言葉があるとおり、蒸気の圧力は列車を動かすほどの力がある。蒸気で室内を満たし、圧力でサタンを押しつぶそうという作戦だ。サタンは今、地上にいるにもかかわらず深海の圧力を味わっているようなものだ。

　サタンだけでなく、周辺の壁や床がたわむ。蒸気の内圧で外に向かってふくらんでいるのだ。

「あと少しで圧死します」

　しかし伊だ達ての表情は晴れない。そして一つの疑問を口にした。

「岸きし田だ博士。もし俺おれが黒くろ川かわなら、ＮＣＴ研究所の防壁を突破するのに、あの高熱を発する男は使わない」

「どういうことです？」

「考えてもみろ。高熱で道を開いたとしても、そのあとに誰だれが続く。冷めるのを待つか？　いや、あれほどの光熱で特殊素材を強引に溶かしていくやり方では、こちらの金属のすべてのデータをそろえ計算できない限り、時間が読めない。行き当たりばったりで溶かしていき、人が通れる温度に冷めるまで待つくらいなら、正攻法で突破したほうが、結果的に早くすむ。黒川はまだ隠し球を持ってるぞ。あるいは……」

　伊達は睨にらむようにもがき苦しむサタンの映像を見る。

「大だい丈じよう夫ぶです。あんなに苦しそうにもがいてるじゃないですか。あと少しで……」

　岸田博士の言うとおり、モニターの中でサタンはもがいている。手を頭の後ろにやり、身もだえしていた。その間も体は縮んでいき、手足は骨のように細くなっていた。

「違うっ！」

　伊達は信じられないという表情でさけぶ。サタンが何をしようとしているのか悟ったのだ。

「な、何がですか？」

　岸田が慌ててモニターに目をこらす。伊達の言わんとしていることを理解した岸田の目も、驚おどろきで見開かれた。

「あれはマスクを外そうとしているんだ。数千度の灼しやく熱ねつの中で、耐熱服を捨ててどうする気だ!?」







　伊達の予想は当たっていた。

　サタンはもがき苦しみながらも、圧力に逆らい、なんとか耐熱マスクを捨てた。

　露あらわとなったサタンの素顔。いや、本当ならそれすら見られる時間はないだろう。数千度の温度にさらされた顔や髪はあっというまに燃えてしまう、はずだった。

　しかし現実は違った。

　マスクが外されると長く真っ白な髪がふわりと背中に流れた。灼熱地獄の中で、そこだけに清涼な風が吹いているようだ。マスクの下から現れた顔も灼しやく熱ねつとは無縁の貌かおをしていた。

　若い。そして寒気をもよおすような冷たい美び貌ぼうを有している。

　サタンは、マスクに続き上半身のスーツも脱いだ。白い肌が露あらわになった。やはり顔と同じように燃えることはなかった。

　ありえない現象だ。数千度の熱の中で耐熱服もなしに人が立っている。しかしありえない現象はそれだけにとどまらなかった。

　異変はサタンの周辺から起こった。

　溶岩と化していた床が固まった。溶けかかった天てん井じようや壁も同じように固まる。赤く熱せられたあらゆるものが流動を止やめ、サタンを中心に白へと塗り替えられていく。否いな、白に塗り変わったのではない。白いものが表面に付着しているのだ。それは氷だった。蒸気がいつのまにか消え失うせていた。結けつ露ろし周辺に張り付いたのだ。

　サタンは悠然と立ち上がる。圧迫されていた体はもう元に戻っていた。無表情な冷たい美貌が、周辺を見渡した。

[image: ]

　サタンは溶けた状態で固まった壁を軽く何度か叩たたく。キンッと金属ではない冷たい音がした。さらに一いち撃げき、大きく振りかぶった拳こぶしが壁を叩いた。壁がガラスのように割れた。金属の破は壊かいのされ方ではなかった。

「まさか、超低温にまで冷やされたのか!?」

　灼しやく熱ねつの地獄はサタンを中心に極寒の地獄へと塗り替えられていった。サタンが腕を振るう度たびに、もろい氷細工のように壁や床が砕けていく。

「炭素体生物のわりに、よくやる。よもやこの姿を見せることになろうとはな」

　流りゆう麗れいな声が鳴る。それがサタンのものと気づくまで、誰だれもがワンテンポ遅れた。マスクを外したいま、電子的な音声ではない。

「さて、ＮＣＴ研究所の諸しよ君くんよ。どう俺おれを防ぐ？」

　残酷なまでに美しく冷たい微笑でサタンは語りかけてきた。







　あまりの事態にいまだに誰も気づかなかった。気が回らなかった。オペレータールームから朝あさ倉くら小さ夜よ子この姿が消えていたことに。
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　手が震ふるえているのが解わかる。

「確か、ここにあるはず」

　小夜子は恐怖をまぎらわせるために、声を出しながら作業を行った。しかし誰かに知られてはいけない作業をしているのだから静かにするべきなのだろうかと思い、すぐに首を振った。

　調べているのは木き梨なしが残したプログラムの数々だ。いまＮＣＴ研究所にＬＡＦＩセカンドを使いこなせる人間はいない。一番うまく扱えた職員、木梨孝たかしは先日の事件で死んでしまった。

　ＬＡＦＩのカオス領域無効化のための、手がかりがないかと調査を命じられ、受け渡されたのが木梨の残したプライベートのコンピュータに残ったデータの数々だった。

「……あった」

　点字モニターが目的のものにたどり着いたことを教えてくれる。木梨のデータに残っていたプログラムの一つ。

「セキュリティシステムの改ざんプログラム、これがあれば木梨さんのように……」

　セキュリティの厳重なＬＡＦＩファーストの安置されている場所に、人に知られることなくたどりつける。ＮＣＴ研究所内のどんな厳重なエリアにも小夜子の持つＩＤカードで潜せん入にゆうできてしまう。木梨はそれを行い、ＬＡＦＩファーストにコンタクトを試み、そして死んでしまった。

　これから自分が行おうとしている危険な行為をもう一度頭の中で反復した。本当にこんなことをする必要はあるのだろうか。何度も疑問が浮かぶ。

　寒くもないのに体が震えた。いま自分は木梨と似たようなことを実行しようとしている。愚かだろうか。いや愚かには違いない。ただ無意味であって欲しくなかった。

　状況の確認のためオペレーションシステムに介入する。状況の改善は見られなかった。海かい星せいの部隊は刻一刻と防御壁をやぶり、ＮＣＴ研究所の深部へと進入している。突破されるまでの時間にまだ余裕はあったが、迷っている時間が許されているとも思えなかった。

　唇を噛かんで迷いを捨てると、プログラムを始動させる。点字モニター上でカウントダウンが始まった。意を決した小さ夜よ子こは勢いよく立ち上がる。椅い子すがひっくりかえったことにも気づかなかった。

　小夜子はＩＤカードを手に、部屋を足早に出た。記き憶おくと壁を頼たよりに見えない通路を急ぐ。人の気配はない。先日の事件で人員が大幅に減っているためだ。変異した木き梨なしが暴れた傷跡は今も色濃く残っている。

　エレベーターに乗り込み、目的の部屋に到着した。セキュリティレベルの高い区画を、小夜子のＩＤカードはたやすく開けてしまった。

　部屋の一角はガラス張りで、その向こうに１メートル四方の黒い箱──ＬＡＦＩファーストがあるはずだった。

　小夜子は記憶をたどり、以前座った場所に腰を落ち着ける。手を伸ばすと特注のキーボードと点字モニターがある。目の見えない小夜子はこれがないとお手上げだ。

　──望みをかなえてやろう。

　先日の、ＬＡＦＩファーストからの問いかけを思い出す。ＬＡＦＩファーストには人格があるらしいと噂うわさには聞いていた。しかし接触するのは初めてだった。

　薄うす暗ぐらい部屋に端末の光がともったのを、肌で感じた。小夜子は素早くキーボードを打ち、ＬＡＦＩにコンタクトを取る手順を踏ふむ。いったん作業を始めると、迷いは消えた。

　──望みをかなえてやろう。

　先日とまったく同じ文体が点字モニターに表示された。

　消えたはずの迷いがまた生まれた。しかしそれも数秒のことだ。キーボードをタイプし返事を返した。

　ＬＡＦＩを使いこなしたい。

　──４１７００２７秒前、資料を渡したばかりだと思うが。

　いますぐに使いこなしたい。時間がない。

　──無理だ。どんな優秀な人間でも、理論の理解までに最低二日。使いこなすのに一週間は必要だ。

　時間がない。

　小夜子は同じことを繰り返す。

　──ならば、俺おれの世界に来い。峰みね島しま由ゆ宇うや木梨孝たかしがしたように。

　悪あく魔まの囁ささやきが返ってきた。

　怖おそろしくなった小夜子は、体の震ふるえを我慢することはできなかった。祈るような気持ちで、もう一度、オペレーションシステムに介入する。

　事態はよりいっそう深刻になっていた。

　信じがたいことに、あの高熱の魔ま人じんは、氷の悪魔に変身していた。体の震ふるえがさらに大きくなり、歯の根が合わない。

　あの遺産を操る敵と目の前のＬＡＦＩファースト。どちらに自分が恐怖しているのか、小さ夜よ子こはもう解わからなくなった。

　小夜子は手探りでバイザーとシートの存在を確かめる。ＬＡＦＩファーストとシンクロするための装置だ。

　手が震えているため、何度かバイザーを落とした。やっとのことでバイザーをかぶると、深くシートに腰掛ける。背中を背もたれに預けるが、体のこわばりと震えはおさまらなかった。

『シンクロ開始、十秒前』

　小夜子が入れたわけではないのに、座ったとたん、電子音声がオート起動の状態を告げた。カウントダウンが無情に響ひびく。

『６、５、４、』

「や、やめれば……よかっ……」

『２、１、０』

　後悔を口にすると同時に、カウントがゼロを告げた。







　気を失っていたのはどれくらいだろうか。小夜子は重力のない世界にいた。

　──これがＬＡＦＩの世界？

　未知の感覚が小夜子を包む。しかしそれだけではなかった。

　指先から徐々に感覚が失われていく。足もくるぶしくらいまでしか感覚がなかった。必死にもがこうとすると手足の先からだんだんに失われていく感覚がよけい生々しくなった。

　薄うすれていく。世界に溶けていく。徐々に世界に呑のみ込まれる感覚は、恐怖以外のなにものでもなかった。死という概がい念ねんすら曖あい昧まいだ。結末すら存在しない。ただ茫ぼう洋ようとした存在に成り果ててしまうのだ。

　小夜子は恐怖に悲鳴を上げようとした。しかし声が出なかった。声を出す器官が失われているのだと悟ったときには、すでにその気持ちもどこかに霧む散さんしている。

　小夜子は混こん沌とんに呑み込まれ、消えようとしていた。
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「黒くろ川かわ君、どういうつもりかね？」

　老人達たちは渋面を作り、黒川を取り囲んでいた。誰だれ一人として友好的な顔はない。先日行われた伊だ達ての詰きつ問もん会かいの再現だ。

「行き過ぎた行動ではないか？」

「内乱を起こすために、君に武力をあたえたわけではない」

「武力行使の許可を出した覚えはないぞ」

「国連の安全保障理事会からＡＤＥＭの海外派遣の話も来たばかりだというのに」

「まったく軽率なことをしてくれた」

　中央に座る、しわがれた一ひと際きわ風格のある老人が、重々しく口を開く。

「君にも粛正が必要かね？」

　それで場が静かになった。黒川の処遇の方向性が決まったとでも言いたげに、自分達の言葉の意味を黒川が理解する時間を与えた。

　しかし黒川の態度には余裕があった。周囲のプレッシャーをものともせず、一歩前に進み出る。

「ですぎた真ま似ねでした。しかしあのとき私は、海かい星せいは、そうするしかなかった」

　堂々とした口ぶりだった。

「報告書でも提出しましたが、ＮＣＴ研究所は査察を拒みました。しかも銃を突き付けたのはＡＤＥＭの最高司令官である伊達真しん治じです。先に不当に武力を行使したのは、ＡＤＥＭのほうです。私達が取った行動は防衛の手段です」

　誠意のある話し方だった。黒川につきまとう黒い噂うわさは、このとき逆の方向へ働く。黒い噂が周囲の人間から黒川の潔けつ癖ぺきすぎる性格を隠すための手段だとしたら、いまの態度は、黒い思惑が裏に隠れていた。

「この期ごに及んでなぜ査察を拒んだのでしょう？　答えは明白です。ＮＣＴ研究所に見られてはまずいものがあった。ＡＤＥＭは小規模の組織として、大きな長所をもっていました。身の軽さです。組織としての行動とその実績は、とても高く評価されてしかるべき部分でした」

　暗にＡＤＥＭの評価が低いと、老人達に告げていた。どうしても言わずにはいられなかった。ＡＤＥＭという組織のあり方の困難さを理解している人間は少ない。黒川が抱えている矛盾の感情。それは己の計画に決していい方向には働かないものだったが、黒くろ川かわはあえてそれを口にした。

「だから私は上層部の許可なしに行動するしかなかった。組織としての機動力に負けてしまえば、ＡＤＥＭは不利な証拠の隠滅に成功するでしょう。現にＡＤＥＭ本部の一定以上の階級の人間は姿を消しデータは破棄されました。ＬＣ部隊の捕獲には成功しましたが、ＮＣＴ研究所ではいまなお多くの関係者が立て籠こもっています。ＡＤＥＭは警戒すべき相手です。処罰は受けます。しかしそれは、この一件が終わってからにしていただけませんか」

「ふむ」

　老人達たちはたがいに顔を見合わせた。黒川の主張はうなずける部分も多い。

「峰みね島しま由ゆ宇うの捜索はどうなっている？」

　老人の一人が話題を変えた。あるいは別の方面から黒川の行動を見極めようとする意図でもあったのか。黒川は落ち着いて対応した。落ち着きすぎていると言ってもよかった。

「依然として捜索中ですが、私に一つの推測があります。いまそれをここで発言する許可をください」

「よかろう」

「これだけの警察、および自衛隊の検問から逃れ続けるのは難しい。もしかしたら峰島由宇は、すでにＮＣＴ研究所に捕まっているのかもしれません。峰島由宇を逃げたことにし、遺産技術を独占する。充分に考えられることではないですか。もしそうならＮＣＴ研究所の査察を強硬な態度で拒んだのもうなずけます」

　己の計画の一部を、そのままＡＤＥＭにすり替えた。

「ふむ、筋は通っているな」

　他ほかの老人がふいをつく形で、問いかける。

「君が正体不明の兵器を使用したという、情報もあるが」

「それは誤解です」

　黒川の態度には一片の揺らぎもなかった。

「もしそのような事実があったとしたら、私がここにのこのこと出向くでしょうか？」

「君の言い分は解わかった。だが出過ぎた真ま似ねはあまりするな。処分は追って通達する」
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「麻ま耶や様。黒川謙けんの処遇が決まりました。今回の上層部の意思から逸脱した行為、それにＡＤＥＭへの嫌疑や……」

「簡潔に言って」

「おとがめなしだそうです」

　軽く鼻から息を吐いて、怜れいは簡潔に報告した。

「そう」

　麻ま耶やは面白くなさそうに頬ほお杖づえをつく。

「我々から圧力をかけて、処遇を変えさせることもできますが」

「どれほどの変更を促せるというの？　過剰な越権行為はのちのち不利になるだけです」

　しばらく眉み間けんにしわをよせていた麻耶だが、

「怜、この状況を裏で糸を引いているのは誰だれだと思う？」

「黒くろ川かわ謙けんではなくてですか？」

「ええ。彼以外で」

「考えられる答えは数えるほどしかありません。一つは不ふ坐ざ様。もう一つは勝かつ司し様。しかし、以前の事件と照らし合わせると、釈然としないものが残ります。真まな目め家の人間の名が並びますが、北ほく斗と様という可能性もあります。七つの大罪の一件を考えると、ありえない話ではありません」

「そうね。でもめんどくさがり屋の北斗お兄様の手段らしくもない。一連の出来事には、遊び心と言っては不適切かもしれないけど、楽しんでるフシがある。そういう意味では、お父様が一番近いかもしれない。でも、一番近い人物は他ほかにいますわ」

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうですね」

　怜は即答する。

「そう。峰島勇次郎。この男がついに動いたんだと思うの。でも……」

「それでも納得がいかないと？」

　怜は少しばかり意外そうに、問うた。

「ええ。いえ、峰島勇次郎の可能性はとても高い。まず間違いはありませんわ。でも……読み間違えてる気がします」

　怜は無言のまま、麻耶の次の言葉を待った。これから先の思考は真目家の選ばれた人間のみが許された領域である。

「間違えているのは……たぶん、範囲」

　一言一言慎重に、麻耶は口にした。

「範囲？　峰島勇次郎がかかわっている範囲という意味ですか？」

「ええ。たぶん、私達たちが考えているよりもっと広い。どこからどこまであのマッドサイエンティストの手によるものか」

　麻耶の声の調子におびえが含まれていく。

「何かとてつもないところから、峰島勇次郎がかかわっている。そしてすべて彼の思惑通り事が進んでいる。世界の動向、私や黒くろ川かわ、もしかしたらお父様、いえ真目家全体までも彼の手のひらの出来事だとしたら？」

「まさか」

　さすがに怜れいはその意見に異を唱えた。世界中にネットワークを広げ情報を制し、そこから世界各国の動向を、他者には真ま似ねできない精度で予測する真まな目め家。一族という言うにはあまりに強大な真目家の動きさえも予測しているなどにわかには信じられない。

　しかし怜の反論は、まさかの一言で止まった。怜もまた、得え体たいのしれない不安を感じ取っていた。

「何か、とても嫌な予感がします」

　麻ま耶やの中で何かがブレーキをかけていた。勇ゆう次じ郎ろうの思惑の中に、何か自分は知ってはならない、知りたくない出来事が含まれている。

　根拠のない予感は、しかし麻耶の体を萎い縮しゆくさせた。しかし気丈に自分を奮ふるい立たせ、怜に指示を出す。

「では引き続き、調査を続けてください」

　いつもならすぐに仕事に取りかかる怜だが、このときばかりは違った。

「追加報告を一つだけ。麻耶様にとって大事なことです」

「え、ええ。なに？」

　怜がなんの話題を切り出そうとしているのか解わかっているのだろう。緊きん張ちようした面持ちで次の言葉を待つ。

「闘とう真ま様の行方ですが、いまだに判明しておりません。ただ、比ひ良ら見み特別禁止区域の外に出た可能性はゼロに等しく、まだあの区域にいると思われます」

「そうですか……」

「引き続き、捜査を続けますか？　危険ですが、比良見特別禁止区域に直接……」

「いえ、そこまでする必要はありませんっ！」

　麻耶は声を荒らげ、怜の言葉をさえぎる。

「闘真は、自分の意思で行ったんです。自分の行動の……責任くらい取れるでしょう」

　唇を噛かみ、麻耶は自分の感情を押し殺す。どんなに覚悟があっても、心の痛みがやわらぐことはなかった。
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　二時間あまりが経過した。

「まだなの？」

　闘真が苛いら立だった声で問うが、風かざ間まは黙だまったままだ。ネットワークコネクタが見つかってから風間はほとんど黙りっぱなしだ。

「ねえ？」

『待て。いまは待て』

　ずっとこの調子だった。ようやく反はん撃げきに移れると思ったのだが、出鼻をくじかれた思いだ。闘とう真まはしかたないので塞ふさがれた扉以外から、外に出る手段はないか部屋の中を捜索する。しかしいくら捜しても出入り口は一つで、他ほかに外に通じるものは何もなさそうだ。

「これじゃ、狭すぎるしな」

　通気口を覗のぞき込んで、ため息をつく。人が通るには狭すぎるし、それに風かざ間まの話では通気口も塞がれているという。たとえ通り抜けられたところで、外に出られないのには変わりないだろう。

　唯一の扉を開けようとしても、結果はいつも同じだった。どんなに力を入れてもぴくりとも動かない。

「時間ないのにっ！」

『これは……やはり』

　闘真の苛いら立だった声に風間のつぶやきが重なった。

「えっ、なに？　どうかしたの？」

『そうなのか？　そういうことなのか？』

　戸惑いの声だ。

「だから、どうしたの？　早く事情を説明してよ。いつまで待ってればいいの!?」

『解わかった。結論から言おう。先ほど捜したコネクタは外には通じていない。以前は通じていたのだろうが、いまは断線している』

「え、だってさっき？」

『勘違いだ。勘違いさせられた。いや俺おれの推測が正しいのなら、勘違いさせるという意思ではなかったのだろうが。ともかく誤りだった』

　闘真はますます解らない。しかし次に続く言葉が、闘真の表情を一変させた。

『これは外に繋つながっているのではない。ＬＡＦＩフォースだ』

「え、え？　どういうこと？　どうしていきなりＬＡＦＩフォースが出てくるの！」

　詰め寄る闘真をたしなめるように、風間の返答は落ち着いていた。

『いくつか推測はできるが、その域は出ていない』

「それでもいいから教えてよ。なんかいろいろ考えたり分析とか、してたんでしょ？」

『いまから話すことはＬＡＦＩフォースと直接接触して解析した結果に、推論をまぜたものだ。まずＬＡＦＩフォースだが、どうもこれは当初思っていたものとは勝手が違うらしい。ＬＡＦＩフォースと銘打ったが、適切ではないのかもしれない』

「う、うん」

　解ったのか解っていないのか、闘真の相づちは頼たよりないものだった。

『解っても解らなくても聞け。理論や理屈までおまえが理解する必要はない』

「解わかった」

『肝心なことを言う。いいか、ＬＡＦＩフォースはまったく別の理論で作られていると推測する。まず誰だれが使っているかということだが、おそらく誰も使っていない』

「え？　でも？　もしかして風かざ間まみたいに自我があって勝手に動いてるの？」

『おまえの口から自我という単語を聞くとは、驚おどろきの限りだが、しかしその答えはノーだ。これは自我ではない。条件反射と推測できる。あの十年前の由ゆ宇うの映像からの推察だが』

「十年前の大爆発は、由宇が核ミサイルを撃うったから……」

　闘とう真まはまだ信じられない。三万以上の犠ぎ牲せい者しやを出した事件の主犯格が由宇だとは思えなかった。

『十年前も核の発射、それに黒くろ川かわ達たちが欲している放射能の除去が行われた。十年前はいざしらず、五時間前に我々が体験した出来事には、意味がない。必要性を感じない。あれは十年前の出来事のリピートに過ぎないのではないか』

　部屋がまた明るくなった。

「まただ」

『これは俺おれが起こしている。いや、正確にはＬＡＦＩフォース──便宜上そう呼ばせてもらうが、ＬＡＦＩフォースに働きかけて、きっかけを作った』

　五歳くらいの由宇が、ためらいがちに話している。

「どうして私にお母さんはいないの？」

　何かに脅おびえるように幼子は体を縮ませた。怒られたのだと、闘真は理解できた。

「……ご、ごめんなさい」

　泣きそうな顔の幼子の姿が薄うすれ、また部屋に闇やみが戻る。

「すべては過去の記き憶おくの再生。核ミサイルとそれの無力化も、そうだと言うんだね」

『そうだ。ＬＡＦＩフォースは過去の記憶を再生しているに過ぎない』

「じゃあ、由宇が見たって言う峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうもＬＡＦＩフォースの再生なのかな」

『かもしれん……。しかし釈然としないものは残る』

「何が？」

『なぜここで再生される映像に峰島勇次郎の姿がない？』

　それはずっと闘真も疑問に思っていたことだ。地下室で誰かと話しているらしい由宇。しかし話している相手の空間は常に闇だった。

『ＬＡＦＩフォースのどこの記憶を捜しても、勇次郎の姿はない。綺き麗れいに抹消されている』

「どうやって映像を見せてるの？」

『それなのだが、バクスター効果というものを知っているか？』

「ぜんぜん。なにそれ？」

『……聞くは一時の恥聞かぬは一生の恥ということわざがあるが、一時の恥も持たないのも問題ありだとは思わないか？』

「なんで？　それより解わかってるなら教えて。それとも由ゆ宇うの手助けにはならない？」

　風かざ間まはしばらく黙だまっていた。

『いや、これ以上の推論は危険だ。しかもそれにそって行動するなど、過あやまちではすまないかもしれない。当面の問題は、いまだに外に繋つながるコネクタがないということだ』

「早く言ってよ！　それじゃ早く別の捜さないと」

『無む駄だだ。この部屋にはあと二つコネクタが存在するが、一つは断線しもう一つはＬＡＦＩフォースに繋がっている。ＬＡＦＩフォースの記き憶おくを探って判明した。我々は依然として孤立無援の状態にある』
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「ふぁああああぁぁぁぁ……」

　萩はぎ原わらは盛大なあくびを長々と披ひ露ろうすると、目をこすりながら双眼鏡を覗のぞく。監視役としてはいささか不ふ真ま面じ目めな態度に見えるが、それでも優秀な成果を残すのが萩原誠まことという男だった。

　双眼鏡で要所をチェックしていく。その箇所は正確で無む駄だがない。状況を正しく把握しているからこそできる行いだ。彼にあたえられた情報は少ない。その少ない情報を的確に分析し行動に移し成果に結びつけるのが、八や代しろが重宝している理由の一つであるが。しかし、八代が一番高く評価しているのは、違う部分だった。

「もう四時間？　そろそろ報告か」

　八代へ定時連絡する時間だ。通信機を取り出し八代を呼び出そうとした。が、その手が途中で止まる。

「ったく。今日は危機的状況の大盤振る舞いってか？」

　これまでの漠然とした危機感ではない。もっと局地的なもの。さらに限定するなら、萩原の身近に何かがあると感じる。八代が重宝する最大の長所、常にリターナーとなりえる危機察知能力だ。

「まさか。なあ？」

　五感を研とぎ澄すましても、聞こえてくるのは五月なかばにしては寒々とした風と、新緑が美しい揺れる木々の優しい音だけだ。時折、遠く海かい星せいの部隊から大きな音は届くが、萩原の身の危険に直接結びつくようなものではなかった。

「なんだ？」

　ただ体の芯しんが冷えるような危機感はつのる。ホルスターから銃を抜き、安全装置を外した。

「最近、射しや撃げき訓練してないんだよな」

　軽口を叩たたく。萩原流のコンセントレーションの高め方だ。集中力が高まると逆に息を潜ひそめた。

　──海かい星せいの見回りか。それとも？

　口に出さず周囲を用心深く見渡した。

　風が止やむ。木々の音が静まりかえった。ぽっかりと空気に穴が空いた。そんな静寂感が訪れた。聞こえるのは己の心臓の鼓動と呼吸音だけだ。

　その静寂をなぎ倒すような突風が、ごうっと一度強く吹いた。視界が一いつ瞬しゆんだけ奪われた。

「くそっ」

　薄うすく開いた目に、見慣れないものが映った。ハレーションを起こしたのかと錯さつ覚かくするほど、目の奥に白い色彩が焼き付く。

　いつのまにか目の前に少女がいた。年の頃ころは十二、三歳。陶磁器を連想させる硬質の色白の肌に真っ白なフリルがついたワンピース。品のある顔立ちからは感情というものが欠落していた。緑色の瞳ひとみが萩はぎ原わらを凝ぎよう視ししている。

「あっ、えーと」

　萩原がその少女を見たのは三度目だ。いずれも偶然のたまものである。あと少女が五歳年上なら、運命の糸で繋つながっていると言ってはばからなかっただろう。

　しかしいまの萩原にそんな余裕はない。少女──クレールは人形を抱きかかえるかわりに、朴ぼく訥とつな造りをした日本刀を抱いている。

　しばらく萩原を凝視していたクレールは、ふいと、興味が失うせたとばかりに視線をそらし、萩原の横をすり抜けていく。さらに二、三歩歩みを進め、停止した。立ち止まったと言うより停止したと表現するにふさわしい動作だ。

「あ、あの……お嬢じようちゃん、俺おれのこと覚えてる？」

　無視されたことになんとなく寂しさを覚えた萩原は、よけいなことを聞いてみる。クレールはいま一度、萩原の顔を見ると首をかしげ、今度は左右に振る。

　──ああ、そうか。この娘、相そう貌ぼう失しつ認にんだっけ。

　少女が、人の顔を記き憶おく、識別できない相貌失認であることを思い出した。初めて電車の中で会ったとき、少女の口から直接聞いたのだ。

　少女が敵か味方かと問われれば、敵に近いだろう。しかし聞かれたことには素直に答えることや外見の愛らしさが、敵という認識を曖あい昧まいにさせる。ただ危機感だけは手加減がなかった。

　クレールはまたすぐに萩原から興味をなくすと、旧峰みね島しま研究所のほうをじっと見ていた。小さな手にはいつのまにか数枚の写真があった。顔を覚えられないため、写真で相手を認識していることを思い出し、そっと覗のぞくと知った顔が何人も写っていた。

　──闘とう真まに、由ゆ宇うちゃんに……えーと、あと、このおっさん誰だれだっけ？

　最後の一人が思い出せないで、萩原は悩んだ。

　少女がなんのためにここに来て萩原と同じように監視しているのか解わからないが、あまりいい事態ではないような気がする。だからと言って、化け物じみた危機感を抱かせるクレールから、写真を取り上げようという暴挙にでるつもりはさらさらなかった。いまここで、命があるだけでも、めっけものだ。

　クレールはしばらく旧峰みね島しま研究所で何か捜索している海かい星せいを見ていたが、少し困ったふうに首をかしげた。そして地面に目をやると、萩はぎ原わらが使っていた双眼鏡を見つける。

「あっ、それ俺おれの！」

　正確にはＡＤＥＭの備品だが、そんな悠長なことを考えてる場合ではない。クレールは萩原の言葉をあっさり無視し、拾った双眼鏡で監視対象を観察する。

「俺の、なんだけどな……」

　控えめに抗議してみる。下手な行動を起こすと、その場で真っ二つにされそうだ。

「ああ、はいはい」

　萩原はあきらめの心境で、曖あい昧まいにうなずいた。クレールはそれをどうとったのか、萩原の横にちょこんと座ると、またじっと旧峰島研究所を双眼鏡で監視しはじめた。萩原はしかたなくその隣となりに座り込んだまま、少女と旧峰島研究所の両方に目をやる。

[image: ]

「なんなんだよ、この状況？」

　萩原は定時連絡をあきらめて、監視を続行した。旧峰島研究所も白い少女からも、目を離してはいけない。そう感じた。ここで何かが起こる。とんでもない何かが。

「それにしても、五年後だったらなあ」

　クレールを見てホンネ九割の独り言を、ぽつりとこぼした。
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「おかしいなあ」

　八や代しろは時計を確認して、首をかしげる。定時になっても萩はぎ原わらから連絡がこなかった。意外と几き帳ちよう面めんな男だから、連絡を無意味に怠るようなことはしない。

　萩原の身に何かあったのかもしれないが、死んではいないだろうと八代は楽観視する。萩原の危機回かい避ひ能力を高く評価していた。

「八代っち。手を休めない」

　作業をしていたあきらが、目ざとく八代の休憩を見つけて非難した。

「ああ、ごめんごめん。萩原君から連絡なくってさ。ちょっと心配になっただけ」

「あいつのことだから、かわいい女の子見つけて、そっち監視してるんじゃないの？」

　あきらは期せずして半分正しい推測を口にする。

「そうかもね」

　そう言って、八代は部屋を見渡した。

「七年以上放置されていた割には、大だい丈じよう夫ぶそうかな」

　電子機器の並んだ部屋だった。広さは小さな講堂程度。壁の一面は巨大なモニターで埋め尽くされている。

　八代達たちが集まったのは、山奥の開けた一角だ。Ｅ─００１が発令したときのための、一時集合場所。ＡＤＥＭ内部の人間しか知らされていない、完全秘密裏の場所であった。

　Ｅ─００１の発令より四時間。各地からＥ─００１の発令を受け、ＡＤＥＭのメンバーが集合してきた。

　その間、先に到着していた八代達は施設を緊きん急きゆう本部として使えるよう設備を整えた。司令室を起動し、備蓄を点検し、武器の手入れをする。

　集まった人間は百人にも満たない。その中で戦せん闘とう可能な人間は、さらに三分の一だ。一万以上の兵力を持つ海かい星せいに対抗するには、あまりにもはかない人数だった。加えて政府からの援助もない。逆に追われる立場だった。

　それでもささやかながら、海星に対抗するための施設は整いつつある。八代の笑顔がそう物語っている。空元気だがないよりはましだ。

「下はだいたい終わったわ。女性に力仕事やらせるなんて、この組織もなってないわね」

　不平の声が部屋に入ってきた。アリシアの地味な眼鏡めがねに似合わないブロンドの髪と、シャツの胸元を押し上げる日本人にはないボリュームは、埃ほこりの漂う部屋の中でも色あせることはなかった。彼女を見て誰だれがアメリカ国防諜報局ＤＩＡの人間と思うだろう。

「武器の状態はどう？」

「手入れは充分にされてたから大だい丈じよう夫ぶだったわ。丁てい寧ねいに油紙に包んであったし、コンテナは特注品。七年くらいではなんともないでしょう」

「武器はシンプルでいいね。こっちはてんてこ舞い」

「七年も放置された電子機器なんて役に立つのかしら？」

　アリシアの問いに、八や代しろは苦笑で返した。あわただしく働いている技術者達たちは皆必死に、マシンと格かく闘とうしている。最新機器と言えば聞こえはいいが、時代遅れになりやすく、意外なところで融ゆう通ずうが利きかないのが電子機器だ。七年のブランクは大きい。

「現在、総力を挙げてバージョンアップ中。七年の遅れを取り戻すのは、もう少し時間がかかるかな」

「ふうん。あ、これ頼たのまれた箱だけど、中身はなに？　すごく重たかったんだけど」

　アリシアは重そうに抱えていたアタッシュケースをデスクに置く。

「胸にもデカイの二つぶら下げてますからねえ」

　ひひひと親おや父じみたいに笑うあきらを、アリシアは冷ややかに見た。

「軽そうなあなたがうらやましいわ」

「あ、いまカチンときた」

「なぜ？　先にセクハラしたのはあなたでしょう？」

「あたしは褒ほめたのよ！　一応は」

「あら、私も褒めたのよ。スレンダーが悪いなんて、どこの国の価値観？」

「いいえ、本心では褒めてなんかなかった！　その証拠にあたしは傷ついてあなたは平然としてるじゃない！」

「さあ、あなたのささやかな胸のうちまでは解わからないわ」

「いま、ささやかな胸って言った!?　ささやかな胸って！」

「ささやかな胸のうち、よ。あなたの内心はほんのちょっぴりしかないんだろうなあ、って思っただけ。ちなみにこれも褒め言葉よ。私はあなたのストレートな感情表現と思ったことを全部口にする性格は嫌いじゃないわ。羨うらやましくはないけど」

「……いまここで先日のリターンマッチ始めてもいいんだけど」

「ストップ、ストップ！　今は胸なんかでもめてる場合じゃないでしょ！」

　間に入った八代に、日米の冷ややかな眼まな差ざしが送られる。

「ちょっと運転手、今のは聞き捨てならないわね」

「胸なんかでってどういうこと？　信じられない無神経男。ちょっとじゃれ合っただけじゃない」

「そうよ。日本ではこういうのなんて言うのかしら？」

「空気読めない」

「で、話戻すけど、中はなにかしら？」

　アリシアがアタッシュケースを叩たたいて話を戻した。

「見てないの？　律りち儀ぎだね」

「よけいないざこざは増やしたくないだけよ。あくまでも私達たちの関係は利害関係だから。律儀というよりドライかしらね」

　アリシアの態度はどこまでもクールだ。

「そうだな、説明は外でしようか。そろそろお迎えの時間だし」

「お迎えって、萌もえちゃんや越こし塚づか君？」

「そっ。そろそろ到着する時間」







　八や代しろ達と力仕事が必要だと連れてきた何人かの職員が、ぞろぞろと外に出た。仮設本部の入り口は山の斜面に埋もれるようにあった。外に出れば、一面深い林だ。

「さてと、アリシア君。君に見せたいものがある」

「何かしら？」

「君が僕達に協力してくれるという条件付きなんだけど」

「私の目的はフリーダムの奪還、それが不可能なときは破は壊かい。その任務内に収まるものなら」

「充分」

　八代はアリシアが運んできたアタッシュケースを開ける。中には一丁の銃と弾丸が収められていた。一見すると普通の銃だがアリシアの目は、興味深く細められた。あきらも興味深そうに横から顔を出す。

「見たこともない型ね」

「ＡＤＥＭ特製の銃。弾丸のコストが馬ば鹿か高くて、まだ実用化のレベルには達してないんだけど、それ以外は問題なし」

「弾丸？　銃本体じゃなくて？」

「そっ、弾丸。それがクセモノなんだけど。カンプピストルって知ってる？」

　アリシアは銃と弾丸を手に取り、

「第一次世界大戦のとき、ドイツ国防軍が作った銃ね。弾丸の発射を火薬による爆発力ではなくて、ロケットのように推進剤を燃焼させて発射する銃。ただ銃としての精度の問題で、実用化はほとんどされなかったって話だけど」

「そう。それを極限まで小型化したのが、これ。見た目は普通の拳けん銃じゆうだけど、発射される弾丸は小型ロケット砲。超小型高精度のバランサーがネックなんだけど、コスト無視で開発になんとか成功させたのが、この銃。射程距離は狙そ撃げき用ライフル並の２２００メートル。発射するタイプは二種類。普通の銃としての使い方以外に、着弾時に残り燃料を爆発させるタイプ。燃料の残量によるけど、装甲車なら穴が空く」

「ドイツ国防軍のカンプピストルは信号弾ピストルみたいに不格好だったけど、これ見た目は本当に普通の銃ね」

　アリシアは銃を食い入るように見つめていたが、ホルスターに収めてすばやくかまえてみたり、各部の動作チェックに余念がない。

「真新しい銃は、手に馴な染じまないからあまり好きになれないけど。それを差し引いてもメリットはありそう」

　銃口を八や代しろの頭に向ける。まだ弾は込められていないとはいえ、八代の背に冷や汗が流れた。

「あとで返してもらわないといろいろと困るんだけど……」

「グリップやサイトを私好みに削っていいかしら？」

「返してくれるという条件付きなら、いいですよ」

「トリガーもあと５００グラム軽くしたい。反動がないのに重心位置が前なのはどうかと思う。技術が先行して、カンプピストルの特性が考こう慮りよされていない。これも変えていいのね？」

「試作品だからどんどん使いやすいように改造しちゃってください。返してくれるなら」

「気に入ったわ」

　銃が腕の中で一回転すると、突然消えた。弾丸もいつのまにか消えている。体のどこかにしまったのだ。




　　　　　　　　６




「そろそろ到着するはずなんだけどな」

　八代が時計を確かめる。

「越こし塚づかと萌もえちゃん？」

　遠くから地じ響ひびきを伴う爆音が近づいてきたのは、そのときだった。山々の間をこだまするエンジン音は、まるでジェットエンジンのように騒さわがしかった。

「ああ、防音処理はもう少し考えたほうがよかったな。あとでノイズキラーを取り付けないと」

　頭を掻かきながら八代は、林道の遠くに目を向ける。Ｅ─００１が発動されて以来ひさしく見ていなかった八代の余裕めいた軽けい薄はくな笑みが浮かんでいた。

　視線を追ってあきらも山の合間に目をやる。爆音が近づいてくる。音に驚おどろいた野鳥達たちが、空に羽ばたいていく。

　何かが動いた。林の陰に隠れてよくは見えないが、巨大な何かが動いていた。

「なに、あれ？」

　それがなんであるか解わかると、あきらは驚きを通り越して、呆あきれた口調で指さした。それを目にしたとき自分の目がおかしくなったのかと疑った。林道を走ってくるのは一台のトラックだ。見えたのは林の間を抜けたからではない。上部が林の高さを超えていたからだ。

　巨大な鉄の塊が走ってくる。普通の大型トラックを数倍大きくしたような冗談のような外観をしている。

　運転席にアドバンスＬＣ部隊の一人、越こし塚づかの姿があった。建物の二階より上の位置に、運転席はあった。サイドには上り下りするためのはしごまでついている。なにもかもナンセンスだとあきらは思った。

「お待たせしました」

　八や代しろ達たちの前でトラックが止まると、運転席から越塚が降りてきた。目の前にあると、まるで鉄の壁だ。

「Terex社が一九七四年に開発した、当時では世界最大のダンプカー。全長、20メートル。高さは17メートルだったかな。積載量はそれまでの最大が50トンだったのに対し、これは七倍の３５０トン。発表されたときは度肝を抜かれたらしいよ。トラック版フリーダムだね。荷台に大型トラックが何台積めるかな。日本の土木業者で一社だけ使用してたんだけど、現役引退するって言うんで、ウチで引き取ったわけ」

　頼たのまれもしないのに、八代が説明を始める。

「役に立つの、これ？　三十年以上前の代しろ物ものでしょ？」

　大きさに圧倒されていたあきらだが、どこか疑心暗鬼の目でトラックを見上げた。見上げているだけで首が痛くなりそうな高さだ。

「いちおうウチのスタッフがレストアしたから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど。越塚君が熱心にプッシュするもんだから、その熱意に負けたかな」

「あいつ、乗り物オタだもんね」

「だからって民間のお下がり？　ＡＤＥＭが？」

「予算のやりくり、うち厳しいし。民間のお下がりがイヤだなんて贅ぜい沢たく言えないんだよね。で、乗り心地はどう越塚君？」

「ずいぶんとガタがきてましたが、レストアで見違えるようになりました。足回りと頑丈さは別もんです。この巨体でウィリー走行を見せたとき、土木業者のスタッフは口をあんぐりと開けてましたよ。スタッフの話では対戦車ミサイルも数発なら耐えられるだろうって、太鼓判押してくれました」

　あきらは自分の背丈の倍はあるタイヤを前に、呆あきれるばかりだ。しかし海かい星せいの軍勢を前にどれほどの戦力になるか、不安な気持ちは決してぬぐえなかった。
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「怜れい、私に隠してることがあるんじゃない？」

　少しだけ怜れいの感情が動く。しかし長く怜を見てきた麻ま耶やでも、その感情の動向がいかなるものか読めなかった。

「あなたが、坂さか上がみ闘とう真まについていろいろ調べさせているのは知ってました。もう一年以上も前から。いつ私に報告が来るのかと思っていましたが」

　麻耶の目は厳しい。しかし怜に動じた様子はなかった。後ろめたい感情も何もない。必要だからやった。まだ時期ではないから報告しなかった。態度からそのような主張がにじみ出ている。ただ感情だけが読めない。それとも読ませたくないのか。

「出すか出すまいか迷っていたのですが」

　二人とも押し黙だまったまま一分近く経過してから、怜はようやく重たい口を開いた。

「調べていたのは闘真についてね？」

「はい。お察しの通りです。いずれ必要になると思い、独断で調べました」

「どうしてすぐに報告しなかったの？」

「失礼ながら当時の麻耶様の精神状態では、事件のことを受け止めるのが難しいと判断しました」

　麻耶は言葉に詰まる。怜の言うことは至極もっともだ。しかし一年間黙っているという理由にはならない。

「ではいまの私も、その報告を聞けないと？」

「いえ、当初はもっと早く報告するつもりでした。しかし闘真様について調べていくうちに、一年半前の、あの事件に行き着き、その真相を知った私は報告すべきかどうか迷いました」

「……一年半前の事件」

　闘真が初めて鳴なる神かみの尊みことを使った日だ。麻耶を暗殺者から守るために行ったことだ。しかし闘真は禍まが神がみの血ちに負け、無差別に殺さつ戮りくを繰り返し、ついにはその衝しよう動どうを麻耶にも向けた。

　麻耶がそれを思い出してからまだ一ヶ月も経過していない。自分を殺そうとした闘真の姿が、記き憶おくに蘇よみがえり麻耶は震ふるえた。震える自分の体を抱きかかえ、それでもいまの兄は当時とは違うのだと言い聞かせる。

　麻耶が落ち着くのを怜は黙って待っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫です。私はもう大丈夫」

　青白い唇を噛かみ、麻耶は気丈に怜を見る。

「怜が黙っていた理由は、それだったのね」

「それもあります。しかしそれだけではありません。私は調べました。あの事件の真相を」

「一年半前の事件。たとえお父様が裏で糸を引いていたとしても、私は驚おどろきません」

　しかし怜は首を振る。

「いいえ。もし事実がその程度のことでしたら、私はもっと早く報告していたでしょう。しかしそれほど簡単ではありませんでした。あの事件は根が深い。事件の本質は闘真様のご出生にもかかわる、そして真まな目め家のあり方にもかかわる大きなものでした」

「それほどのものなの？」

　麻ま耶やは驚おどろくと同時に一つの疑念がわく。

「でも怜れい。それだけの過去の出来事をあなた一人で？」

「いいえ。これも申し上げるべきかどうか迷っていたのですが……。当時の事件は勝かつ司し様がいたく興味を抱いておられました。私は勝司様の情報のパイプラインを横から盗み聞きし、あとは自分の情報網で補足したにすぎません」

「勝司お兄様が？」

　麻耶の表情が曇くもった。何かとてつもないことが事件の裏にあるのだ。

「私は何も知らぬまま記き憶おくの底に沈めてしまうのがよろしいかと思います。麻耶様には資質があります。たとえ知らなくても、真目家の当主となる逸材に変わりはありません」

　麻耶の不安の表情を読み取って、怜は優しい言葉をかけた。

「しかし麻耶様がそのようなお方でないことは、よく存じ上げております」

　怜は一枚の記録メディアを麻耶に差し出す。いつでも報告できるよう常に身につけていたのだろう。

「すべてはこの中にあります。閲覧のパスワードはCursed blood」

「Cursed blood……呪のろわれた血筋。ずいぶんと悪あく趣しゆ味みなパスワードね」

　麻耶は少しだけためらって、怜から記録メディアを受け取る。

　怜はいつも通りの正しい姿勢をさらに引き締め、宣言した。

「麻耶様、私はどのようなことになろうと麻耶様の味方です。それだけはお忘れにならぬよう」

　怜は深々と一礼すると、部屋を去った。麻耶はしばらく怜の背中が消えた扉を眺めていたが、記録メディアを自分のコンピュータに差し込み、パスワードを打ち込んだ。

　予感があった。

　見たら後悔する。

　しかし見ずにはいられなかった。
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　右肩がぼんやりと暖かくなった。

　由ゆ宇うはまだ思考のまとまらない頭でなんだろうと考えて、黒くろ川かわがわざわざ開け放していった小さい窓から入る光だとボンヤリと理解した。暖かい日の光は西日で角度を変え、いつの間にか由宇の右肩に届いていた。

　──暖かい。

　視界は目隠しで塞ふさがれているが、陽ひの温ぬくもりか否いなかは間違えようがなかった。十年間渇望していた温ぬくもりだ。地の底から夢見ていた温もりだ。

　なのに、いまはその温もりがよそよそしかった。

　ＮＣＴ研究所を抜け出し何日も経過したが、由ゆ宇うが陽ひの下に出た時間は驚おどろくほど少ない。《希望》の街では真まな目め麻ま耶やの庇ひ護ごの元、陽の届かないＫＩＢＯＵビルに籠こもっていた。のちの闘とう真まとの逃亡生活が、彼女がもっとも陽の光を浴びた期間だろう。しかし追われる身である二人の行動時間は、もっぱら夜だ。次に世話になった横よこ田た家も人目を避さけるためカーテンを閉め、ずっと家の中だった。

　由宇が陽の光を浴びた時間は、おそろしく少ない。十年の渇望を満たすには、とうていたりない。陽の温もりの誘ゆう惑わくは、陰ることなく由宇の心を揺り動かすはずであった。たとえ拘束された状態でも、渇いた心が求めるはずだった。

　なのに、現実の温もりはよそよそしかった。

　心に穴があり、情動がそこから何もかも抜け落ちていくようだ。感情が希き薄はくだった。

　残された時間は二十四時間、ほぼ一日だ。二十四時間後にはカンフル剤に密ひそかに含まれている毒薬で死ぬことになる。

　ふと頭に浮かんだメロディを口笛で奏かなでた。昔、よく吹いたメロディだ。最後に吹いたのはいつだったか。

　寂しげな口笛は続く。しかし美しかった。遠い記き憶おくを呼び覚ますような、懐なつかしさがあった。ただ美しい調べが奏でられるには、その場所はあまりにも不似合いだった。由宇の周りには銃を持った数人の見張りがいる。

「その口笛、懐かしいのう」

　老人の声が部屋の隅から聞こえてきた。口笛が止まった。代わりに息を呑のむ。由宇だけではなかった。その部屋にいた全員が息を呑んだ。

「ずっとそこにいたのか？」

「おまえさんを起こしたときからな」

「黒くろ川かわと話しているときか」

「そうじゃ。部屋の隅でじっと大人しく聞いておった」

　由宇は気配と声を頼たよりに顔を向け、見張りや医師も同じ方向を見る。ルシフェルが部屋の隅であぐらをかいていた。

　目の前にいたにもかかわらず、誰だれも存在を忘れた。視覚ではなく人の意識から、隠れたのだ。隠形の法──姿を隠す術すべは古来より様々な武術や修行の一つとして、行われてきた歴史のあるものだ。心を静め無にし、自然や周囲ととけ込む法だ。

　ルシフェルのそれは見張りや医師どころか、由宇にすら気づかせなかった。卓越した隠形の法は舌を巻くほかになかった。

　しかし由宇はすぐに驚くのを止やめる。老人は百年を費やし、【脳の黒点】を開いている。この世界の法則から半歩外にはみ出ている人物だ。

　存在を気にすることを止やめ、もう一つの疑問を口にした。

「……懐なつかしい、と言ったか」

「うむ、懐かしい。もう何年もいまの口笛は聞いていない」

　由ゆ宇うの表情に険しいものが混じる。しかしそれもすぐに消えた。見間違いかと思うほどわずかな時間だった。

「そうか。……あなたなら知っていても不思議はないか」

　老人はカカと笑う。

「よくその曲を吹くのかね？」

　老人に問われ、久しぶりだと思っていたメロディを奏かなでたことが、意外と最近あったのを思い出した。

　──弧こ石せき島とうで、闘とう真まが気絶しているときだったか。

　口元が思わずほころんだ。

　扉が開く。入ってきたのは黒くろ川かわだ。由宇をいちべつし、医師を見る。

「どうだ？　できそうか？」

　医師は由宇に繋つながっている医い療りよう機器の数値を読み取ると、うなり考え込む。

「ぎりぎりです」

「ぎりぎりか。しかしこれ以上待つことはできない」

　黒川は由宇に歩み寄ると、最後の問いかけをする。

「我々に協力する気になったかね？」

「断る」

「そうか。残念だ」

　黒川は医師に合図を送ると、冷たく由宇を見下ろした。

「これ以上、口をつぐんでいるのなら、次の手段を選択しなければならない」

　由宇がぼんやりと顔を上げた。

「薬を使わせてもらう。自白剤だ。心配しなくてもいい。壊こわれては困るから、量の調整には細心の注意を払う」

　医師は自白剤の入った注射器を由宇の腕に突き立てると、中の液体を注入した。

　老人の気配は、いつのまにかなくなっていた。
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　寂しげな口笛が流れている。

　明かりがなく闇やみが支配するその部屋に、不似合いな調べであった。

　吹いているのは闘とう真まだ。しかし別にのんびり吹いているわけではない。闘真はあいかわらず部屋の中を忙しそうに歩き回っては脱出の手がかりはないかと、部屋の中のものを散らかし回っている。しかしいい加減、探すところは探しつくした。

　焦あせる感情を落ち着けるため、闘真はわざと口笛を吹いている。以前、弧こ石せき島とうで起こったレプトネーターという兵器の暴走事件のとき、由ゆ宇うから聞いたメロディだが、そのとき懐なつかしいと思った。奥底に眠っていた記き憶おくを刺激した。

　闘真は眠っていた記憶を頼たよりに、メロディを奏かなでる。意外と達者に口笛が吹けた。

「なんて曲だっけ？　メロディはすごい覚えてるのに、曲名は思い出せないんだ」

　風かざ間まからの返答はない。闘真の言うことを無視することはいままでもよくあった。興味のない話題でしばしば風間はそういう態度を取る。珍しいことではない。しかし闘真は気になった。風間の無言が、いままでのそれと何か違う気がしたからだ。

「どうしたの？」

『峰みね島しま由宇から教わったのではないのか？』

「いつ？　そんな時間、どこにもなかったよ」

『確認するぞ、闘真。おまえはそのメロディを以前から知っているのだな？』

「う、うん」

　怒気のこもった風間の声に気け圧おされながらも、闘真ははっきりと頷うなずいた。たかだか口笛一つで、風間は何をそんなにむきになっているのだろう。
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　寂しげな口笛が流れている。

　荒涼とした大地に、そのメロディはよく似合っていた。不釣り合いがあるとすれば、口笛を吹いている人物だろう。

　背の高い男だ。それだけならどうということはない。問題は格好にあった。真っ白なスーツにシミ一つない白い帽子。左手で帽子を押さえ、口は斜めに笑っている。どこかきざったらしい雰ふん囲い気きがある。しかし気持ちいいほど似合っていた。

　それ以上の情報を外見から得るのは難しかった。四十代前後に見えるが、二十代と言われても納得するだろう。

　右手はポケットに入れたまま、のんびりと歩んでいた。それはあまりにも、この荒れ果てた大地に不似合いだ。口笛は高く低く、途切れることなく流れている。

　比ひ良ら見み特別禁止区域には千単位の海かい星せいの兵士がいた。調査のために残った彼らは広大な大地をしらみつぶしに捜索していた。

「おいっ！」

　兵士の一人が、白いスーツの男に気づいた。気づいて当然だ。たとえ深夜でも気づかれただろう。むしろ気づくのが遅すぎたとも言える。

「どうやって、ここに入ってきた？」

　兵士もこれほど目立つ男が、ここまで気づかれずに訪れたことを不審に思ったのだろう。警戒心も露あらわに、銃のセーフティを外し、いつでも撃うてるようにした。

「貴様。耳みみ障ざわりな口笛を止やめて質問に答えろ」

　口笛がぴたりと止む。

「俺おれのテーマソングが耳障りだと？」

　うつむき加減に帽子の下から覗のぞき込むように、スーツの男は兵士を見る。

　ずっとポケットにしまわれたままの右手を抜いた。歩いているときと同じように、どこか大仰できざったらしくも、似合う動作だ。

「動くなっ！」

　引き金を引く寸前まで、力を込めた。しかしスーツの男の右手の中には何もない。兵士はそれでも気を緩ゆるめない。

　ポケットから抜かれた右の拳こぶしが、兵士のほうに突き出される。警戒心がマックスに達した兵士は、ためらいなく引き金を絞った。狙ねらいは右肩。死には至らないが、行動不能にする箇所だ。

　奇妙なことが二つ起こった。

　銃声は鳴った。さえぎるものがほとんどない荒野では、それは遠くまで響ひびき渡る。荒野にいた他ほかの千の兵士、そして周辺の林を警護している兵士、そのほとんどの耳に聞こえたはずだ。しかし誰だれも反応しなかった。見向きもしない。

　そして発射された弾は白スーツの男の目前で止まっていた。弾丸は空中で停止したまま、ライフリングによる回転だけが続けられる。しかしそれも間もないことだ。弾がにじむように消えていく。水に垂らした一滴の銀の塗料が水と交わり薄うすまるように、にじみ、ぼやけ、拡散し、消えていく。

[image: ]

「あっ、あっ」

　驚く兵士の前で、突き出された右手の指が一度だけ鳴る。パチンッと小気味よい音だ。その音を境に、兵士の顔から驚きよう愕がくの表情が消え去る。そして何事もなかったように、ふらふらと持ち場に戻っていた。

　スーツの男は一度だけ笑みを深めると、右手をポケットに戻し、左手で帽子を押さえ、荒野を歩む。

　行く先には視界に入る範囲だけで数百という兵士がいた。しかし誰もスーツの男を気にもとめなかった。のんびりとした歩調でときには密集した兵士達たちの中を歩くにもかかわらず、誰ともぶつかることはなかった。

　途中、スーツの男は何か思い立ったのか足を止めて地面を見た。軽く地面を蹴けると土つち埃ぼこりが舞う。

「十年眠って、まだ寝ぼけているのか？」

　いったい誰だれに話しかけているのか、男は再び歩き出す。向かう先には旧峰みね島しま研究所があった。寂しげな口笛が鳴っていた。
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　微動だにしないクレールは、容姿も相まってマネキンと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

「ねえ、お嬢じようちゃん。いくつ？　好きな物はなに？　あ、俺おれは好き嫌いなし。女の子の手料理ならなんでも大好物かな」

　萩はぎ原わらが何を話しかけても、クレールは興味を示さなくなった。完かん璧ぺきに無視されると寂しいものがある。萩原はため息をついて旧峰島研究所に視線を流す。

　すでに陽ひは沈み、夜もふけたころだ。しかし比ひ良ら見み特別禁止区域に夜の影はない。何台もの大型のライトがなにもかも光に照らし出し、昼のように明るかった。何かの捜索は昼夜かまわず、行われるようだ。

「もう夜中だってのに、働き者だね。あっ、俺もそうか。真ま面じ目めってのはつらいな。なあ、お嬢ちゃんのパパかママか雇い主は労働基準法って知ってるか？　こんな夜まで君みたいな小さい子を働かせるなんて」

　完かん璧ぺきに無視された。

「……ふう」

　萩はぎ原わらはあきらめて海かい星せいの監視に神経を集中させる。

　──あれ、なんだろう？

　何かが不自然だった。何が不自然かと問われれば困るが、海星の兵の行動に何か違和感を感じた。しかしいくら目をこらしても、原因は解わからない。

「発見しました」

　戸惑う萩原の耳に突然幼い声が届いて驚おどろく。それがすぐ横にいる少女のものだと気づくのに、数秒を費やした。

　クレールは懐ふところからだした何かの機械のボタンを押す。あれは警報機の一種だ。どこか離れた場所にいる誰だれかに何か合図を送ったのだ。

　クレールは地面に双眼鏡を置くと、前に向かって歩いていく。すなわち海星の兵のほう、あるいは旧峰みね島しま研究所に向かって。

「あ、ちょっと待ってよ」

　萩原の制止が効くはずもなく、クレールの背中はさらに小さくなる。追おうとした足は根が生えたように動いてくれなかった。

「何が起こるんだ？」

　クレールの行く手にはとてつもない危険が待ちかまえている。それは少女自身が発するものなのかそれとも別の何かなのか解らない。ただ海星の兵に感じた違和感とは無縁ではなさそうだ。

「そうだ、連絡っ！」

　急いで八や代しろに通信を繋つなげる。この状況をどう説明すればいいのか。
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『その口笛をどこで覚えた？』

　風かざ間まの声はいつになく険しい。闘とう真まには意味が解らない。たかだか口笛一つに、なぜこれほどまで風間はムキになるのか。

「いったいどうしたの？　そりゃ、どこで聞いていつ覚えたのか忘れたけど、でもたかだか口笛一つで……」

『その口笛がどこかの国か地方で伝わっているものなら、問題はない。しかしそれはある男が、気ままに創作した音楽。その男を知らなければ、その口笛のメロディを知ることもない』

　闘真の中で嫌な予感がした。いや、すでに答えは解っている。しかし混乱した頭はその事実を否定したかった。

「え、だって……僕は」

『その男の名は……』

　部屋が光に包まれる。もう何度目になるか。

　口笛が鳴った。闘とう真まは驚おどろき、そちらを見る。幼子がいた。由ゆ宇うだ。小さな口をとがらせ、不器用にメロディを奏かなでている。固まっている闘真の横までくると、闘真の顔を見上げた。口笛はいつのまにか終わっていた。

　闘真を見上げているのは単なる偶然だ。十年以上前、由宇がした動作に過ぎない。しかしいままでにない鮮明な幻影は、本当に目の前にいるのではないかと錯さつ覚かくさせてしまう。

「お父さん、この続き教えて」

　闘真は反射的に振り返る。しかしそこに父親の姿はない。何度も見た過去の映像に、一度たりとも勇ゆう次じ郎ろうの姿はなかった。

　耳を澄すましていた由宇は、やがて口笛を再開する。誰だれがこのメロディを由宇に教えたか明白だ。

「し、知らないよ。僕は会ったことなんてない」

　闘真は必死に否定した。何か間違っている。そう思いたかった。しかしどれだけ考えても、何も思い浮かばない。混乱している闘真の様子を探る風かざ間まの沈ちん黙もくは、あまりにも重かった。

『坂さか上がみ闘真。もう一度問う。おまえは、いつどこでその口笛のメロディを覚えた？』

「何かの間違いだ。きっと偶然似た音楽に……」

　光が瞬またたき、場面が変わった。先ほどより少し成長した由宇が部屋の中央のベッドに腰掛け、足をぶらぶらさせていた。口笛を吹いている。ずいぶんと達者になっていた。

　やがて吹き終わるとベッドから飛び降り、小走りに部屋の隅に向かって言った。

「どう、うまくなったでしょ？」

　由宇は勇次郎を見上げて、誇らしげに喋しやべる。

「あ……」

『なんだと？』

　闘真だけでなく風間も驚いていた。由宇が見上げている空間。いつも空白だったそこは、しかし今回ばかりは違った。

　一人の人間がいた。白いスーツを着こなし、白い帽子をかぶり、その下にはニヒルな笑みがあった。片手で帽子を軽く押さえると、もう片方の手を由宇の頭に置く。幼子は顔をくしゃくしゃにして喜んだ。

「……僕は知らない。あんな人、知らない。あの曲もただの偶然だ。偶然だよ」

　闘真は首を振りうしろに下がった。

　男の顔が闘真を見る。思いの外ほか、優しい目がそこにあった。

「偶然ではない。事実を正しく認識しなければ、いずれ真実に足下をすくわれる」

　幻影の男が口を開く。まるで闘とう真まの言動に呼応したかのようなタイミングの良さだ。

『闘真、違う。これは』

　男の指が鳴る。風かざ間まのモニターの明かりが消えた。声も途切れた。同時に由ゆ宇うの幻影も消え、周囲は暗くなった。ただ依然として、男はそこに立っていた。

「あ……」

　何かを言おうにも、喉のどがかれて声が出なかった。凍り付いた闘真に、男が一歩一歩近づいてくる。足音が反はん響きようする。男は闘真の目の前で止まった。

「自己紹介が遅れて申し訳ない。私の名は峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう。娘がいつも世話になっているね」

　帽子を脱ぐと峰島勇次郎は、うやうやしく一礼した。
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　闘真は言葉を失う。

　由宇の父にして、希代のマッドサイエンティスト。世界の混こん沌とんの元凶。十年前に失しつ踪そう。ＡＤＥＭが追い、世界中の多くの国や組織が欲している人材。峰島勇次郎。

「あ……あ……の？」

　口を開いても、うめき声しかでてこない。何を言っていいのか解わからなかった。解ったのは自分が錯さく乱らんしていることだけだ。

　勇次郎は部屋の隅に倒れている椅い子すを立て直すと、埃ほこりを払いそこに座る。あまりにも普通の仕草がかえって異常に感じられた。

「立ちっぱなしもなんだろう。君も座ったらどうだ」

　闘真は動かない。いや動けなかった。頭の混乱は徐々に収まっている。思いがけない場所で思いがけない人物にあった。ただそれだけのことではないかと、気持ちに整理をつけた。しかし気持ちが落ち着くと、ある一つのことが浮かび闘真を悩ませた。

「……風間？」

　安あん寧ねいを求め風間に呼びかけるがＬＡＦＩサードの電源は消えたままだ。

「君とゆっくり話をしたいと思ったので眠ってもらった。迷惑だったか？」

　こともなげに勇次郎は喋しやべると、しげしげと闘真を見た。闘真も勇次郎を見返す。思ったよりもずっと若い印象だ。腹の底で暗い感情が蠢うごめく。それを闘真は必死に抑えた。

「いま鳴なる神かみの尊みことで私を殺せるかどうか、考えたな？」

　勇次郎はあっさりと核心に踏ふみ込んできた。

「そんな」

　即座に否定した。殺そうと思った訳ではない。ただここで勇次郎を捕まえれば、由宇は解放される。そこまで行かなくても、彼女の持つ苦しみの多くはなくなるはずだ。しかし本当にそうだろうか。殺意はなかったと言えるか。

「試してみるか？」

　勇ゆう次じ郎ろうが抑えた感情を挑発する。奥歯を噛かんだ。

　──そうだ。この人を捕まえれば。ＡＤＥＭに引き渡せば。

　由ゆ宇うの顔を思い浮かべる。笑っていても怒っていても普ふ段だんでも、彼女の表情には常に影がつきまとっていた。心の底にある闇やみが、そうさせているのだ。そしてその闇はいま目の前にいる。

　そう思った瞬しゆん間かん、体が動いていた。腰の後ろに差した鳴なる神かみの尊みことを抜刀し、流水のごとく鮮やかに振るう。

　勇次郎は微動だにしなかった。しかし鳴神尊の刃は闇に届かなかった。間にある空気が濃密なタールのように刃にからんだ。それでも闘真は力を込める。しかしタールは重さを増し、ついに１ミリたりとも動かなくなった。

「決断が速いな、君は」

　勇次郎は手を叩たたき賞しよう賛さんを送るポーズを取る。

「馬ば鹿かにするなっ！」

「馬鹿になどしていないさ。君の直感的な行動力に素直に感心している。考えてもみたまえ。知略で私に勝てると思うか？　勝てない要素など後生大事にしていてもしかたないだろう。捨ててしまうがいい。しかしなかなか捨てられないのも事実。だから君を誉ほめた」

　言わんとしていることは解わかるが、闘真にはやはり誉められたようには聞こえない。どちらかというと馬鹿にされた気持ちになる。ただ本心なのは勇次郎の目を見て解った。優しげな瞳ひとみに曇くもりはなかった。

「それはそうと刀を引いてはくれないか？」

　ためらいながらも闘真は、空気の固まりから鳴神尊を引き抜く。

「私は暴力行為が好きではない。あの子と違って、体術に優れているわけでもないのでね」

　穏おだやかに笑う勇次郎と自分の間には何もない。先ほどの現象がなんなのか闘真にはまるで理解できなかった。

「何をしに来たんですか？」

　勇次郎は人差し指を振り、舌を鳴らす。きざな仕草だが、服装といいなぜかよく似合っていた。

「順番が違う。最初に質問するのはそこではない」

　すぐに勇次郎の言おうとしていることを察し驚おどろいた。気づくのが遅すぎた。

「ど、どうやって、ここに入ってきたんですか？」

　唯一の出入り口は海かい星せいに塞ふさがれている。扉を開閉した音もない。部屋を出入りする方法はなかった。唯一あるとすれば、この部屋に最初からいた可能性くらいだ。

「それは私が峰みね島しま勇次郎だからだ」

　答えになっていない答えは、奇妙な説得力を持っていた。







「アントニオ・サリエリを知らないのか？」

「は、はい」

「ではモーツァルトは？　ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルトの名くらいは聞いたことがあるだろう。音楽も耳にしている」

「知ってます。ヴォルフなんとかって名前の前半は初耳だけど」

　いったい何を言おうとしているのか、まるで要点がつかめない。

「サリエリはモーツァルトと同じ時代に生まれた宮廷作曲家だ。モーツァルトが天才なら、サリエリは悲しいまでに普通の人間だった。作曲した音楽は天才モーツァルトに遠くおよばず、モーツァルトの才能に嫉しつ妬とし、そして憧あこがれた哀れな男だ。少し古い映画になるが、『アマデウス』を見るといい。彼のことが少しは理解できるだろう」

「はあ？」

　闘とう真まが抱いていた峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう像と、目の前の人物はあまりにも違った。優しく親しげに話し、知的で穏おん和わな人物だ。

「しかし、まあ、サリエリがモーツァルトを殺したという説は、承諾しかねるがね。同じ立場の人間として、彼の心境は痛いほど解わかる。サリエリはモーツァルトを殺してはいないよ」

　普通の話題、普通の話し方。しかしある一点の違和感は決定的だった。

「あの、どうしてあなたがサリエリと同じ立場の人間なんですか？」

　世界最高の頭脳が、なぜ凡ぼん庸ような宮廷作曲家と一いつ緒しよなのか理解できない。

「なぜ私が勇次郎という名前か解るかね？　ちなみに私は平凡な家庭の長男として生まれた。ああ、心配しなくていい。これは君の疑問の答えに繋つながることだ」

「ええと？　どういう意味ですか？」

「私の名前には二を意味する文字が含まれている。私の以前の名は、峰島勇だった。しかし世界で二番目だと、自分がサリエリに過ぎなかったのだと思い知らされたとき、私は改名したのだよ。そして真の天才に、勇の名を受け継がせた。女の子で勇の文字はふさわしくないので、字面は変えたがね」

　言葉につまる。いったい何を言っているのか。

「あの子は優しい。だから世界から隔絶させた。世間という汚物にまみれ、あの娘の持つ天才性が鈍ることを恐れた。しかし、まあ」

　落胆のため息が続く。

「由宇は変わらないな。人としては誉ほめられるべき部分なのだろうが、私の期待するものではなかった。しかしだ、闘真君。私は君に感謝する。君は見事に軌道修正をしてくれた」

　意味が解わからない。勇ゆう次じ郎ろうが何を言おうとしているのか、闘とう真まにはさっぱり見当がつかなかった。

「私は己にあたえられたと思っていた役割から半ば解放された。自分の運命に抗あらがいたくなったとも言うな。白血球として生まれたことに我慢ができなくなったのだよ。いや正確には白血球はあの子で、私はそれを生み出すための媒体に過ぎなかったのだが」

　理解不可能な言動はますます過熱していく。風かざ間まや由ゆ宇うなら勇次郎の真意を理解できるだろうか。しかし由宇はここにはいず、風間は沈ちん黙もくしたままだ。

「最初に質問したね。どうしてここに来たのか。いまこそ答えよう」

　帽子を目ま深ぶかにかぶり、ニヒルに笑う。優しげな目は、子供のようにきらめく。

「すべてを正しい方向に導く君にお礼を言いに来たのだ。ありがとう、坂さか上がみ闘真君。君は世界の真意を体現する貴重な存在だ」

　無理矢理闘真の手を取り握手をすると、乱暴に肩を叩たたいた。

「さて私もお礼の言葉だけですませるつもりはない。君の手助けを一つだけしよう」

　闘真はまだ唖あ然ぜんとしていた。呑のまれていた。

「鳴なる神かみの尊みことで困ってるね？」

「あっ、はい。急に使えなくなって」

　反射的に口にしてから、言ってまずかっただろうかと後悔した。しかしもう言ってしまったからにはしかたない。後悔など無意味だ。

「順番が違う。最初に疑問に思うのはそこではない。逆なのだよ、闘真君。君はもっと根本的なところに疑問を抱くべきだ」

　やはり難解な言葉だった。しかしなぜか言わんとしていることが理解できた。

「なぜ使えなくなったのかじゃなく、なぜいままで使えたのか……」

　勇次郎は一度だけうなずく。

「そうだ。君が鳴神尊をなぜ使えるようになったのかを考えるべきだ」

「でも、どうやって？」

　そのとき部屋に光が満ちる。それは一度見た映像だった。泣きながらキーボードを打ち、核ミサイルの発射準備を進める由宇。痛ましい目で闘真はそれを見ていたが、頭に閃ひらめくものがあった。

「昔の映像……そうか！　過去に何が起きたか思い出せば……。一年半前、初めて鳴神尊を使えるようになった事件を……」

　光が消え、由宇の姿も消える。真意を確認しようと闘真は勇次郎のほうへ振り返った。しかしそこには椅い子すだけがぽつんとあり、勇次郎の姿はどこにもなかった。







　風かざ間まが起動したのは勇ゆう次じ郎ろうが消えてすぐのことだ。闘とう真まは勇次郎との会話や起こったことを思い出せる限り、風間に話す。

『興味深い話ではあるが、もう少し正確に話の内容を覚えておいてくれないか』

　風間の辛しん辣らつな言葉に、闘真はほっとする。普通の居場所に帰ってこれたのだと実感した。いや状況こそ普通ではないが、それでも自分がすむ世界だ。しかし勇次郎のまとう空気は何か異質だった。

『しかし白血球か、ふむ』

　風間は何か思うことがあるのかしばらく黙だまっていたが、

『ともかくいまはもう一つのことを考察するか。なぜ使えなくなったのかではなく、なぜ使えるのか。なるほど盲点だった』

「でも僕、何も特別なことしてないよ？」

『覚えていないだけかもしれない。なに、探る方法はある』

「どうやって？」

『後退催眠をかけて過去の記き憶おくを呼び起こす』

　闘真の顔が蒼そう白はくになる。

『一年半前の事件は、おまえにとって忌いまわしい記憶だとは聞いている。しかし目を背けるわけにはいかないだろう』

　闘真は目をつむる。一年半前の記憶は思い出したくない。鳴なる神かみの尊みことを使えたきっかけと考えただけで、体の芯しんが冷えた。触れてはならない記憶だ。しかし避さけては通れない。

「解わかった、風間。遠えん慮りよなくやって」

『ではモニターを見ろ。視覚毒を覚えているか？　色彩が脳にあたえる影えい響きようを利用する方法を応用する』

　モニター上で様々な色が、目まぐるしく変わる。息を呑のむのもつかの間、意識が沈んでいく。

『呼び覚ませ。一年半前に何があったのか。何が自分を変えたのか。呼び覚ませ』

　意識が途切れた。
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「兄さんっ、またこんなところに寝転がってるんですか？」

　目を開けると、空を背景に腰に手を当て自分を見下ろしている麻ま耶やが視界の中にいた。心なしか怒っているように見える。しかし闘真には、彼女を怒らせるような心当たりはなかった。

「やあ、麻耶」

「やあ、じゃありませんっ！　風か邪ぜをひいたらどうするんですか」

　麻耶が兄さんと呼ぶということは、周りに誰だれもいないのか。そんなことを思いながら、腹違いの妹の顔をぼんやりと眺める。

　背中の草の香りが心地いい。避ひ暑しよに使われる土地は、十月の初旬ともなれば肌寒い。確かに下手にうたた寝しようものなら、風か邪ぜをひきかねない。

「たぶん、大だい丈じよう夫ぶだよ。健康だけが僕の取り柄だし」

　深々とため息をつく麻ま耶やだが、何を思ったか闘とう真まの隣となりで同じように寝転がった。

「わあ」

　麻耶にしてみれば、野原に寝転がるという行為をしたことがないのだろう。小さな感動が彼女に訪れたことを、闘真は横目で知った。草の生えた地面の感触が気持ちいいのか、目をつむり大きく深呼吸をした。

「いい匂におい」

「僕の真ま似ねしてると、また三み木き本もとさんに注意されるよ」

「兄さんは無ぶ粋すいですね」

　むっとした声が麻耶の返事だった。

「少しは自然に包まれる喜びを、噛かみしめてもいいんじゃありません？」

　闘真は彼にしては珍しい意地の悪い笑みを浮かべた。

「だろ？　だったら僕がここでうっかり寝てしまうのも、無理ないんじゃないかな」

「いつからそんなに交渉術が巧みになったんですか？」

　むっと眉まゆをひそめるが、すぐに上機嫌に戻る。草木の香りを楽しみ、空の雲の流れを楽しみ、自然と心通わせることを楽しむ誘ゆう惑わくに負けた。

　かわりに闘真が体を起こす。闘真達たちが寝転がっているのは丘の上の野原だ。野の外側には深い林が連なり、さらにその向こうには山の稜りよう線せんがかすんで見える。闘真からちょうど真正面に見える林の奥、木々の合間に大きな屋敷の屋根が見えた。真まな目め家の所有する建物を、闘真はどこかよその物を見る目で眺めている。

　麻耶のそばにいるようになってから何年たっただろう。しかしいまだに真目家の所有物は闘真にとって他人の物同然だった。

　正妻の子ではないのも理由の一端だろう。ただ、真目家そのものに漂う闘真の知っていた家族と異なる一族のあり方は、戸惑いをもたらし、あまり認めたくはないのだが嫌けん悪おを感じるのだ。

「麻耶、なんか僕に用事あったんじゃないの？」

　返事がないと思ったら、麻耶はいつのまにか寝息を立てていた。ほつれた髪をそっと撫なでる。生まれたときから真目家の環境で育った麻耶は、闘真と同じ疑問を持つことはない。ただ一族ではなく家族という匂いを感じさせる闘真を、いつのころからか誰だれよりも慕うようになっていた。

　気が引けながらも揺すってみるが、しかし反応はない。見事に熟睡していた。

「まあ、寝る子は育つって言うし」

　本人が起きていたら間違いなく柳りゆう眉びを逆立てることをつぶやくと、闘とう真まはどうするかなと思案にくれた。空を見上げてなんとなく、つぶやく。

「今晩一雨、来るかな？」

　真っ青な秋晴れの空に雨雲の気配はない。ただ山の天気は変わりやすく、肌にからみつくような湿気を感じ取っていた。以前、同じ要領で天気が崩れるのを当てたら、麻ま耶やにカエルと言われてしまった。

「また、今度のんびりしにこよう。お弁当とか、持ってさ」

　眠っている麻耶に微笑ほほえみかける。しかし闘真のいう今度は、二人の間に、永遠に訪れることはなかった。







　屋敷に戻ると、最初に出会ったのは野の地じという庭師の若い男だった。ほとんどが親かそれ以上の年齢の人が多い屋敷で、野地は若い部類に入る。

　野地は呆あきれた顔で、闘真を見た。正確には闘真の背中で眠りこけている麻耶だ。

「よう、真まな目めのぼっちゃん。こりゃ、また……」

「なんか、起こすのもかわいそうで。あと僕、真目のぼっちゃんじゃないです」

「細かいこと、言うなよ。ほれ」

　野地が指で弾はじいた物を反射的に、口で器用に受け止めた。案の定、甘い味が口の中に広がる。

　──なんだ、おまえ正妻の子じゃないんだってな。

　──ああ、悪い悪い。誰だれの子だろうがなんだろうが、関係ないな。おまえはおまえだ。

　──まあ、風当たりも強いだろうけど、胸張って生きろや。そのうちいいこともあるだろ。

　──とりあえず、ほら、今日のいいことだ。キャラメルでも食え。

　野地は初めて会ったときから、何かの折に闘真にキャラメルをくれた。彼の挨あい拶さつがわりみたいなものだ。

「ご当主様に呼ばれたとあっては、急いで戻らないといけない。しかしかわいい寝顔の妹は、起こしたくない。いやいや、いいお兄ちゃんだな、闘真さんは」

「え？　親おや父じが来てるんですか？」

「だから戻ってきたんじゃないのか？　お嬢じよう様さまから聞いてないのか？」

　真目不ふ坐ざが訪ねてきたのなら、いつものヘリの音が鳴り響ひびいていたはずだ。しかし今日はそれが聞こえなかった。

「急ぎ？」

「じゃないか？　詳しいことは知らないけど」

「解わかりました。麻耶、部屋に置いてきたら、すぐ行きます。他ほかの人に見つかると、あまりよくないから行きますね」

　闘とう真まの立場は真まな目め家ではとても微妙なポジションにある。真目不ふ坐ざが家庭の外に生ませた子供。それが母親が行方ゆくえ不明になったのを機会に、のこのこと真目家に引き取られてきたのだ。いまだに母親の姓を名乗っているのも、周辺の人間にいい感情をあたえていない。さらに守り目という、真目家の人間一人一人に専属でつくボディガードの役を、闘真は担になっている。麻ま耶やのそばにいつもいるのは、そのためだ。しかし闘真は武術の心得は多少あっても、守り目になるにはふさわしくなかった。麻耶の仕事の補佐にいたっては一切できない。本来守り目の人間に選ばれる家系、八はち陣じん家けも面白く思っていない。

　何もかも不釣り合いで、一歩間違えれば周りに誰だれ一人として味方がいない。それがいまの坂さか上がみ闘真の立場だった。

　しかしそれを苦にしている様子は闘真にはない。麻耶にしてみれば針のむしろの環境なのだが、闘真自身肩身の狭さは感じてはいるが、それほど苦にしていなかった。

「たとえばだな、ご当主様が急ぎで呼んでいるというのに、妹を寝かしつけるのを優先するところ、それとたとえ肉親でも人前で親おや父じと呼んでいること。そういうのがまずいんじゃないのか？」

　すれ違いながら野の地じが言う。

「麻耶みたいにお父様って呼ぶの？　気持ち悪いよ。それにあの顔は親父だろ？」

　野地はぷっと笑いを堪こらえ、

「いや、すげえよおまえ」

　と闘真の頭を気安く叩たたいた。







「遅いっ！」

　襖ふすまを開けると怒鳴り声が降りかかってきた。部屋の中央で、不坐が不機嫌そうに座している。いまにも手にしている湯飲みを投げつけかねない剣幕だが、

「なんだよ、五分か十分待ったくらいで」

　と闘真は適当に受け流して、そのまま不坐の対面であぐらをかいた。

「で、なに、用事って？」

「……おまえ、俺おれのこと敬ってないだろ」

　怒りのやりどころを失った不坐は、みるみるしおれていく。

「なんでさ？」

「いや、いい」

　背に哀愁を漂わせながら、不坐はずずっとお茶をすする。闘真も脇わきに置いてあった急須に湯を注ぎ、自分用の茶を入れた。

　しばらく茶室にはお茶を飲む音だけが続いた。

「調子はどうだ？」

「まあ、なんとかうまくやってるよ」

「風当たりが強いらしいな」

「そうでもないよ。麻ま耶やが心配性なだけ」

「あれは、どうだ？　使えそうか？」

「あれって、これ？」

　闘とう真まは腰の後ろに差していた小刀を取り出すと、無造作に抜いて見せた。一いつ瞬しゆんだけ、不ふ坐ざの表情が鋭さを増すが、闘真はそれに気づかず、抜いた刀身をぼんやりと見ている。

「ぜんぜん。親おや父じの言っている禍まが神がみの血ちとやらはまるで感じないけど」

「……そうか」

「切れ味も悪いし、リンゴか大根の皮をむくのが関の山だよ」

「お、おい、まさかそれでリンゴむいたり大根切ってるんじゃねえだろうなっ！」

　慌てる不坐をおかしそうに闘真は見ていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。麻耶に注意されてやめたから」

「やろうとしたのかっ！」

　不坐は顔を覆おおい、長い長い嘆息をついた。闘真はよく人のため息を見る。

「いや、いい。いろんな意味でおめえは俺おれの予想を裏切ってくれる」

　ため息をついたかと思えば膝ひざを叩たたいて笑っている。変な親父だと心の内でつぶやいた。しかしそんな不坐を闘真は意外と気に入っていた。自分の妾めかけの子だから迎えに来たと、十一歳の闘真の前に現れたときは不信感しか抱けなかったが、好き放題やっている姿はそのうちそんな感情をどこかにおいやってしまった。

「あのさ」

　ためらいがちに、あふれた想おもいをこぼすように、闘真は口を開いた。

「母さんの行方ゆくえは？」

　一拍、不坐に躊ちゆう躇ちよが生まれる。

「まだ解わからねえ。真まな目め家だってのに、面目ねえな」

「ああ、いいよ。街の興信所に頼たのんだときも見つからなかったし」

　世界の情報の70パーセントを握る真目家と街の興信所を同列に扱われ、不坐はますますやるせない表情をした。

　闘真は自分で入れた茶をずずっと飲む。

「美お味いしいね」

「おまえとこうして茶をすすってると、弟を思い出す」

「親父に弟がいたの？」

「ああ、十年も前に死んでしまったがな」

　闘とう真まはそれ以上問わない。聞いてはいけないような気がする。

「それで、急ぎの用事ってなに？」

　だから話題を切り替えた。そもそもここに来たのは不ふ坐ざに呼ばれたからだ。

「うむ……最近、麻ま耶やとはどうだ？」

「別に、いつもどおりうまくやってるよ。僕が守り目の役目を果たせるかどうかは疑問だけどね。そうそう。この前、勝かつ司しさんと北ほく斗とさんが来た」

「ああ。たまには顔を出せと言っておいたからな。何を話した？」

「勝司さんはここに来てもずっと仕事ばかりで、ほとんど話さなかったよ。北斗さんとは、山のほうに三日くらい遠出。あいかわらず怠け者で、歩く以外の作業はほとんど僕がしたけど」

「おめえ、ほんとに守り目としての自覚ねえな」

「だってここには僕より強い人いっぱいいるし。それに、ほら、庭師の野の地じさん。あの人だって、ほんとはすごい強いんじゃない？　僕の知らないボディガードだってたくさんいるんでしょ。だから大だい丈じよう夫ぶだと思った」

「そうか」

　そうつぶやいたときの不坐の表情は複雑で、何を考えているかつかめなかった。

「そろそろ十六だったな」

「うん。来月で十六」

「そうか。そろそろのはずなんだがなあ」

　不坐は闘真の顔をじっと見る。いままでの親の顔でなく、感情のない深しん淵えんを覗のぞき込む目で、闘真を射た。

「な、なに？」

「本当になんの変化もねえか？」

「う、うん」

　闘真は萎い縮しゆくしながらも、うなずいた。

「そうか。なら、いいんだ」

　不坐との会見はそれで終わった。闘真はとうとう最後まで不坐がなんのために自分を呼んだのか解わからなかった。







「学校の宿題をする守り目なんて聞いたことありませんわ」

　麻耶の呆あきれ果てた声が背中から聞こえるのは、もう何度目になるか。闘真は無視して当面の問題に取りかかる。

「しかも10キロも山道を歩いて通うなんて。普通じゃありません」

「車で通学なんて嫌だよ。しかもあんなでかくて目立つ車」

　振り返るとすねた顔をした麻ま耶やが、座ざ布ぶ団とんの上で正座している。和室を好む闘とう真まより、洋室を好む麻耶のほうが正座がうまいのはどうしてなのだろう。

「それに車で通学したら、行き帰りはついてくるだろ」

　ますます頬ほおをぷぅとふくらませ、すねた顔で闘真を見る。当てずっぽうで言ったのだが、どうやら図星らしい。慕ってくれるのは嬉うれしいが、少し度が過ぎている気がする。しかし事情が解わからない闘真ではない。二人の兄とは疎遠で、父親と会うこともあまりない。一番近いところにいる肉親は、皮肉にも真まな目め家の覇は権けん争いと遠いところにいる腹違いの兄、闘真だった。

　寂しいという気持ちをむげにはできない。行方ゆくえ不明の母をずっと待っていた闘真はその気持ちがよく解った。

「なんの宿題をしてますの？」

「世界史と古文」

　麻耶が肩越しに闘真の机を覗のぞき込む。

「まったくこんなの嫌になるよ」

「ええ。こんな簡単な問題に時間を費やすなんて、苦痛以外の何物でもありません」

　一見同意見に見えて、その本質は百八十度異なる。

「あ、ああ、そう。簡単なんだ？」

「ええ。だって、ほら」

　背中にのしかかって身を乗り出し、鉛筆を取り上げてさらさらと書いていく。

「麻耶……重い」

　折れた鉛筆の芯しんが頬をかすめる。

「ごめんあそばせ」

　二本目の鉛筆を手に一度たりとも止まることなく、麻耶は解答を最後まで書いてしまう。

「ほら終わりました」

　ものの数分で鉛筆を置く。さすが真目家の英才教育を受けているだけのことはある。十一まで普通の母子家庭で育てられた闘真とは違う。しかし闘真は麻耶に対する劣等感めいたものはなかった。闘真の大らかな性格もあるが、麻耶はいつも背中にいるというイメージがあるからだ。

　昼間寝ておぶったときも、いまも、麻耶は闘真の背中を見ている。

　背中にいる以上、前に立ちはだかる敵からは守ってやらなければならないと意識する。守り目としては力量不足だが、守ろうとする意思はそれなりに強かった。

　雷が光った。

「ああ、やっぱり一雨きそうだ」

　窓を開けて、闘真は空を見る。星が見えない。厚い雲が立ちこめていた。空気の湿り気も昼間より強くなっている。

「兄さんはカエルです」

　腹に響ひびく雷鳴が届く。

「もう宿題はおしまいですわよね？」

　雷に驚おどろく様子もなく、麻ま耶やは話しかけてくる。見た目とは裏腹に、可愛かわいげがない。

「あと一つ、美術の……」

　そこで闘とう真まは昼間の忘れ物に気づく。なんのためにあの丘に行ったのか、いまごろになって思い出した。

「うわあ、まずいや。スケッチブック忘れてきた」

　いまにも泣き出しそうな空だ。一雨来たら、スケッチブックは使い物にならないだろう。なかには、せがまれたから描いたのに、できあがったら理不尽なまでに怒られた麻耶の肖像画もある。

　少し迷ったが取りに行くことにした。

「麻耶、ちょっと待ってて。忘れ物したから。あと春はる爺じいが迎えに来たら、僕が戻る前でも素直に帰ること。解わかった？」

　麻耶は不満げにうなずいた。










　丘の頂上を目指して走る。すでに小粒の雨がぽつぽつと頬ほおを叩たたき始めている。

　丘の上には案の定、スケッチブックがあった。風にあおられたのかスケッチブックは開き、まっさらなページをさらしていた。

「ああ、よかった」

　安あん堵どし、闘真はスケッチブックを拾おうとする。しかし闘真はしゃがんだまま動かなくなった。

「なに、これ？」

　スケッチブックには誰だれかに踏ふまれた足跡がある。大きな足跡だ。誰かここに来たのだろうか。しかしこの周辺は真まな目め家の私有地で、屋敷の人間もめったにこない。

　なにげなく足跡の方向に目をやった。いつもどおり、深い林があり、林の向こうには真目家の別荘である屋敷が見える。ややはずれたところの別棟で、闘真が寝食をしている。

　閃せん光こうが視界を覆おおった。雷鳴が鳴ったのはほとんど同時だ。１００メートルと離れていない場所に屹きつ立りつしていた樹齢何百年という巨大な樹木が燃えさかり、音をたてて折れた。

「わ……」

　言葉を失う。

　しばらく倒とう壊かいした大木を呆ぼう然ぜんと見ていた闘とう真まだが、炎の向こうの人影に気づいた。一人二人ではない。何十人という人影が、林の中に潜ひそんでいた。

「誰だれ？」

　全員が似た格好をしていた。黒を基調としたジャケット、頭部には暗視スコープ、そして肩や背中に担かついでいるのは、大型の銃器に見えた。

「誰なの？」

　嫌な予感がした。武装した集団は一糸乱れぬ動きで真まな目め家の別荘へ向かって、疾走した。

「……大変だ」

　闘真はすぐにあとを追いかける。銃器で武装した相手に、対抗できる武器など持っていない。腰の後ろにさしてある鳴なる神かみの尊みことというたいそうな名前の付いた小刀ではどうにもならない。

　大粒の雨が降り出したかと思うと、あっというまにどしゃ降りになった。







　泥まみれになった闘真はようやく館やかたについた。足を取られ二度転び、ようやくここまできた。

　どこかで銃声が鳴っている。悲鳴が聞こえた。

「麻ま耶や、麻耶は!?」

　闘真は館に向かって走ろうとして思いとどまった。麻耶を最後に見たのは別棟の闘真の部屋だ。すでに本館に戻っている可能性もあった。

　迷いは一いつ瞬しゆんだ。闘真は別棟の自分の部屋めがけて走る。

　玄関が見える。ガラスや壺つぼが割れ、地面に散乱していた。土足のまま中に入った。真っ先に倒れている人間が目に入った。一目で死んでいると解わかる。銃で撃うたれた頭部から、脳が辺りに飛び散っている。初めて見る死体は知っている人間だった。闘真にたまに嫌味を言うあまり友好的でない人だった。

　嘔おう吐と感かんが胸の奥からこみ上げてきた。よろけ壁に手をついて体を支える。それでも闘真は奥へ進む。麻耶の身が心配だった。彼女は自分の身を守る術すべを何一つ持っていない。守らなくてはならない存在だった。

　さらに三つの死体と出くわす。二人は知っている人間だ。もう一人は装備から察するに、襲しゆう撃げき者しやの仲間だ。

「きゃあああっ！」

　麻耶の悲鳴が聞こえたのはそのときだ。闘真はとっさに走る。床に広がった血で足を取られ転んだ。床に着いた手がぬめる。闘真は這はうようにして走った。自分の部屋がやけに遠くに感じる。

「麻耶っ！」

　部屋に飛び込むと、倒れている麻耶がまっさきに目に入る。その上に覆おおい被かぶさる小柄な襲撃者。振り上げたコンバットナイフが、麻ま耶やの胸に突き刺さろうとしていた。

「止やめろっ！」

　とっさに自分が何をしたかよく解わからない。覚えているのは、麻耶を助けなければという感情だけだ。何度かもみ合ったのも覚えている。

　気がつけば血に濡ぬれた鳴なる神かみの尊みことが手の中にあり、麻耶を襲おそった襲しゆう撃げき者しやが胸を真っ赤に染め、浅い呼吸を繰り返していた。

「わっ、わっ、うわあああ」

　狂乱し鳴神尊を離そうとするが、指が凍り付いて離れない。

「……ううん」

　苦しそうな声を耳にし我に返った。急いで麻耶を抱き起こした。外傷はない。呼吸も規則正しい。気絶しているだけだった。ほっと一息をつく。

「麻耶様、闘とう真ま様、ご無事ですか？」

　白髪の老人が部屋に飛び込んできた。

「春はる爺じい！　僕は大だい丈じよう夫ぶ。麻耶も大丈夫だと思うけど」

　状況を一目で看破したのか老人の対応は、冷静だった。

「いま安全なところにお連れします。さ、さ、早く」

　麻耶を抱きかかえると、先をうながす。八十を超える老人とは思えない。

「闘真、待って」

　春爺に続いて、部屋を出ようとする闘真を呼び止める声がする。闘真の部屋には、もう一人しかいない。虫の息である襲撃者だ。

　闘真は襲撃者を凝ぎよう視しした。呼び止めた声は聞き覚えがあった。もう何年も聞いていないが、間違えるはずもなかった。

　春爺を先に行かせると、闘真は襲撃者のかたわらに膝ひざをつく。出血は致死量に及んでいる。もう助からないだろう。

「マスクを取って」

　襲撃者が懇こん願がんする。闘真は黙だまってそれに従った。マスクの下から現れた顔に驚おどろきはなかった。ただ闘真の表情は悲壮感に塗り固められた。

「……母さん」

　こぼした涙が、血にまみれた母親の顔の上で弾はじけた。







「どうして、こんな」

　理由を聞きたいわけではない。ただ、悲しかった。

「あなたを……どうして闘真と名付けたのか教えてあげる。真まな目め家と闘たたかう者。そういう意味が込められているのよ……」

　それが五年ぶりに再会する母と子の会話だった。

「今日は真まな目め不ふ坐ざを暗殺する絶好の機会、いえ、真目家の人間を暗殺する絶好の機会だった」

「どういうこと？　解わかんないよ。母さん、いったい何言ってんだよ」

　同じ温度を持ったものが、母親の口の端からこぼれていた。それでいて笑っていた。闘とう真まの感情が凍る。

「あっ……あっ……」

　母親の指が幼い頃ころしてくれたように、頬ほおを撫なでた。一つ違うのは指先が氷のように冷たく、生を感じさせないことだった。

「覚えておきなさい……闘真。あなたは三人の意思で作られたの」

　目に光がない。もう何も見えていないだろう。

「一人は真目不坐。最強の暗殺者を欲した」

　母親が何を言おうとしているのか解らない。

「そして私。真目家を滅ぼしたかった」

　なお憎ぞう悪おを込める意味が解らない。

「同族殺し、親殺しの烙らく印いんを背負う。あなたは真目家で一番濃い血を受け継ぐ。呪のろわれた血を……。だって不坐と私は……」

　母親の体から力が抜けていく。

「そして、最後にあの男……は……」

　目を開けたまま、口を開いたまま母親は動かなくなった。抱きかかえていた体が急に重くなった。

「あっ……あっ……」

　こぼれていく命は、すべて流れてしまった。

「ああああああああぁぁぁぁぁっ！」

　坂さか上がみ闘真は咆ほう吼こうした。
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『ついにたどり着いたか』

　闇やみの中の風かざ間まの声は静かだった。

「ああああああああぁぁぁぁぁっ！」

　目の前で咆吼する闘真を見ても、動じる気配はない。いや、そもそもＬＡＦＩから生まれたまるで思考形態の違う風間に動じることを求めるのは、間違いなのかもしれない。しかし、それを差し引いても風間は落ち着き払っていた。

　咆ほう吼こうが鳴りやむ。立ち上がってはいるが、上半身は脱力し柳の枝のように垂れ下がっていた。耳を覆おおいたくなるような咆吼の後は、痛いほどの沈ちん黙もくだ。闘とう真まはぴくりともしない。停止した姿に精気というものはなかった。

　風かざ間まですら微弱に感じ取れる心音を聞かなければ、死んだと勘違いしたかもしれない。それほど静かだった。

『ようやく届いたか』

　昔の記き憶おくを探り、何がきっかけで鳴なる神かみの尊みことを扱えるようになったのか探るなど方便だった。たとえ何がきっかけで闘真の禍まが神がみの血ちが目覚めたのか判明したところで、ここで再現できる可能性は低い。同じ条件をそろえたところで、再び目覚める保証もない。

　ならばと一計を講じた。

『ならば、当時の闘真をここに連れてくればいい』

　闘真はまだ静かなままだ。しかし風間は落ち着いていた。

『問題はどうやって、あれを止めるかだな。以前は不ふ坐ざが止めたと聞いたが』

　ロジカルな思考をする風間が、らしくない一言を付け加えた。

『なるようになるか』

　停止していた闘真の指先が動く。顔がわずかに持ち上がった。垂れ下がった髪の間から暗く鋭利な眼光が覗のぞいた。

「くっ……」

　笑い声だ。喉のどの奥で笑う。肩を震ふるわせて音もなく笑う。上体が揺れた。揺れに合わせて足が動く。あるいは倒れないために足を前に出す。

「くっ……かっはは……」

　かすかな笑いは途絶えない。やがて闘真は地下室の閉ざされた扉の前にたどり着いた。

　鳴神尊が一いつ閃せんする。まるでマグネシウムのフラッシュに酷似した眩まぶしさが、部屋を一いつ瞬しゆんだけ照らした。しかしそれだけだ。扉には傷一つない。

「斬きれないのなら、粉々に砕くまで」

　腰を深く落とし、突きの構えを取る。

『闘真どうする気だ？　ここの障壁は固有振動数をもっていない。たとえあらゆるものを崩ほう壊かいさせる遺産、霧む斬ざんでもその扉には効かな……』

　風間の忠告が言い終わる前に、闘真は動いていた。流水のように小刀の切っ先が流れた。無ぶ骨こつな構えとは裏腹に、美しい軌道がそこにはあった。その軌道を阻はばむのは、何物たりとも許されなかった。頑かたくなにそびえる耐圧耐熱を兼ね備えたダイヤより硬質の合金の扉に触れる。音一つなかった。扉は立体映像か何かで、本当はそこに何もない。そう解釈するしかないほど、鳴神尊は扉に深くめり込んだ。音が生まれたのはその後だ。刃がめり込んだ穴を中心に放射状にヒビが入る。亀き裂れつはさらに無数に広がり、ついには肉眼で確認できないほどの細かな亀裂が生まれた。否いな、それはもう亀き裂れつとは言わない。扉が砂のようにこぼれて床に広がる。それは崩ほう壊かいと言われる現象だった。

「外に千人の兵士がいると言ったな」

　笑う。

「風かざ間ま、俺おれの邪じや魔まをした時点で壊こわす」

『何もするなと言うことか？』

　闘とう真まは返事のかわりに、床に置いてあったＬＡＦＩサードをつま先で蹴けり上げる。宙で閉じたＬＡＦＩを無造作に取ると、闘真は嬉き々きとした足取りで出口に向かった。

　その前に立ち塞ふさがるコンクリートの固まりなど、いまの彼になんの意味もなかった。
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「異常ありません」

　もう何度も繰り返された報告が、通信機から聞こえてくる。そのたびに三み島しまは地図に印を付けていった。

　１６００万平方メートルの荒野に等しい平地を千人足らずで調べていくのは、骨が折れる。もっとも調べる主な対象は、荒野の中心部。旧峰みね島しま研究所の周辺なのだが、それでも広大には変わりなかった。しかも同時に敵てき襲しゆうにもそなえなければならない。

　千という兵士の数が、少なく感じた。

「大変だな、あんたらも。同情するぜ」

　椅い子すにふんぞり返って退屈そうに喋しやべる男の言葉は、とても同情しているようには聞こえない。あるのはけだるさだけだ。

「しかし、これが任務ですから」

　儀ぎ礼れい的な返事をする。七つの大罪と呼ばれる国こく籍せき、年齢、性別、背格好、何もかもまちまちの人間達たちは得え体たいのしれない雰ふん囲い気きがあり、いまだに三島は馴な染じめないでいた。

　手に巻かれた包帯には血がにじみだし、床にしたたり落ちている。床には少なくない血の量があった。痛くないのか。平気なのか。

　さすがに血は足りなくなるのか、血けつ漿しよう増量剤を定期的に摂取していたが、男は痛覚という感覚を見せようとはしなかった。増量剤は無造作に酒瓶の中に入っている。ときどきそれを注射器で吸い取っては、自分に打っていた。衛生もなにもあったものではない。何もかもめちゃくちゃな男だ。

　通信が入る。また異常なしの報告だろうと、さして期待もせず三島は通信機を手に取った。しかしその内容は、何十回も聞き飽きたものではなかった。

「奇妙なものだと？」

　あわただしく調査隊が準備する中で、一人だけのんびりしている人物がいる。ベルゼブルだ。異常の報告を受けても、まったく動こうとしない。退屈そうに椅い子すに座っていた。

「こないのですか？」

「俺おれの興味は、そこじゃないんでね」

　そう言って、足で床を蹴ける。地面の下という意味だろうか。しかしこの建物の下には、何もない、あるとすれば数時間前コンクリートで埋めた地下施設だけだ。

　あわただしさの中で、一人あくびする。

「ふぁあああ……」

　そのあくびが途中で止まった。唐突に、ベルゼブルの体からけだるさが消えた。あわただしい室内の雰ふん囲い気きを一いつ瞬しゆんで塗り替えるほど、張りつめた緊きん張ちようを発散する。

　見ているのは増量剤の入った酒瓶。しかし注射は先ほどしたばかりだ。そもそも注射のときに緊張感など見せない。水を飲むように適当に注射していた。

　三み島しまも釣られて酒瓶の中の血けつ漿しよう増量剤を見る。何も変化がない。そもそもそんなものを見て、どうしてここまで緊迫しているのか、三島には理解しがたい。

「あの……」

　問おうとしたとき、瓶の内側の血漿増量剤に変化が起こった。些さ細さいな変化だ。波紋が生まれた。生まれた波紋は、ものの数秒で消える。それほど些細な変化だった。

「地じ震しん？」

　体感できないほどの地震の揺れが、波紋を作っているのか。しかし地震ごときで、ベルゼブルがこれほど緊張感を漂わせるだろうか。緊張の中にある、喜悦の表情の意味も理解できない。

　頭の中で疑問を巡らせていると、またも波紋が生まれた。先ほどより大きく水面が波打った。地震ではない。

　さらにもう一度、水面が揺れる。今度のそれはわずかながらも地響きを伴っていた。ずんっと地の底から、地鳴りにも似た響きが足に伝わってきた。

　揺れている。ほんのわずかだが建物が揺れている。

　もう揺れは断続ではなくなった。増量剤の波紋は消えることなく揺れ続け、壁に掛けてある装備も目に見えて左右に動いた。かたかたと小さなものが音を立てている。

「待ってたぜ、この時をよ」

　ベルゼブルは笑う。壊こわれた笑い方だ。異常が続く中、しかし何よりも異常なのは、ベルゼブルそのものであった。
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　異変は半はん壊かいした建物から発見された。

　建物全体が投げ出され、地面をえぐっているという異常な状況だ。これも七つの大罪の一人、年とし端はもいかない少女がやったのかと思うと、ぞっとする。

　報告した異常は、その異常な場所から発見された。

　えぐれた大地のくぼみの一番底に、鮮やかな赤の色があることだった。

「なんだ？」

　兵士の一人が、半はん壊かいした建物に影えい響きようをあたえないよう慎重に底に降りた。深さ３メートル程度だが、崩れやすくなっているため、底にたどり着くのに難なん儀ぎした。

「木の根？」

　底にたどり着いた兵士は、赤いそれを見てまっさきにそう思った。木の根としか言いようのないものが、えぐれた地面から頭を覗のぞかせている。

　兵士は周辺を見渡し、木の根のもととなる木を捜そうとする。しかしあるはずもない。そもそも赤い木の根など、見たこともなかった。

　試しに地面を掘り起こしてみると、根は意外と深く広く広がっている。とても道具なしに掘り起こせるようなものではなかった。

　兵士はその時点で、上層部に異常と報告した。木の根が、捜している峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産とかかわりあるように思えなかったが、異常はなんでも報告しろと言われている。兵士は忠実にその命令を守った。

　調査隊が向かうまで待機という命令に従い、兵士はそこでじっと待った。五分もすれば誰だれか来るはずであった。

　十分待った。誰も来なかった。通信機を手に取り、状況を聞こうとした。しかし誰も出ない。

「おかしいな」

　くぼみからはいでると、あたりを見回し首をかしげる。

　旧峰島研究所から、銃声が聞こえたのはそのときだった。
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　建物全体を震わす振動が、地下施設の入り口の前に兵士達たちを呼び寄せた。そこはすでに固まったコンクリートで塞ふさがれていた。そのコンクリートが突如砂と化し、流砂のごとく地下の底へ流れ始めた。コンクリートの粉ふん塵じんが視界を塞ふさいだ。

　ちょうど周辺を警備していた兵士は、目の前の出来事を理解できなかった。地の底から地鳴りが続いたかと思うと、コンクリートが崩れたのだ。

　コンクリートが流れ落ちる音の中、一歩一歩確実に近づいてくる足音がある。

　異変をかぎつけ周囲を警備していた兵士が、銃器を持って駆けつけた。地下室に通じるたった一つの出入り口の周りを取り囲む。

　足音は苛いら立だちを覚えるほどにゆっくりとしていた。一歩一歩、地面を踏ふみしめた歩き方だ。深い緊きん張ちようの中、コンクリートの砂さ塵じんが舞う地下の階段から、一人の人間が姿を現した。なんてことはないただの少年だ。しかし一いつ瞬しゆんにしてコンクリートで塞ふさいだ穴をこじ開けた張本人である。

「止まれ」

　現れた少年は、兵士の制止をまるで聞いていなかった。コンクリートの粉塵でできた埃ほこりを目め障ざわりそうに見ると、無造作に右手の小刀を振る。それだけで少年を中心に風が渦巻き、粉塵を周囲に追いやった。強い風が兵士達たちの頬ほおをえぐるように叩たたいていった。

「止まれと言っているっ！」

　兵士が怒鳴る。しかし言葉の端が震ふるえている。

　少年はうつむき加減の顔から、自分を取り囲む兵士達を睨ねめ付ける。薄うす暗ぐらく埃の舞う空間の中、異なる色彩で描かれたかのように少年──坂さか上がみ闘とう真まの瞳ひとみは、強い輝きを放っていた。

　兵士達はその目を見て、意識せず喉のどを鳴らす。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産も得え体たいがしれない。しかし目の前の少年が発する異端ぶりは、それらと一線を画する。

　遺産に対する畏い怖ふを理論不明の歪ゆがんだ科学という理屈づけができなくもない表面的なものとするならば、闘真のそれは魂の底から恐怖心を震わすものだった。生命としての畏怖。遺伝子に組み込まれた恐怖と言っていい。

　この場の誰だれが知れようか。それこそが真まな目め家が永い年月を費やし作り上げた成果だということを。

　闘真は無造作に、一歩踏み出す。何気ないそれが、兵士達にはとても長く感じられた。たった一歩の足音が、耳の底で残ざん響きようし、こびりついた。さらに一歩。ただの足音なのに、渇いた響ひびきは心臓を萎い縮しゆくさせる。

「止まらないと撃うつ」

　一発だけ威い嚇かく射撃が放たれる。頬をかすめるそれをまるで気にもとめず、闘真は歩みを進める。さらに一発、兵士は銃を撃った。肩を狙ねらった弾丸は、行動能力を奪う。しかし闘真の歩みに、よどみは生まれなかった。歩く手順の一つとでも言いたげに、ごく自然に鳴なる神かみの尊みことを振った。薄うす闇やみに生まれた火花は一つ。それのみが小刀一本で、銃弾を防いだ証あかしとなった。

　兵士達はいっせいに銃を構える。本来なら、闘真の生殺与奪を上層部にうかがわなければならない状況であった。しかし目の前の少年に対する恐怖心が、正常な判断能力を奪う。一対多という状況が、ぎりぎりのところで彼らを平常心に保っていたに過ぎない。

　兵士達は銃を構える。彼らの持つ89式５・５６mm小銃が、元自衛隊員であった名残を臭におわせていた。装弾数三十、毎分六百発以上の連射速度の銃十三丁。秒間にして約百三十発の弾丸が、たった一人の少年に向かって、放たれた。

　全弾丸を撃ち尽くすのに、五秒とかからなかった。三百発以上の銃声は凄すさまじいの一言に尽きる。しかし、銃が奏かなでる音に決定的に欠けているものがあった。着弾の音である。

　硬い物にせよ軟らかい物にせよ、ただの一つも着弾の音が鳴り響ひびくことはなかった。そして銃弾の雨の中を、歩みをよどませることなく闘とう真まは平然と進んでいた。足下に散らばる鉄の砂さ塵じんが、つい先ほどまで弾丸の形をなしていたものと誰だれが気づいたか。

「この斬きり方は風ふ情ぜいがない」

　つぶやきと同時に生まれた苦笑いは、あまりにも普通だった。闘真は平然と歩き、兵士達たちに近づいた。兵士達は死を覚悟した。抵抗する意思さえ、もう萎なえた。魂の底からわき上がる恐怖が、遺伝子に組み込まれた畏い怖ふが、彼らを縛しばり付けた。

　しかし闘真はあっけなく兵士達の間をすり抜け、背を向け建物の外に歩み去っていく。

　生きている。

　しかし生かされたという実感はない。それは幸運でしかない。闘真にとって銃を装備した程度の兵士など、眼中になかった。足下をうろついているアリを、ライオンがわざわざ踏ふみつけていかない理屈と同じであった。アリの存在など気にもとめるはずもない。踏みつけて死ぬか死なないか、運次第に過ぎない。

　彼らはただ運が良かった。







　建物の外で、同じことが繰り返された。闘真を取り囲む兵士、銃声、銃弾の中を平然と歩いていく闘真。異なるとすれば、着弾の音の発生と、少年の周囲に生まれては消える無数の火花、そして足下に転がる切断された弾丸の数々だ。

「やっぱり、こっちか」

　鳴なる神かみの尊みことを振る闘真は、何に満足したのか、笑みを深める。

　さらに重機関銃、12・７mm重機関銃Ｍ２が地面に設置される。全長は成人に匹敵する１・６５メートル。40キロ近い重量を持つ対空対地を目的とした銃で、決して人一人に向ける銃ではない。一発の弾丸で人の体に風穴があく。

　しかしばかげた対抗手段は、それだけに終わらなかった。軽対戦車誘ゆう導どう弾だん、通称ＬＡＴまで持ち出され、闘真を追尾目標に設定する。しかしその場にいる兵士達の誰も、戦車用のミサイルを闘真に向けることに疑問を抱かなかった。むしろ当然と捉とらえていた。

　さらに84mm無反動砲もそこに加わった。一人が火器を構え、もう一人が丸太のような弾を込め狙そ撃げき手しゆの腰を押さえる。

　海かい星せいの兵士達は、歩兵が運搬可能な武器で考え得る最高にして過剰な武装で、たった一人の少年を迎え撃とうとしていた。

　闘真の歩みがそこで初めて止まった。しかし顔にある表情は警戒ではなく興味、そして呆あきれるばかりの余裕だった。

『闘とう真ま』

　とがめる口調の声は闘真の腰の辺りから響ひびく。無造作に持っているＬＡＦＩ──風かざ間まの声だ。

『遊んでいる暇と余裕があるのか？』

「興をそぐようなことを言うな」

『興？　興だと？　おまえの目的はなんだ？　ここで遊ぶことではないはずだ』

「ああ、そうだったな」

　悦よろこびの顔が一転して、真剣なものに変化した。風間は闘真の二つの人格の境界が、さらに薄うすまっていると判断した。
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「え……あ？」

　麻ま耶やはほんの数秒だが、自分の状況が理解できなかった。ぼやけた視界の見慣れた仕事部屋は、なぜか横九十度に倒れていた。

　数秒後には、自分が机に突っ伏して眠ってしまったことに気づいたが、麻耶は体を起こそうともせず、歪ゆがんだ視界の風景をぼんやりと眺めていた。

　気だるい。思考をするのが億おつ劫くうだ。さらわれた峰みね島しま由ゆ宇う、黒くろ川かわ、七つの大罪、ＡＤＥＭの閉へい鎖さ、そして自分の兄である坂さか上がみ闘真。考えなければならないことはいくつもあった。時間はいくらあっても足りない。情報戦で遅れを取るわけにはいかない。

「でも、だからってどうするの？」

　たとえ情報を得られても、その情報を活いかす手段がない。日本国内の民間企業という枠で考えるなら、真まな目め家は法を超えた武力を有している。しかしそれも、あくまで超えているという程度だ。黒川のような巨大な武力に立ち向かえるほどではない。

　しかしそんなことは表面上の理由でしかない。麻耶から気力を根こそぎ奪った原因は、別にある。

　視界の隅で、何かが赤く点滅していた。電話機。ひっきりなしに鳴るために、ベルは切ってあった。しかし受信信号の赤い明滅は生きていた。

「……はい」

　のろのろと手を伸ばし、力のない声で麻耶は電話に出た。相手は予想通り怜れいだ。

『お休みのところ申し訳ありません。しかし急いでお知らせしたいことが』

「何かあったの？」

　怜の声に珍しく、あわただしさがあった。

『十七番モニターをごらんになって下さい。いますぐに』

　麻耶はつきっぱなしになっていたモニターがちょうど十七番であることを確認し、そのまま映像を眺めた。

　真まな目め家の監視衛星が映している比ひ良ら見み特別禁止区域の映像だ。映像のタイムラグは二秒を切り、その映像の精度にいたっては、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術を除けば世界トップクラスを誇る。ずいぶんとぼやけるが、一人一人、個人を識別できる精度があった。

　その映像を見て、麻ま耶やの霞かすみのかかった思考が一気に覚かく醒せいした。

『比良見特別禁止区域に動きがありました』

　もう怜れいの声を聞いてはいなかった。モニターの映像の一部分を拡大する。異変が起こっていた。比良見特別禁止区域に駐ちゆう屯とんしている黒くろ川かわの軍勢は、もう何かの捜索か調査をしている様子はなかった。

　非常に局地的だが、戦せん闘とうが起こっている。そしてその戦闘の中心にいる人物が、麻耶の心臓の動どう悸きを激しくする。

「兄さんっ！」

『そうです。闘とう真ま様は生きてます。生きていま、海かい星せい軍との間に、戦闘が勃発しています』

　怜の声はやはり耳には届いていない。

　麻耶は呆ぼう然ぜんと映像を眺めた。眺めるしかできなかった。

　闘真を数百の兵士と兵器が取り囲んでいる。小規模の戦争が起こっているかのようなありさまだ。しかもそれらの兵力は皆、麻耶の兄一人に向けられていた。

「……うそ」

　しかし麻耶は心配をしなかった。闘真の身を案じる感情が生まれてこなかった。あるのはただ闘真が無事に生きていた喜び、敵の真まっ只ただ中なかで今も生きている驚おどろき、そしてそれらを凌りよう駕がする畏い怖ふの念だ。

　数百の兵士を前にして、闘真は圧倒していた。

　衛星からの映像でなければ闘真の動きは把握できなかっただろう。彼は一秒も同じ場所に止とどまることはない。

　人一人を殺あやめるのに過剰すぎる武器の数々が、闘真のいる場所に打ち込まれる。映像越しにも激しいと解わかる爆発が起こった。しかしそのとき闘真は、もうそこにはいない。風のような速さで敵兵の中に躍おどり出ては、なぎ倒していた。

　多対一の戦いにおいて、味方同士の相打ちを狙ねらうという、合理的で効率的な手段すら取っていなかった。そのような手段は小賢しいとばかりに、敵を翻ほん弄ろうする。

　何かがかたかたと音を立てていた。それがなんの音か麻耶には最初、解らなかった。闘真の戦いぶりに心を奪われながら、かろうじて音を認識していた。やがてその音はとても近いことに気づく。音のでどころは、麻耶の手だった。震ふるえている麻耶の手が、机を揺らし音を立てていた。

　震えるのも無理はない。カメラ越しでも、望遠のため輪郭がぼやけていても、はっきりと認識できた。

　麻ま耶やはいまの闘とう真まを知っている。あそこで戦っている闘真を見たことがある。二度。二週間前、闘真が敵に操られた《希望》の街での出来事。そしてもう一つは、一年半前の秋。闘真が初めて禍まが神がみの血ちに覚かく醒せいし、麻耶すらも殺そうとした夜のことだ。

　あのときの恐怖がまざまざと蘇よみがえる。きっといま、闘真の目の前に行ったら、自分も殺されるだろうと、確信した。

　よろけた体を支えようと手をついた。かさりと紙の音がする。手のついた場所にあったのは、怜れいが持ってきた資料だ。

　麻耶はそれを凝ぎよう視しし、目を離すことができなかった。怜の報告が本当なら、闘真は呪のろわれた子供だ。呪われるために生まれてきた。そして自分も真まな目め家を繁はん栄えいさせるために用意された部品の一つでしかない。

　何かが足下から崩れていく。もう何を信じていいのか解わからなくなっていく。

　モニターでは変わらず闘真が戦っている。多対一という不利をあざ笑うかのように、敵をなぎ倒している。

『麻耶様、麻耶様!?』

　受話器から怜の声が虚むなしく響ひびいた。麻耶の耳には何も届いてはいなかった。

『何かありましたか？　いますぐそちらに向かいます！』

「もしかしたら私と兄さんを……」

　なぜ闘真が自分の守り目になったか理解した気がする。不ふ坐ざはさらに呪いの血を濃くするつもりなのだ。どこまでも濃く深く。

　なぜそのような暴挙に出たのか。

「……峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう」

　吐き気しか湧わいてこなかった。

　口を押さえしゃがみ込む。頭がぐらりと揺れた。部屋の家具がかたむき、空間が歪ゆがむ。

　怜が部屋に入ってきたときにはすでに、麻耶の細い体は床に崩れ落ち、意識はなかった。
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　誰だれもが震ふるえ上がった。坂さか上がみ闘真の戦いぶりは奮ふん闘とうという領域を超えていた。近代兵器を装備した千人相手に、小刀一本で対等に渡り合っている。否いな、圧倒していた。

「はは、ははははは、はーっははははは。そうでなくちゃな、坂上闘真。おまえはそうでなくちゃいけない」

　悪夢に等しい光景を見て、ただ一人笑う人物がいた。

「いいぞ、いいぞ、いいぞっ！　それでこそ殺しがいがあるってもんだ」

　戦場に反はん響きようする狂った笑い声は、寒気すら感じさせる。

　海かい星せいの勢力を三分の一にまで削ったところで、攻こう撃げきは止やんだ。自然に止んだ。止まらない笑い声が止めたようなものだ。

　ベルゼブルが海星の兵を分けて前に出る。闘とう真まは中央で静かに待ちかまえていた。海星の兵と兵器が作る歪いびつなアリーナの中央で、二人は向かい合った。

「よお」

　ベルゼブルは親しみすら感じる声で、闘真を見た。

「それだ、その顔だ。その表情だ。その非情な雰ふん囲い気きだ。待っていたぞ坂さか上がみ闘真。俺おれはいまのおまえと闘たたかうために、地獄の底からはい上がってきた」

　ベルゼブルは哄こう笑しようする。歓喜に震ふるえる声が高らかに響ひびき渡る。子供のように無邪気な、あるいは狂人のみが発することのできるむき出しの感情を発はつ露ろした。

　闘真は黙もくしたまま、狂った笑いを聞き流す。対照的にどこまでも静かだった。どこまでも穏おだやかだった。ただ小さく浮かべた微笑が、彼の狂気の片へん鱗りんをかいま見せていた。

　二人の間に風が吹く。

「この前と雰囲気がずいぶんと違うな。何を笑ってやがる？」

「いや、以前の無ぶ様ざまに脅おびえていた自分を思い出してね」

　ちっと、ベルゼブルは舌打ちをした。

「つまらねえ。思い出したか？」

「ああ。あのとき真まな目め家を襲おそったのは、俺の母親だ」

　闘真の表情から狂気の喜びは消える。かわりに怒りの焔ほむらが立ちのぼる。

「そうさ。てめえは母親殺し。親をその手にかけちまったんだよ」

「ああそうだ。俺は昔の記き憶おくに脅えていただけだ。貴様のような小物に、脅える理由もない」

　ベルゼブルの顔に、鋭利な冷たさが増した。

「小物とは、言うねえ」

　ベルゼブルの鞭むちがうなった。闘真は微動だにせず、頬ほおが浅く裂けた。血がカーテンのように、頬を覆おおった。闘真の頬はもちろんのこと、あろうことかベルゼブルの頬にも同じ現象が起きていた。

「精神同調か」

　闘真は無感動に指で血をぬぐう。

「そうだ。俺達たちは傷を共有しあう。痛みを共有しあう。死さえも共有しあう。これが俺達の殺しあいだ。俺達にふさわしい戦いだ。さあおたがいに自分を殺し合おうぜ」

　敵を殺すことは自分の死と同義。戦いは自殺を意味していた。勝敗のない戦いだ。否いな、敗者しかいない戦いであった。死し闘とうの果てにあるものが確実な己の死だというならば、戦いそのものに意味がない。それを嬉き々きとして語る人間──ベルゼブルはさらに常軌を逸していく。

「だがこれだけじゃ、いま一つ趣しゆ向こうに欠けるな」

　ベルゼブルの禍まが々まがしさが深まった。

「殺し合うだけじゃつまらん。自殺しあうだけでは張り合いがない。あと一つ工夫するか」

　腕に巻かれた薄うすい鞭むちを刃に見立て、左手首に当てると、ためらうことなく掻かっ切った。血が勢いよく吹き出し、左腕を真っ赤に濡ぬらした。

「制限時間付きと行こうじゃないか」

　ベルゼブルの手首から血が勢いよく噴き出す。闘とう真まの微笑が血の雨に濡れる。少年の手首からもまた血が吹き出ていた。

「狂ってるな」

　応こたえるのは狂気さえも超えた、破は壊かいし尽くされた言葉だった。

「ああ、そうだ。それがどうした？　こうでなくては。俺おれはこの時を待っていた。この瞬しゆん間かんこそが、生きている。生きていると実感する。さあ、痛みをくれ。もっと俺に痛みをくれ。俺を殺せ、殺し尽くせ。かわりにおまえを殺してやろう。至高の死をあたえてやろう」

　戦いを前にして二人の体は血に染まる。

「行くぞっ！」

　勝者のない戦いが始まろうとしていた。




　ベルゼブルの両腕の鞭が、地面を這はう低さで迫る。対する闘真は寸前のところで跳ちよう躍やくし、回かい避ひと両者の距離を縮めるという行為を同時にやってのけた。予想済みなのか反応が速いのか、ベルゼブルは慌てることなく手首を返すと、鞭の先端が闘真に再び襲おそいかかった。鞭が裂くのが速いか、刃が斬きるのが速いか、両者の交差は一瞬だった。

　再び離れた二人の首筋と二の腕に浅い傷があった。傷の形状、深さや長さにいたるまで鏡に映したように酷似していた。

「いいねえ、びびって刀さばきが鈍るかと思ったが、ためらいなく俺の首を刈りに来たか」

　首筋に流れる血を指ですくい取り、嘗なめるベルゼブルの嬉き々きとした様子に対し、闘真は静かだった。

　周りの海かい星せいの兵士達たちは薄気味悪いものを見る目で二人の戦いを見守っていた。これは殺し合いではない。文字通り自殺行為だ。

　一つだけ意味の異なる視線で二人の戦いを見守る人物がいた。両手を組みベルゼブルを心配そうに見守るのは七つの大罪の一人、褐色の肌の少女レヴィアタンだ。

　さらに三合、両者は斬り合った。決定打は生まれず、しかし浅からぬ傷だけが増えていく。手首から流れる血はいまだに衰えず、二人の命は確実に削られていった。

「はーはっはっはっ。いいぞ、いいぞ。もっと苦痛をくれ。俺を殺せ。殺し尽くせ！」

　ベルゼブルは高らかに笑い、闘真は黙もくしたまま斬り合う。

　何度斬り合ったか。いつしかベルゼブルの表情に、疑惑が芽生えていた。両者の傷は寸分違たがわず同じ位置に増えていく。しかし流れる血の量に差が出始めた。闘とう真まの手首の血は、最初の頃ころの勢いを失っている。疑惑はさらに大きくなる。なぜ闘真はこうもためらうことなく斬きり合っているのか。それが自分の死を意味しているというのに。

　──まさか、同調していないのか？

　ほんのわずかな間かん隙げきを縫ぬって、すれ違いざま闘真のつぶやきがベルゼブルの心に突き刺さる。

「疑問を抱いたな」

　刹せつ那なの間、ベルゼブルの体は硬直した。疑惑はきっかけにしか過ぎなかった。闘真の腕が大きく動く。脇わきの下から零こぼれ落ちたのはピンポン球大の石だ。手首の血の勢いが、再び激しくなった。精神同調は崩れてはいなかった。ただ石で血管の流れを抑えていただけだ。それを崩してしまったのは他ほかならぬ疑問を抱いた自分自身だ。

　ベルゼブルは自分の胸を見る。鋭利な傷が奥深くまで達していた。おびただしい血が、噴出していた。闘真の胸に傷はない。ただ一いつ瞬しゆんの精神同調の崩れを見抜いて放った一いち撃げきだった。

「ちくしょう……これで、終わりかよ」

　ベルゼブルの体が胸の血の噴射に押され、後ろへ緩ゆるやかに倒れていく。

「いやあああああああっ！」

　少女の悲痛な悲鳴が比ひ良ら見みの荒野に長く尾を引く。

　崩れ落ちるベルゼブル向かってレヴィアタンは走った。走りながらレヴィアタンの全身は放電のような稲光に包まれる。それは際限なく広がり周囲にある海かい星せいの兵器を巻き込んだ。悲鳴と怒声がわき上がる。宙に舞った何十という車両が高速に回転を始めた。

　闘真の取った行動はただ一つ。鳴なる神かみの尊みことを何もない空間に一振りしただけだ。なのに放電は消え去り、宙にあった車両は次々と落下した。

　動かなくなったベルゼブルを抱きかかえたレヴィアタンは、信じられないという顔で周囲を見る。さらに一度放電を放つが、それも闘真の一振りで霧む散さんした。

『自分が何をしているのか解わかっているか？　石が含有する金属に反応するほど強力な、磁気の嵐あらしだ。それを斬った。以前おまえは電磁波も斬ったらしいな。ありえない。しかしそれを可能にするのが【脳の黒点】か。いまおまえは世界の法則をねじ曲げたのだぞ』

　風かざ間まの感嘆の声も無視し、闘真は冷れい徹てつな眼まな差ざしをレヴィアタンに向け歩み寄る。レヴィアタンは放心していた。信じる力が根本から壊こわされた。最愛の人を失ったレヴィアタンにもう生きる気力は残されていなかった。歩み寄る死をぼんやりと眺めている。

　闘真の一撃には一片の慈悲もない。冷酷に少女の命を刈り取る一撃だった。しかし必殺のそれは空を斬る。直前に起こったのは、突風とおぼしき風の流れだ。瞬まばたきの間もなく、レヴィアタンの姿は目前から消え、鳴神尊は何もない空間を薙ないだだけだった。

「ほう、俺おれでも見えないか」

　立ちのぼる砂すな埃ぼこりを追って闘とう真まは目線を移動させる。そこには少女を抱きかかえた精せい悍かんな男がいた。まだ少年の面影を濃く残している。

「泣いている娘も斬きるのか？」

　たどたどしい日本語だが、怒りだけは伝わってくる。

　さらにもう一人、凄すさまじい殺気を内包した人間が増えた。闘真がそちらに目を向けると、動かなくなったベルゼブルを抱きかかえた妖よう艶えんな女が立っていた。

　七つの大罪のベルフェゴールとアスモデウスの二人だ。ベルフェゴールが異国の言葉を吐く。

「いまは引く。姉貴はベルゼブルを頼たのむ」

　アスモデウスは軽くうなずいた。異を唱えたのは正気に返ったレヴィアタンだ。

「お願い、あいつを殺させて！」

「駄だ目めだ。この土地はおかしい。おじいが言ったとおり、やばい感じがする。何か起こる」

　ベルフェゴールは鋭い眼光を地面に向ける。

「みんなも早く逃げろ。ここにいるのはまずい」

　レヴィアタンとは異国の言葉で話していたベルフェゴールだが、警告だけは日本語で発せられた。度たび重なる様々な事態に、しかし海かい星せいの兵士は戸惑うばかりだ。

　ベルフェゴールとアスモデウスの行動は早い。二人を抱えたまま、あっという間に荒野の端へと走っていく。とくにベルフェゴールは残像でしか視界の中に残らない。

　異変が起こったのは、そのときだった。地面からうなり声としか思えない、奇妙な音が鳴った。うろたえる海星兵の中央で、闘真はぽつりと風かざ間まに尋ねた。

「風間、これはなんだ？」

『おそらくＬＡＦＩフォースだ。あの地下での映像もそうだ。バクスター効果と呼ばれる植物との共有感覚現象の一種。その超強化版だろう。闘真、心して聞け。ＬＡＦＩフォースの正体だが、あれはコンピュータではない。もっととんでもないものだ。あれは俺おれの推論が正しいなら、あらゆる現象を再現する物理エミュレータだ。ＬＡＦＩすら再現し、おそらくは核の無力化すらも再現する』

　闘真の顔が難しくなる。風間の言葉通りなら、いまの地面の蠢しゆん動どうは何かの再現の前触れか。

「やっかいそうだな。防げるか？」

　闘真は鳴なる神かみの尊みことを大きく振りかぶった。緊きん張ちようする周囲の海星の兵士達たち。しかし鳴神尊を振り下ろしたのは、地面だった。刃が根本までめり込む。

　その瞬しゆん間かん、比ひ良ら見み特別禁止区域は光に包まれた。
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「いったい何が起きたって言うんだ？」

　比ひ良ら見み特別禁止区域の荒野に立った萩はぎ原わらは放心していた。ずっと闘とう真まの戦う姿を監視していた。もう駄だ目めだろうなと、あきらめの感情で見ていた。

　しかし闘真は最後に奇妙な行動に出る。地面に刀を突き刺した。周辺が光に包まれたのは、その少しあとだった。

　そして光が収まった後の荒野は、異様だった。光は爆発物のものではない。戦車も装甲車も建物も、何もかも変わらずそこにあった。ただ兵士全員が血まみれで倒れている。しかも全員同じ箇所に傷があった。とくに手首の傷は深く、胸の傷は致命傷になったと思われる。

　そもそもなぜこの土地はいつまでも荒野なのか。これほどの緑に囲まれて、この土地だけが禿はげているのは何な故ぜなのか。

　解わからないことだらけだが、萩原は意を決して荒野に降りると、中央に向かって小走りに進む。真ん中に見覚えのある少年が倒れている。周りの大地は赤黒く変色していた。

「闘真、なのか？」

　急いで駆け寄ると、ほっと胸をなで下ろす。脈は弱々しいがまだあった。他ほかの兵士と違い胸に傷はない。聞きたいことは山ほどあったが、いまは生きていることを喜ぼう。







　　　三章　届かぬ想い
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　手足の感覚が完全に失われた。

　小さ夜よ子こは何度も助けを求めようとするが、絶望的だ。小夜子がＬＡＦＩファーストにコンタクトしていることなど誰だれも知らない。助けなど来るはずもなかった。

　己を形成するための補助プログラムなど、ＬＡＦＩに巣くう混こん沌とんの前では無意味に等しい。気休めにもならない代しろ物ものだ。

　なぜ由ゆ宇うはこんな世界で自分を保っていられたのだろう。なぜ混沌に呑のみ込まれずにすんだのだろう。

　自分はこのまま混沌の一部となり、死んでしまうのだろうか。いや死ぬのなら、まだいい。生も死もない曖あい昧まいな世界を永遠に漂うのだろうか。

「ふむ、やはりそうなるか」

　唐突に誰だれかの声が聞こえた。聴ちよう覚かくも失われているはずなのに、なぜか誰かの声が意識に届いた。幻聴だろうか。それにしては正体不明の声は明めい瞭りようすぎた。自分の声とて、ここまでクリアに脳へ響ひびかない。しかしそうした疑問も、混こん沌とんに呑のみ込まれそうになる。ＬＡＦＩのカオスが小さ夜よ子この意識まで消し去るのは時間の問題だ。

「そのまま消えられては、俺おれにも不都合がある」

　再び、脳の奥に声が響く。何もかもあやふやな世界でそれだけは怖いくらいに輪郭を持っていた。

　どこかでカチリとスイッチが入るような音を感じた。失いそうになった意識が、ぎりぎりのところで踏ふみとどまった。それどころか、意識を中心に自分の体の感覚が戻っていく。全身の感覚がフィルムの逆回しのように戻っていく。消えていた手足の存在が戻る。指先まではっきりとしていた。つま先に何かが触れた。地面だ。深く何度も深呼吸した。呼吸できる肺も喉のどもあった。

「私……無事なの？」

　声も出た。何もかも元通りだ。

「元通りではない。よく感じてみろ」

　明瞭な声が三み度たび響いた。小夜子の頭の中を覗のぞいたような言葉だ。

　知らない感覚が脳を刺激した。いや、知らない感覚ではない。それは二十年近く忘れていた感覚だ。

「あっ……」

　あまりのことに小夜子は、声を失った。

「あ……あ、まさか……まさか……」

　乳白色のぼんやりとした色が頭に浮かぶ。長年使われなかった知覚が刺激され、脳の奥が痛くなった。光の刺激だ。

「うそ……」

　光の刺激はさらに複雑になり、乳白色の色はやがて複雑な形と多彩な色を帯び始める。

「見えてるの？　私の目、見えてるの？　嘘うそ、なんで……」

　夢だろうか。夢なら覚めないで欲しいと思った。いつの間にか涙があふれ、頬ほおを濡ぬらしていた。涙は暖かかった。

　視覚はさらに色と形を判別し、ついに自分がいま眼めにしているのが己の手だと解わかる。その向こうには硬質の地面らしきもの。辺りを見渡せば、カオス領域と名付けられた空間には語弊のある、コンクリートの壁と天てん井じようがあった。飾り気のない広い部屋だ。

　そして小夜子から３、４メートル離れた場所に、一人の男が立っていた。指先で人の形を視みていた小夜子にとって、それは奇妙な光景だ。

「ここは精神世界だ。肉体的欠陥など意味をなさない」

　男は淡々と喋しやべる。頭の奥に響ひびいてきた声と同じだが、今度は耳を通して脳に伝わる。

「あなたは……誰だれ？」

　驚おどろきと感動が薄うすまると、警戒心が頭をもたげる。

「ふむ。峰みね島しま由ゆ宇うかＮＣＴ研究所の人間に聞いたことはないか？　俺おれはこのＬＡＦＩのカオスで生まれた生命体だ」

「ＬＡＦＩで生まれた生命体……。あなたが風かざ間ま遼りようさん……ですか？　私の点字モニターにメッセージを送った……？」

　得え体たいのしれない相手に小さ夜よ子こは無意識に二、三歩下がった。足が何かに当たり、バランスを崩し尻しり餅もちをついた。しかし上半身が床に接する前に、何かが小夜子の体を支えた。いつのまにか簡素な椅い子すに座っている。

「さっきはなかったのに……」

　驚きと恐怖で、小夜子は落ち着きなく部屋を見渡す。

「精神が構築する世界だ。物理的な制約は意味がない、と言ったはずだが」

　冷たい声の主は、小夜子の前にまで歩みを進める。小夜子は身を縮ませた。とても友好的な相手ではない。では敵対しているのかと思えば、それも違う。まるで違う価値観を肌で感じ取った。
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「一つ、実験をしたかった」

「実験？」

「補助なしに、人はどこまでこのＬＡＦＩの世界で、カオス領域の情報が混こん沌とんとした世界で、己を保てるか」

　混沌と聞いて小さ夜よ子こは息を呑のむ。先ほどの世界に溶けていく感覚を思い出したのだ。とても抵抗できるような代しろ物ものではなかった。自分を保つなど、不可能だ。

「しかしあの娘は、己を保った」

「由ゆ宇うさん、ですか？」

「そうだ。一度目のシンクロは、代理プログラムの補助もなしに行った。なのに峰みね島しま由宇は己を保った。これは興味深い事実だ」

「あの、どういう意味なんです？」

　風かざ間まの会話の意図が読めない。

　風間はわずかに思案の表情を覗のぞかせ、言った。

「やはり峰島由宇は、ＬＡＦＩファーストにコンタクトする以前に、混沌の世界をどこかで体験している。でなければ、説明がつかない」

　説明しようとしているのか、それとも独り言なのか。小夜子には判断がつかなかった。

「いや、こちらの疑問は後回しにしておこう。いまは君との取引だ」

　取引という言葉に不吉なニュアンスを感じ取った。

「君達たちはＬＡＦＩを使いこなしたい。しかも早急にだ。違うか？」

　どうしてと問おうとして、やめた。この世界では風間は神に等しい存在なのだ。隠し事など無意味だ。

「いくら俺おれとて、たった数分でＬＡＦＩを扱えるように知識を植え込むのは、難しい。これは知識の問題だけでなく、知識を生かす知性の問題でもある」

　遠回りに小こ馬ば鹿かにされている。しかし風間に馬鹿にしているという意識はないだろう。人が鳥や魚を見て知性がないと言って、笑うことがないのと一いつ緒しよだ。彼はただ事実を述べているだけにすぎない。

「しかしＮＣＴ研究所に、一人だけＬＡＦＩをうまく使いこなせる人間がいる」

「だ、誰だれなんですか！」

　岸きし田だ博士だろうか。しかし答えは意外なものだった。

「俺だ。ＬＡＦＩファーストをＬＡＦＩセカンドに接続しろ。俺がＬＡＦＩを完かん璧ぺきに操ってみせよう」




　　　　　　　　２




「なんてことをしてくれたんだ」

　伊だ達ての責める言葉はしかし、目の前の意識のない女性にというより、自分自身に向けられた形に近い。

「……朝あさ倉くら君」

　岸きし田だ博士は痛ましい眼まな差ざしを向けていた。

　二人の前には小さ夜よ子こがいた。シートに座り頭にバイザーをかぶりぴくりとも動かない。バイザーの接続先にはＬＡＦＩファーストがある。彼女が何をしたかは明白だった。

「所長、駄だ目めです。朝倉君のシンクロは、すでに第三深層心理域にまでに達しています」

　岸田博士の痛ましげな顔は、ますます深くなる。

「この状態で、もう何時間以上も……」

「意識は戻せないのか？」

「たぶん無理でしょうな」

「この状態で装置を外したらどうなる？」

「駄目です。ＬＡＦＩと深層心理レベルで接続されてます。無理矢理引き離したら、脳にどんな後遺症を残すか。下手したら二度と目覚めないでしょう」

　それでも岸田博士は少しだけ明るい表情を取り戻した。

「少しだけ救いがあるとすれば、脳への負荷が由ゆ宇う君に比べてずいぶんと小さいことです。見てください。ＬＡＦＩとのデータの転送量ですが由宇君のときにくらべて９パーセント、十分の一以下のやりとりしかされてません。脳の負担は、ずっと小さいはずです」

「なぜデータの転送量が抑えられている？　由宇のときの実験ではできなかったのだろう？」

　つい半月前の実験を思い出して、伊達は怪け訝げんそうにした。理屈に合わない。脳への負荷が抑えられるなら、由宇が危険な目に遭あう必要もなかった。

「ええ、私もそれはおかしいと思いました。シンクロのプロセスは由宇君のときとまるで同じ、違いが出るはずはないんです」

「では、なぜだ？」

「考えられるのは、ＬＡＦＩ自身がデータの転送量を抑えているという可能性です」

　遠えん慮りよがちに岸田博士は口にした。自信がないというより、自分自身信じていないという感じだった。

　伊達はＬＡＦＩファーストの黒いボックスを見る。その目は険しい。ＬＡＦＩファーストには風かざ間まという名の意識がある。この研究所では由宇以外に直接的にも間接的にも接触した人間はいない。ＮＣＴ研究所の研究者の中には、その存在自体危ぶむ声すらあった。

　小夜子が長時間ＬＡＦＩと意識を繋つなげて無事なのは、風間の存在があるからなのか。

「何を考えている？　何をするつもりだ？」

　会ったこともない相手に向かって、伊達は問いかける。しかし答えが返ってくるはずもなかった。

「ともかく監視をつけてくれ。状況に変化があったらすぐに知らせるように」

　伊だ達ては背を向け、自分がいるべき場所に戻ろうとした。いまこうしている間にも、海かい星せいによる侵攻は続いている。研究者ではない伊達がここでできることは少ない。これ以上、時間をつぶすわけにはいかなかった。

　しかし去ろうとした足は一度だけ止まり、部屋を見渡した。

「岸きし田だ博士。ＬＡＦＩファーストごとの移送はできるか？」

「ええ。装置自体は独立してますから。でも、なぜ？」

「では最下層の由ゆ宇うの部屋に移してくれ。木き梨なしの二の舞になっても、困る。あそこは一番堅けん牢ろうな構造だ。それに……」

　無機質な実験室を見て、伊達はため息をこぼす。

「この部屋にいるよりは、あの小娘の部屋のほうがまだましだろう」

「解わかりました」

　伊達が廊下を歩きエレベーターに乗ると、岸田博士が走って追いついてきた。

「どうした？　まだ何かあるのか？」

「一つ、お願いがあります。朝あさ倉くら君が目覚めても」

「とがめるな、とでも言いたいか？　しかし許されることではない。彼女の行動は三さん桁けた近い規定違反を冒している」

「解わかっています。しかし朝倉君は」

「ＮＣＴ研究所のため良かれと思ってやったと？」

「は、はい。彼女は責任感があります。ＮＣＴ研究所が占拠の危機にさらされているいま、ＬＡＦＩの中の重要データを早く消さなければならない、と考えたのだと思います。ＬＡＦＩを使いこなすため、あのような危険な真ま似ねを。あるいはＬＡＦＩを使いこなすことにより、海星に対する対抗策があると考えたのかもしれません」

　エレベーターが上昇していく。岸田博士の直訴はたいていエレベーター内で行われた。

「研究所内で起こった不始末は、すべて私に責任があります。処罰は私が」

　逃げ場のないここでの主張はなかなか効果がある。伊達は苦笑すると顔を真っ赤にして訴える岸田博士を見た。

「あなたは思ったよりも、ずるがしこいな」

「はあ、なんのことでしょう？」

「いや、気にするな。そこまで朝倉君を追いつめてしまった状況を作ったのは俺おれのミスだ。そして何よりも彼女が抜け出したことにいまのいままで気づかなかった。自分の愚かさを棚に上げるつもりはない」

　エレベーターが目的の階に到着する。

「しかしいまは目の前の問題を解決することが先決だ。知恵を貸してもらうぞ」

　海かい星せいの侵攻は着実に進んでいる。このままでは朝あさ倉くら小さ夜よ子この責任の所在を問う前に、全員の命が喪うしなわれる。
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「第七ゲート突破されました。防壁ゲート、残り十四です」

　あれからあらゆる方法を駆使して、サタンを妨害してきた。そのかいがあってか、進行速度はずいぶんと鈍っている。一時間足らずで突破されるはずだったゲートは、まだ三分の二以上を残していた。

「無む駄だだ。同じ戦せん法ぽうを何度やれば気が済む？」

　サタンは再度の水責めにうんざりした声を出す。あらゆる障害を超高温と超低温で対処してきた。

　進行速度が鈍ったのは妨害工作の功績だけではなかった。研究所の奥に進むにつれ、サタンの行動そのものが慎重になっている。奥に行けば行くほど、貴重な遺産技術や研究資料がある。

　サタンの能力は絶大だが影えい響きよう範囲はどうしても大ざっぱになってしまう。

　サタンの様子を横目に、伊だ達て達たちはモニターにＮＣＴ研究所の設計図面を広げて協議していた。足止めが成功している間に、なんとしてでも対抗策を練りたい。

「最終手段としては、遺産技術の破棄、ＮＣＴ研究所の破は壊かいもいとわない。しかし同時に職員の安全も確保する」

　とは伊達の弁だ。

　遺産の資料をまとめ、持ち出せない遺産技術は破棄し、ＮＣＴ研究所から脱出するにしても、外に数千の海星の兵がいては不可能に等しい。

　現在のＡＤＥＭの状況からも対応策は変わってくる。しかし外部に繋つながる回線はすべて切られてしまった。まずは外との連絡手段を手に入れなくてはならなかった。

「この回線はどうだ？」

　伊達が指さした箇所を見て、岸きし田だ博士は記き憶おくを探るような表情をする。やがて思い出したのか、残念そうに首を振った。

「駄目です。これはＮＣＴ研究所がまだ建築中に使われた仮の回線ですよ。本当に古い。ここまで繋がってはいません」

　しかしその答えに伊達は活路を見いだしたようだ。強くしまっていた口元が、少しだけ緩ゆるんだ。

「そうか、ならばこの回線は生きている可能性が高いな。海星も見落としている可能性がある。警備は薄うすいはずだ。外と連絡できればいい。誰かがここに直接出向き、ＡＤＥＭに連絡する。ＮＣＴ研究所から有線の通信機を持っていく。敵に傍受される可能性も低い。これでＮＣＴ研究所内とＡＤＥＭの間に、一応のパイプラインができる」

　それは希望的な観測に過ぎないのではないだろうか。部屋の中に満ちる空気はそう物語っていた。しかしその気配を察してもなお、伊だ達ては己の言葉を曲げることはしなかった。彼とて確実な何かを持っているわけではない。ただリーダーシップという、己の役割を果たしているだけだ。

「ここまで行き、通信経路を開く。見ろ」

　伊達は青写真に記載されている通路を指でなぞり、いま伊達達たちがいる区画と繋つながりがあることを示した。

「通気孔ですか？」

「そうだ。こことここは閉へい鎖さされているが、こちら側から制御が可能だ。問題ないはずだ」

「しかし誰だれが行くんですか？　新規の通信経路の許可は一級権限以上が必要ですよ」

　補佐官の一人が、疑問を口にした。一級以上の権限を持つ人間は、いまＮＣＴ研究所内に二人しかいなかった。伊達と岸田博士だ。

「私が行きます」

　岸田博士が緊きん張ちようを含ませた声で、しかし迷いなく志願する。

「駄だ目めだ」

　伊達が即座に返答した。

「伊達さん、私にだって」

　反論の声をさえぎり、伊達は苦笑交じりに理由を説明する。

「この区画の通気孔の広さでは残念ながら」

　岸田博士の腹を見て、伊達は微苦笑した。

「物理的に無理だ。ダイエットしている時間はない。俺おれが行くしかないだろう」







　強力なライトで照らしても、管路の奥までは照らしてはくれなかった。それほどの長さがあった。しかし長さの割に、管路は狭い。子供なら苦もなく通り抜けられるだろうが、大人ならしゃがんで半ば這はうように進まなければならない。通気孔のため人が通るように設計されていない。

　伊達はいま一度、地図で目的地までの経路を確認する。記き憶おくとの一致に満足したのか、一度力強くうなずくと、地図を懐ふところにしまう。

「二十分から三十分だな」

「あまり無む茶ちやはしないで下さいよ」

　岸田博士が心配そうにしている。

「解わかってる」

　有線の通信機を受け取り、ライトの電源を確認した。

「では行ってくる」

　伊だ達ては狭い管路をくぐり通気孔の奥へと入っていった。
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『こっちはまだ、一両日は持つ』

　伊達の口調から真相は解わからない。非常事態だというのに、通信機から聞こえる声はいつもと変わらなかった。鼓舞を必要としない力強さがあった。

「でも本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　本当のことを言ってください」

　だからこそ八や代しろは確かめずにはいられなかった。

『大丈夫と言ったはずだ。酷なことを言うようだが、いまおまえ達たちに何ができる？　ＮＣＴ研究所の包囲は、合法的なものだ。戦力差を考えても、現状で打破するのは難しい』

　伊達の指示は正しい。現在のＡＤＥＭの兵力ではＮＣＴ研究所を取り囲んでいる海かい星せいに抗あらがう術すべはない。

　しかし仲間を見殺しにするかもしれない決断に、八代の返答は鈍る。伊達は見透かしたように、一転、厳しい声を出した。

『八代。ＡＤＥＭが管理しなければならないのはなんだ？』

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産です」

『そうだ。その最大の遺産ともいうべきものが敵に奪われた。ＮＣＴにある遺産は、Ｓ─００００１さえあれば、どうにでもなるものだ。ここにある遺産破棄の方法が何通り用意されているかおまえには言うまでもないだろう。Ｅ─００２も００３も既に準備はできている。だがいいか、黒くろ川かわに渡したカンフル剤の毒は、あくまでも最終手段にすぎない。峰島勇次郎の影が見え始めたいま、絶対にアレを失うわけにいかない。俺おれはＥ─０００は発令していないし、まだするつもりもない。八代、もう一度だけ聞くぞ。いま自分達の命にかえても、最優先すべきことはなんだ？』

「Ｓ─００００１の奪還です」

　今度こそ八代は固く宣言する。

『それでいい。直接の陣頭指揮はおまえに任せる。なにがなんでも海星から奪い返せ。これは命令だ。解ったな』

「了解しました」

　背筋を伸ばし、見えない相手に表情で敬礼すると、八代は通信を終える。伊達の声が聞こえなくなった瞬しゆん間かん、捨てたはずの迷いがわき上がってくる。しかしそれも切り捨て、八代は全員の集まる場所に行くと、

「さあみんな注目」

　と、とたんにいつもの顔に戻り、手をぱんぱん叩たたきながら、仮設司令室を横切った。

「朗報がある。ＮＣＴ研究所のほうはしばらく大だい丈じよう夫ぶ。なにせ特殊な防壁ゲートがまだ十一枚残ってる。推定ではあと四十八時間は耐えられる」

　仮説司令部内の張りつめた空気が少しだけ緩ゆるみ、安あん堵どのため息がそこかしこから漏れる。

「そこでＮＣＴ研究所のほうは、こちらは指示がくるまで静観。現在の監視の続行ということになる。でも心配はいらない。あと半日もすればもっと詳しい情報が入ってくる。それまではフリーダムの探索に全力をあげること」

　八や代しろはあきらやアリシアがいる、司令部の奥にむかった。途中、横目で司令席を見る。本来なら伊だ達てが座る場所である。直接、陣頭指揮をまかされたのだから自分が座ってもいいのだが、八代はどうしてもそんな気持ちにはなれなかった。あそこは伊達が座る場所だ。

　小さな会議用テーブルには、あきらやアリシアだけでなく、アドバンスＬＣ部隊の越こし塚づか清せい志し郎ろうと吉よし見み萌もえの姿もある。

　八代が席につくと、さっそくあきらが身を乗り出してきた。

「あと半日もすれば情報が入るって、真しん治じさんになにか手があるの？」

「いや、そうじゃなく。直接見に行くんだ」

「直接？　誰だれが？」

「もうすでに、僕の腹心を行かせたから」

「八代っちの腹心ってのが、すごいひっかかるんだけど。あのスケベでしょ？」

　あきらが混ぜっ返すと、アリシアが興味深そうにたずねた。

「運転手にも部下がいるの？　洗車係？」

「洗車係だなんて失礼だな。萩はぎ原わら君は潜せん入にゆう調査に関しては一流の腕を持つよ」

　あきらとアリシアの揶や揄ゆを受け流し、八代は真ま面じ目めな顔で答える。

「それだけじゃない。運がいいし顔もいい。これ以上の武器ってある？」

「そうだね、確かにあの子、顔はすごくかっこいいよね。喋しやべらなければ」

「まあ！　あきらが褒ほめるようなグッド・ルッキングなラッキーボーイなら信用できるわ」

　冗談のつもりだったのに、女性二人は真面目にうなずいている。アリシアにいたっては私もその子を見てみたいと言い出し、あきらがさらに萩原の顔を褒めると、今まで何も言わずにおとなしくあきらの横に座っていた萌が「そんなことない、あきらのほうがかっこいい」などとわけの解わからない意見を出して、場の話題があさっての方向に飛びかける。八代は、じゃあ、僕の顔は何点くらい？　と聞きたいのをじっとこらえて、唯一の味方になってくれそうな越塚を見るが、彼はあいかわらずのポーカーフェイスで、助け舟はでそうにない。越塚が表情を変えるのは乗り物の話題のときだけだ。

　助け舟を自分で出すむなしさを感じながら、八代は話を強引に押し戻す。

「さて、顔の話はこれくらいにして、これから僕達たちの一日の予定を話そう。いま現在、僕達は追われる身だ。っていうかお尋ねものだね。そして奪われてはならないものも奪われてしまった。幸運なことに、この二つの問題は直結している」

「フリーダムね」

　アリシアが眼鏡めがねを光らせる。

「そう。フリーダムだ。フリーダムは海かい星せいの切り札であると同時にアキレス腱けんでもある。黒くろ川かわが表面上は現行の法にのっとって行動している以上、フリーダムとのかかわりを悟られてはならない。これが黒川の弱点だ。そしてその弱点をつかめば、ＮＣＴ研究所の侵攻も抑えられる。黒川の正当性は崩れ、反はん撃げきの機会がうまれる」

　そういいながら、八や代しろは内心の焦あせりを抑えられなかった。

　フリーダムの問題はＮＣＴの問題解決にも役立つ。ただこれにも大きな穴はある。黒川がいつまで世間や上層部の人間を騙だまし続けるつもりなのか。

　今はまだＡＤＥＭとＮＣＴを反逆者におとしめ、政府の目を欺あざむいているが、黒川が最高の遺産である峰みね島しま由ゆ宇うを手中にした今、ＮＣＴが陥落すれば、力関係は大きく変化する。

　七つの大罪とフリーダムに加え、ＮＣＴに隠いん匿とくされていた遺産技術の数々と峰島由宇という絶対的な力が黒川の手元にそろえば、黒川は仮面をはずし、反逆ののろしを上げてもおかしくない。黒川の手にした超兵器を前に、日本の政府もＡＤＥＭも、赤子同然だ。

　制限時間付で喉のど元もとに死をつきつけられているのは由宇だけでない、自分達たちもだった。

「で、どうするの八代っち？」

「まずは、一機でもフリーダムを見つけないと」

　最大の難所が一番最初に立ちはだかる。見えない空の航空母ぼ艦かん。それがどれほどやっかいなものか、わずかな期間の間に八代はいやというほど実感した。

　テーブルの上はため息にも似た雰ふん囲い気きで満たされた。これまで十時間近くフリーダムの居場所を捜していたが、いまだに見つかっていない。一機はＮＣＴ研究所の上空周辺にあるのだろうが、峰島由宇と黒川を載せた機がＮＣＴ上空にいる可能性は限りなく低い。残りの二機は皆目見当もつかないのが実情だった。

「真まな目め家からの連絡は？」

　オペレーターが首を振る。

「……ふう、まあしかたないか」

　フリーダムは発見するのが最大の難関だからな、と頭をかく八代に、あきらが、

「もう、いきなり他人まかせでどうするのよ」

　と背中を叩たたく。

「考えられる方法は大まかに二つ。一つは偽装を見破って位置をつかむ。つまりこちら側から見つける。もう一つはＮＣＴやＬＣ部隊のときのように襲しゆう撃げきする場所を事前に察知する。つまり待ち伏せ」

「どっちも望み薄うすね」

　アリシアの声はともすれば冷淡に聞こえた。

「質問があります。見つけるのも問題ですが、見つけた後はどうしますか？　現在の我々の兵力では、対抗するのは難しいでしょう」

　珍しく越こし塚づかが発言した。

「見つけたら琵び琶わ湖この水全部使っても、あたしのウィンディーネでとっつかまえて落としてやるわよ。そのあとは萌もえちゃんがひねり潰つぶすの」

　あきらが手のひらを拳こぶしで叩たたく。ひたすら耐えている状況に鬱うつ憤ぷんがたまっているのが見て取れた。

「発見した後の策なら、すでに考えてある」

　八や代しろの返答にアドバンスＬＣ部隊全員が、意外そうな顔をした。

「フリーダムはおそらく日本上空のどこかにいるはず。国こく籍せき不明の領空侵犯した航空機として、処理させる」

「見えない敵をどうやって証明すんの？　日本政府はまだフリーダムに対して半信半疑でしょ？　上層部には黒くろ川かわの手がまわってるかもしれないし」

「そうね、日本政府なら腰も重たいでしょうね。日本政府なら」

　アリシアの意味ありげなニュアンスに、あきらが微妙な表情を作る。

「え、まさか策って？」

「うん、米軍に出しゆつ撃げきしてもらう。ここはアリシア君のコネに頼たよることになるけど」

　アリシアが八代の言葉をついで説明を始めた。

「米軍による攻撃。これはフリーダムの二つの驚きよう異い、ステルス機能と膨ぼう大だいな戦力のうち、一つを封じることができるのではないかしら？」

「どういうこと？」

「フリーダムの中の兵力は、兵器も人員も海かい星せいのもの。見れば一目で正体がばれてしまう。フリーダムとの関与を否定している黒川に、正規軍に対する兵器の直接使用は難しい」

　フリーダムを内々で処理する。米国の思惑がＡＤＥＭと一致してこその協力関係だ。

　アリシアの意見を聞き、越塚がさらに意見した。

「しかし、日本の領土内に領空侵犯した航空機に米軍が攻撃したら、それも問題では？」

「それはそれ、よ。訓練中に偶然ニアミスし、警告なしの攻撃を突然受けたことにするわ」

「すんごい捏ねつ造ぞうっていうか、でっちあげ……」

　あきらの言葉を、アリシアは軽く受け流す。

「あらそう？　シンプルな構図よ。日本政府はともかく、アメリカの軍部にとって、フリーダムをアリゾナの秘密基地から奪った者は明確な敵なの。中に乗っているのが海星だろうがどこの国の人間だろうが、関係ない。どこの国の上空で見つかったのかも、関係ないわ。極秘裏に敵を叩たたき潰つぶして、フリーダムを奪還、もしくは破棄することは決定済み。発見されたら、攻こう撃げき命令はすぐに出せるよう、日本だけでないアジア諸国の基地すべてに通達してある」

　アリシアは、眼鏡めがねのフレームを指で直しながら、表向きの言い訳なんてあとから発見された状況に応じていくらでもつければいいのよ、とつけたした。

「越こし塚づか君、発見後の戦せん闘とう機きの操縦よろしく。環たまき君と吉よし見み君は、いざとなったら七つの大罪クラス、まかせるから。伊だ達てさんの了解は得たし、アメリカとは早急に話をつける。なにはともあれフリーダムを発見すること」

　これを二十時間以内に実行できなければと、八や代しろは四人の顔を一人一人見ながら言った。

「このハードルを越えない限り、僕達たちは戦わずして敗北することになる」
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　峰みね島しま由ゆ宇うに自白剤が投与され、数時間が経過した。

　しかし尋問の成果が思わしくないとの連絡が黒くろ川かわのもとに入った。通信機ごしに語る医師の報告は奇妙なものだった。

「どうした。薬が効かないのか？」

　峰島勇ゆう次じ郎ろうの娘ならありうるなと、黒川は頭の片隅で懸け念ねんする。もしそうなら、あまり好ましくない方法を選択しなければならない。

『いえ、適量で充分に効きました。質問には素直に答えます。ただ』

　語尾を濁にごす。

「ただ、なんだ？」

『奇妙なんです。一度こちらに来ていただけませんか？』

「解わかった。五分待て」

　きっかり五分後、黒川は由宇の監禁されている部屋に出向いた。

「何があった？」

　医師は言葉で説明するより見せたほうが早いと判断したか、由宇の前に黒川をうながす。

「先ほど核分裂連れん鎖さ反応および放射能の無力化について質問しました。そうしたら」

　由宇の唇は絶え間なく動き、言葉を発している。目の焦点はうつろで、自白剤を投与した人間特有の反応をしていた。ならば口から語られる内容は核分裂反応無効化技術についてであろう。事実、由宇の口は意思と関係なく動いている。

「どういうことだ？」

　しかし黒川の顔は強こわばった。由宇は確かに何かを話していた。由宇の顔に耳を近づけ、この距離からでは聞きとれないつぶやきに耳を傾ける。

「０ＸＦＧＱＱＡ３ＯＺ０２─Ｍ５ＧＧＮＩＧ─３ＪＹ９ＫＫＫＬＳＥＩＨＨＨＥＢＭＳＺＺ─ＵＹＵＸＣＤＦ６ＡＤ５Ａ０ＷＷ９─３２ＬＢＦＧＩＯＱＦＨ７─ＥＵＯＩＥＵＦＯＩＹＨＶＧＤＯ─ＩＹＨＱＯＵＺＱＡＡＦＬＷＯ……」

　黒くろ川かわの耳に聞こえてきたのは、恐ろしいほどに機械的に発せられる意味不明な英数字の羅ら列れつだった。手元のデータとモニターを覗のぞき込む。機械のように無機的な英数字の羅列は黒川の聞き間違いではなかった。少女の口から発せられたものと同じ英数字の音声が正確に記録されている。

「なんだこれは？　正常に話せないほど、薬を打てと言った覚えはない」

「私も最初は意識の混こん濁だくかと思いました。しかし自白剤は適量しか打っていません。ためしに何か質問してみてください」

　医師にうながされて、黒川は由ゆ宇うを真正面から見る。力なく動いている唇からはいまも無秩序な英数字の羅列が聞こえていた。流ちょうに流れるそれはしかし、どの異国の言葉をも連想させない。非人間的な無機質の響ひびきがあった。

「聞こえてるか？」

「聞こえている」

　英数字の羅列はぴたりと止まり、由宇は思ったよりもはっきりした返事をした。黒川は怪け訝げんそうに顔を覗き込み、質問を続行する。

「君の名前は？」

「峰みね島しま由宇」

「ふむ。では父親の名前は？」

「峰島……勇ゆう次じ郎ろう」

「峰島勇次郎はどこにいる？」

「私も知りたい」

　黒川は由宇の様子をじっとうかがう。疑いの表情だ。

「嘘うそではありません。これを見てください」

　医師が由宇に繋つながった計器類のグラフを見せる。

「核分裂連れん鎖さ反応の無効化に関する知識をすべて教えろ」

「ＰＱ１４ＸＺＫＡＯ６ＱＦＤＷＰＷＤ２１ＯＩＱＧＣ３４ＧＱＰ……」

「もういい。黙だまれ」

　由宇は素直に黙る。

「自白剤は効いています。これは明白です」

「だとしたら先ほどの言葉は何を意味する？　まるで暗号のような羅列、誰だれが……」

　黒川は何かを思いついた顔をして、由宇を見た。

「まさか……」

　由宇はうなだれたまま、文字の羅列をつぶやき続ける。

「峰みね島しま由ゆ宇う。君は遺産に関する技術を暗号化して覚えているのか？」

「……そうだ」

　黒くろ川かわは異星人に接したかのような衝しよう撃げきを受けた。自白剤をうったところで、素直に話すとは思っていなかった。なにかしらの策は講じてあるだろうと。だが、少女は素直に答えた。しかしその答えはあまりにも異質で、あまりにも常軌を逸した記き憶おくの方法だった。

「暗号解読の手順は？」

　無む駄だだろうと思いながらも、一いち縷るの望みをかけて問いかける。

「暗号解読用のキーがいる。キーがあればアルゴリズムにそって解読できる」

　質問に対して、やはり由宇は素直に答えた。

「解読キーは？」

「解読キーのパターンは二の二千四十八乗種類あり、現行のスーパーコンピュータで解くのは不可能に等しい」

「キーのパターンを教えろ」

「記憶から消去した」

　黒川はほんのわずか、目の前の少女を前に放心した。いいしれぬ恐怖感めいたものが湧わき上がることを否定できなかった。自分の記憶を自由に暗号化し、ものによっては自己暗示によって完全に削除する。

　しかしいまここで何もしないわけにはいかない。まずは、由宇から暗号化された遺産のデータを引き出さなければならない。

　しかし記憶の暗号化は異質なだけではなかった。じつに合理的で狡こう猾かつな手段が講じられていたことが、調査を進めるにつれ判明した。
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「報告を聞こうか」

　由宇の暗号化された知識のために、海かい星せいに所属するコンピュータ暗号化アルゴリズムに秀ひいでた技術者を何人か呼び寄せた。

　リーダー格の技術者は、自信に満ちた顔で由宇に対たい峙じした。その自信は根拠のないものではない。確かな裏付けがあった。

　二年前、米国のとある暗号化技術会社が自社の暗号化の堅けん牢ろうさを誇示するため、暗号文をネット上に発表し賞金をかけた。一週間以内にこの暗号を解読した人間に、十万ドルの賞金を用意していると。暗号文が公開されて八時間、目の前の技術者は十万ドルを手にした。それから六日間と十六時間、解析に成功した人物は他ほかにいない。のちにたった一人の暗号解読者の助言をもとに、その会社はさらに堅牢な暗号技術を開発し、いま世界各国で採用されている。

　それが目の前の男だった。それほどの技術者が、数十分であっさりと白旗をあげた。

「解読不可能です」

　悔しげにうつむいている。

「二重の意味で暗号解読に時間がかかりすぎます」

「調べ始めて一時間もしないうちに降参とはどういうことだ？　詳しく説明しろ」

「一つは暗号化アルゴリズムの複雑さ。二の二千四十八乗種類の暗号キーを解読するには、世界中にあるスパコンを総動員してでも、数万年の時間を必要とします。暗号化アルゴリズムも聞き出しましたが、穴がない。穴がないからアルゴリズムの知識は消去されていなかった。完かん璧ぺきな方法です。しかし、これはまだなんとかなるかもしれません。突破口はあるかもしれません。問題はもう一つのほうです」

　黒くろ川かわは黙だまって後を促す。

「暗号化された知識は、驚おどろくほど膨ぼう大だいでした。たった一つの暗号化データに費やされているデータ量は平均三十二万四千一ワードです」

「それで？」

「それだけのデータ量を人の口で喋しやべらせるのは、不可能に等しい、いえ、不可能です。一秒間に四ワードの速度で喋らせたとしても二十二時間以上、丸一日かかります。しかもデータにわずかでも欠損があれば、暗号解読が正常に行えません。一語一句間違ってはならないんです。自白剤を投与し一定以上の思考能力を奪うと、それが怪しくなります。しかし自白剤の効果は必要。自白剤で意思を奪いながらも、一定の判断力は残し二十二時間、一時の休息も与えず喋りっぱなしにする。それがどれだけ困難なことか、お解わかりいただけると思います」

　技術者の口調が熱くなっていく。

「さらにＢランク以上の遺産については、ランダムに配列されてるようです。引き出した物が、我々の望むデータと一致するかどうか、暗号を解読するまで解りません。聞き出したデータが、解読してみたら、他ほかの遺産、いえ、遺産などでなくただの日記である可能性もあります」

「もういい」

　うんざりした声を出した黒川はモニターに映る由ゆ宇うを見る。うなだれたままいまも意味不明な言葉の羅ら列れつを延々と喋っていた。

「やめさせろ」

　黒川は横にいる福ふく田だに命令した。無む駄だと解っている作業のために、由宇の脳にこれ以上負担をかけるのは得策ではない。

「……少し侮っていたか」

「どうしますか？」

　福田は次の指示を黒川に仰ぐ。

「マモンを呼べ」

　マモンと聞いて、福ふく田だはしばし黙だまっていたが、意を決したように遠まわしに意見する。

「いまマモンは二号機に乗っていますが、それでも？」

「かまわない。すぐに呼べ」

　黒くろ川かわの言葉に迷いはない。

「高速艇ですぐに、連れてこい。それと捕ほ虜りよにしたＬＣ部隊も何人か連行しろ」

「解わかりました。すぐに手配します」

　福田が通信機で各地に指示を出している間も、黒川は由ゆ宇うの映像を見つめていた。
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　耳を塞ふさぎたくなる絶叫が、長く尾を引いた。

　叫んでいる人間はＬＣ部隊の人間であった。蓮れん杖じよう共々捕らえられたＬＣ部隊の一人だ。

　ＬＣ部隊員は長々と絶叫を続ける。人がこれほどまで長く叫んでいられるものかと、薄うすら寒くなるような長さの叫び声は、しかし時間がたつにつれ細くなり、かすれ、ついには消えてしまう。

　絶叫のあとには、ドサリと砂袋を置くような音が続く。悲鳴を上げていたＬＣ部隊員は、床の上に白目を剥むいたまま棒のように倒れた。口から泡が吹き出し、四肢は痙けい攣れんを繰り返している。

「この程度もだめなんて、困るなあ」

　崩れたＬＣ部隊員を前にして、本当に困った口調でうそぶくのはまだ幼さを残す若者だった。年の頃ころは十代なかば。ピッタリ体にそってはいるが、いくつもの飾り物がついた黒い革の上下にブーツ、革のベストから伸びる白い細い左右の腕は、銀の輪がいくつもはめられ、動かすたびにブレスレットが鳴った。前髪を長めにしたショートカットの間から覗のぞくのは、楽しそうに笑う唇と、大きな青い瞳ひとみ。とても綺き麗れいだが何か歪いびつさを感じさせる笑顔だった。

　倒れている人間は一人ではなかった。部屋の中に折り重なって倒れている人間の数は、軽く十を超える。

「この人もたいした情報は持ってないや」

　つきそいの海かい星せい兵へいに笑いかける。しかし兵士は痙攣したまま折り重なるようにして倒れる人間を見て笑えるほど、壊こわれてもいなければ剛胆でもない。

「次は誰だれにしようかな？」

　部屋の隅で捕らわれて動けないＬＣ部隊を見渡して物色する。やがて選ばれたＬＣ部隊の隊員は両りよう脇わきを掴つかまれ、若者の前に連れてこられた。

「や、止やめろ」

　もう何人もの犠ぎ牲せい者しやを見たＬＣ部隊兵は逃れようとあがくが、押さえつける手がはずれることはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。怖がらないで」
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　若者の口調は優しく、顔には微笑を浮かべている。しかしその天使のような顔で、何人もの犠ぎ牲せいを出しているのを目まの当たりにしたＬＣ部隊員は、さらにあがくだけだった。

「さあ」

　指輪がはめられた細くしなやかな十の指が、脅おびえる男の頬ほおを優しく包み込む。そのまま顔を近づけると、若者は額と額を接触させた。熱を測ってるようにも見える姿だ。

「あなたの心を見せてよ」

　ＬＣ部隊員は急に静かになった。白目を剥むき、口を開けよだれを垂らす。そして悲鳴が長々と続く。やがてすぐに、壊こわれたようにめちゃめちゃに暴れた。しかし逃げられはしなかった。先ほどと同じように悲鳴が途絶える。

　床に転がり痙けい攣れんするＬＣ部隊員が一人増えた。失禁した異臭が立ちこめる。

　若者は顔をしかめ、

「こいつもたいした情報はなし。そろそろ飽きてきたな」

　と放り投げる。黒くろ川かわから通信が入ったと連絡がきたのはそのときだった。

『マモンか？　早急にこい』

　若者──七つの大罪の一人、マモンは表情を、退屈から不機嫌へと変化させた。

「いま忙しいんだけど？」

『捕らえたＬＣ部隊員の頭をかき回したところで、なにもでてはこない。それよりもやってほしいことがある。おまえでなければできないことだ。例の女の頭の中を覗のぞいて欲しい』

「あれえ？　壊こわれるかもしれないから前は駄だ目めだって言ってたのに」

『事情が変わった』

「んー、まあ、いいけど。僕もあの娘には興味あるし。すぐに行くよ」

『待っているぞ』

　通信が終わったマモンの顔から、不機嫌さや退屈さは綺き麗れいさっぱり消えていた。

「悪くない。うん、悪くない。あんな綺麗な娘の頭の中、めちゃめちゃにかき回していいだなんて、面白いじゃないか」

　表情をとろけさせ、マモンはうっとりと笑った。小さくかしげた首の横で、長い鎖くさりのピアスが揺れた。
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　マモンが由ゆ宇うの監禁部屋に現れたのは、通信が終了してから二時間後だった。

「遅い」

　黒くろ川かわは腕を組み、待ちくたびれた顔でマモンを出迎えた。

「無理言わないでよ。これでも急いできたんだから。それより、さっそく始めたいんだけど」

　マモンの言動は無邪気な子供に近い。その無邪気さに善悪の概がい念ねんはない。黒川はため息をついて、マモンを部屋の奥に導いた。

　マモンは由宇の前に来ると感嘆のため息をこぼした。

「やあ、とても綺麗だね。あなたみたいに綺麗な人、見たことない」

　にこにこと友好的にも見える態度に、黒川の表情は苦々しい。

「解わかってると思うが、慎重にやってくれ。頭から引き出す情報は正確に間違いのないようにせねば意味がない」

「解ってるってば。事情はここに来る途中、だいたい聞いたから」

　マモンは由宇の前に立つとうやうやしくお辞じ儀ぎした。

「自己紹介でもしようかな。僕の名前は六りく道どう舞まい風かぜ。マモンって二つ名があるけど、これは好きじゃない。センスないと思わない？　だから舞風って呼んでくれると嬉うれしい。マイでもいいよ。これでもとある名家を守る一族の一人。いや元かな。しかしあなたも災難だね。いわれのない肉親の不始末の尻しりぬぐいをしなくちゃいけないなんて。いや、女性に対して尻ぬぐいというのはちょっと下品だったかな。まあ、ここで上品さを取りつくろってもしかたないから、前言撤てつ回かいなんて野や暮ぼに野暮を重ねるような真ま似ねはしないよ」

「マモン。無む駄だ話ばなしをしている暇はない」

　黒くろ川かわの言葉に、マモンは心外だという顔をする。

「無駄話？　違うよ。これは僕の能力を発揮するために必要な行為なんだ。相手に僕のことを解わかってもらえれば、ショックも少なくてすむ。ショックが少なければ、それだけ多くの情報を正確に引き出せるし、僕の負担も少ない。もしかしたらこの綺き麗れいな子の心が壊こわれないですむかもしれない。いいことずくめじゃないか。急がば回れ。急いては事をし損じる。千里の道も一歩から。犬も歩けば棒に当たる。昔の人はいいことを言うね。最後のはちょっと違ったかな。とにかくいままで話してたことは無駄でもなんでもなく、必要不可欠だってことは理解して欲しいな。理解してくれた？　理解してくれると嬉うれしいんだけど」

「解った解った。とにかく我々にも時間が無限にあるわけじゃない。急がずにできるだけ早く頼たのむ」

　二人のやりとりを、由ゆ宇うは黙だまって見ていた。

「さて、どこまで話したかな。そうそう、あなたは父親の尻しりぬぐいで今の境遇に陥おちいっている。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう。けったいなおっさんだよね。でもあなたの気持ちも少しは解るかな。僕にも妙に人間離れしたできのいいヘンな従い兄と弟こがいて、まいっちゃうよ。なんの因果かいまはこうして七つの大罪に身を置いている。人生って解らないもんだね。でも波は瀾らん万ばん丈じようの人生も嫌いじゃない。いや、これはあなたには失礼だったかな。僕以上に波瀾万丈の人生送ってるみたいだし。あれ？　でも見方一つ変えれば、そうでもないのかな？　ずっと地下に閉じこめられてたんだから、退屈な生活だったんじゃない？」

　まくし立てるマモンの言葉は止まらない。

「六りく道どう……八はち陣じん家けの人間か？」

　言葉の隙すき間まに由宇が口をなんとか挟んだ。

「ちょっと違うな。六道家はとっくにおとりつぶしなんだよね。他ほかにも二と五もなくなってて、いまは五家しか残ってないんだよ。あれ四だったかな？　まあいいや。ともかく五つしか残ってないはず。……とっとと五陣家って名前にあらためればいいのに。そう思わない？」

　少しだけマモンの口が重くなる。

「この話はやだな。別の話をしよう。そう、これから僕達たちが何をするか。あなたも興味あるでしょう？　あなたに聞くのは愚問だと思うけど、念のため確かめておこう。リーディング能力の研究は知ってるよね？」

　由宇は憔しよう悴すいした顔を少し持ち上げただけで、それ以上の反応は皆無だった。顔を持ち上げていることすら、つらそうにしている。

「あれ？　すごくつらそうだね。大だい丈じよう夫ぶかな、大丈夫だよね。まあ、いいや。リーディング能力ってのは感知能力の一種で、相手の思考を読み取るものなんだ。ここまで言えば解るだろ？　僕はこれから君の頭の中を覗のぞく。隅々まで覗いちゃう。隠しごとなんてできないよ。どんなに人に知られたくない秘密も、恥ずかしい秘密も、みんなみんなばれちゃうんだ」

　由ゆ宇うの頬ほおを撫なでながら、マモンは嬉うれしげに語った。

「でもね、問題はそこだけじゃないんだよ。しかたない。教えてあげるね。あなたはとっても綺き麗れいだから、特別だよ。僕のリーディング能力は、双方向なんだ」

　由宇の柳りゆう眉びが少しだけ動いた。

「どういう意味か解わかったみたいだね。さすが峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘だね」

「……相手の人格を壊こわすのか？」

「そう。僕に頭を覗のぞかれるとたいていの人は壊れる。他人と記き憶おくを共有する感覚は恐怖だから。誰だれにも言ったことのない自分の秘密を知られるんじゃないかとか、そういう下世話な話じゃない。自分と他人の記憶が一つになってぐちゃぐちゃにかき回される感覚……って言えばいいのかな、うーん……」

「自己を見失うのだろう。二人の人間の記憶が混在し、自分が誰だか解らなくなる。違うか？」

　言葉を探すマモンに由宇が問う形で助け船を出す。

「さすがさすが。話が早くて助かるよ。そう、君の記憶を僕が読むだけじゃない。僕の記憶も君の中に流れ込む。二つの記憶はコンフリクトして自分が何者か解らなくなる。恨まないでね。これも敵と味方に分かれた宿命。でもまだ遅くない。あなたがいまから秘密を口にするというなら、僕の出番はなくなる。どう？」

「おまえはどうして正気を保っていられる？」

　由宇の返答はマモンの問いかけの答えではなかった。

「僕はいままで数千人以上の人間の頭を読んだ。精神が正常でいられたのは、片手で数えるほどだけどね。あなたはどうかな」

　由宇の目に知的好奇心が宿った。

「ふむ。自己を唯一保つ方法は、自分がリーディング能力を有しているという事実。それを頼たよりに自己を再形成する、か？」

　マモンは少しだけ不機嫌な顔をしたが、すぐに微笑ほほえんだ。

「さすが。そう、僕が僕であるためにたぐりよせるたった一本の頼りない糸がそれさ。自分が誰だか見失いそうになるとき、リーディング能力の有無を頼りに、人格を構成するんだ」

　マモンは由宇に顔を寄せる。

「さあおしゃべりもここまでだ。ブレインプロテクトはかかってる？　ＡＤＥＭの人達たちはみんなかかってて、読み取るのに苦労したよ。おまけに脳への負荷も大きいから、途中で精神が狂っちゃうし、いいことなしだよ」

　答えがないことにマモンはますます上機嫌になる。

「さっそく隠しごと？　いいんだよ、どうせすぐばれちゃうから。綺麗な顔だね。いまから額をつけてあなたの記憶を読み取るかと思うとどきどきするよ。たとえ同性でもね」

　由ゆ宇うの表情に変化はなかった。

「あれ？　びっくりしない？　たいていの人は僕が女だって知ると驚おどろくんだけど。それが面白くて男の子っぽく振る舞ってるのに、つまらないな」

　口をとがらせるがすぐに笑顔に戻った。

「あなたはどんな悲鳴を上げるのかな？　きっと綺き麗れいな声で泣いてくれるんだろうね。ああ、早くあなたの心に触りたいな。どんな形をしてるんだろうね」

　マモンの手が由宇の頬ほおを優しく包み込んだ。

「瞳ひとみも宝石みたいに綺麗だ。大だい丈じよう夫ぶ、怖がらないで。じっくりゆっくり心をかき回して、優しく壊こわしてあげるから」

　くつくつと童女のように笑う。

「人の心に土足で踏ふみ込む。この瞬しゆん間かんがたまらないんだ」

　まるでキスをするようにマモンは額と額を触れさせた。

「さあ、始めるよ」

　由宇が苦しそうに目をつむった。

「僕の記き憶おくが流れていくのが解わかる？　ふふ、あなたの精神はとても綺麗だ。覗のぞきがいがあるよ」

「くっ……あっ」

　すぐに由宇の額から玉のような汗が流れ、床にしたたり落ちる。

「まだ手加減してるよ。でも、ここまでだ。さあ、綺麗な悲鳴を聞かせて」

　悲鳴が大気を切り裂いた。
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　倒れた麻ま耶やを発見し、この部屋に運んでからずっと、怜れいはある一時を除いて、麻耶の隣となりを決して動かなかった。倒れた主あるじのかわりに指示を出しながら、麻耶の容態を診続けた。現在、八はち陣じん家けの中で最高の守り目の地位を与えられた怜には、各分野の専門医に劣らぬ知識と技量が備わっている。しかし麻耶の精神的なショックを取り除く術すべはなかった。

　意識を失っても夢は見る。むしろ純化された心の世界で、彼女は今、何を見ているのか。現実以上の悪夢はないのかもしれないが、それでも平へい穏おんな夢であるはずもない。

　麻耶が倒れてから、七時間以上が経過したが、彼女はずっと、寝息すら感じられないほど静かに横たわっている。まるで眠りながら心を凍らせてしまったかのように、みじろぎ一つしなかった。

　壁かべ際ぎわの柔らかい間接照明が一つだけ灯ともる部屋の中で、怜は麻耶の顔をじっと見つめる。己の無力が心の底から恨めしかった。

　ともすれば、自分も憎ぞう悪おと嫉しつ妬との渦に巻き込まれそうになっていることに気づき、怜は軽く頭を振る。そのとき、部屋の通信機が光った。

『ＡＤＥＭの萩はぎ原わら様がお話があるそうです』

「行きましょう」

　そっと麻ま耶やのシーツを直すと怜れいは立ち上がり、ベッドに背を向けた。

　部屋を出るとき、一度だけドアのところで麻耶を振り返る。麻耶はかわらず動かない。廊下で控えていた部下に、自分のかわりに麻耶のそばにいるよう命じると、怜は思い切るようにドアを閉めた。

　そこからは足早に階下にある別の部屋へ向かう。

　その部屋の前には、麻耶が眠る部屋と同じように複数の見張りがいたが、明らかに様子は異なった。シティ・ヘブンの特別階層の中では珍しい、無機的な感じのする場所であり、見張りも特殊な緊きん迫ぱく感かんに満ちていた。

　怜がドアの前に到着すると同時に、ドアの前の二人の見張りが左右に動いた。怜は立ち止まらず流れるような動作でドアを開けた。

　中は明るい蛍光灯の光で満たされた病室だった。同時にブツブツつぶやく男の声が聞こえてくる。

「やっぱり禍まが神がみの血ちって、バケモンだ。献血したらどうなるだろう……。ためしに俺おれに輸血してもら……やっぱやめよう……あ、ども」

　レントゲン写真を蛍光灯にかざしながら、闘とう真まのかたわらでつぶやいていた男──萩原誠まことは、怜を見ると慌てたように立ち上がった。

「おっしゃるとおり、つい十日くらい前に、あばらを折った人間とは思えませんね」

　萩原が慌てて置いたレントゲン写真を手にとり、同じように蛍光灯にかざしながら、怜は言う。

　闘真の新陳代謝は、めざましいものがあった。最新のレントゲン写真には、折れていたはずのあばらはすでに繋つながり、うっすらとした線を残すのみの状態が写っていた。カルテも一時間ごとに訂正しなければならない始末だ。

　この部屋には当然、監視カメラがあり、すべての通信を傍受している。怜は萩原の話の内容も、実は待機時間の間、闘真のベッドにつっぷして睡眠をとっていたことも知っているが、あえて萩原のほうから用件を言うのを待った。

「あの、さっき上司から連絡がありまして。ここにきて五時間たっても意識が戻りそうもないんで、俺はそろそろ行かないと。あいにく今、人手がなくて、かわりの人間をよこせないのが申し訳ないんですが」

　坂さか上がみ闘真の意識が戻ったら彼の口から直接、事情聴ちよう取しゆをしたい。それがＡＤＥＭの意向だった。もう一つ、ＬＡＦＩサードからのデータも欲していた。

　しかし、闘真の意識は戻るほどには回復せず、ＬＡＦＩサードの中に入っているはずの風かざ間まは、いくら呼びかけても頑として応こたえなかった。

「これからどうなさるのですか？」

　特に強制するでもなく、本当に何気ない調子で問いかける怜れいに、萩はぎ原わらは肩をすくめる。

「自分はＮＣＴ研究所を直に偵察です。人使いの荒い茶髪の上司の命令で」

　軽く笑って見せるが、今、ＮＣＴに単独で行くことは命がけの危険な行為だ。

　それではすみません、と席を立つ萩原に怜は言った。

「あなたと長は谷せ川がわ様は、麻ま耶や様の大切なご友人です」

　思いがけない怜の言葉に、萩原は一いつ瞬しゆん、きょとんとした顔をしていたが、以前のファミレスでのことを言っているのだと、すぐに理解したようだった。

「……いや、あの、俺おれはＡＤＥＭの監視で、本当のクラスメイトなんかじゃないし……って、こんなのあのときだってとっくにバレてましたよね」

「ええ。麻耶様はすべて承知の上です」

　あのあと、麻耶は長谷川と萩原の二人に、自分の携帯の電話番号を教えた。普通の高校生がするように、お互いの携帯の番号を交換した。これからも坂さか上がみ闘とう真まと自分のよき友達でいてくれと言って。

　萩原は、思い切り場の雰ふん囲い気きを壊こわしてしまった自分の言動を思い出したのか、ごにょごにょと口の中でつぶやいてバツが悪そうに頭をかいた。

「俺、あのときは、なんていうか大人気ないこと言ってしまって」

　怜は首を横にふるが、それは否定の意ではなかった。

「坂上闘真に対してあなたが感じる苛いら立だたしさは、理解できます。それに、闘真様に必要なのは、あなたのように理解した上で、辛しんらつな言葉をあえて言ってくれる友人だと、私は思います」

　意外な言葉の連続に、萩原は戸惑っていたが、

「……でも、こいつ、きっと悪い奴やつじゃないですよ」

　と言った。

　それを聞いた怜は言葉では答えず、ただ寂しげに微笑ほほえんだ。

「……八や代しろさんも、あなたのそういうところを信しん頼らいしているのでしょう」

　目の前の麗れい人じんから思いもよらぬ言葉を次々とかけられ、萩原はしばらくパニック状態に陥おちいっていたが、何度か口をパクパクさせたあと、なんとか言葉を搾り出した。

「いや、えっと、ウチの茶髪と俺のことはどうでもいいっていうか……あの、坂上のこと、よろしくお願いします」

「あなたもお気をつけて。ＡＤＥＭにご武運を」

　何度も頭を下げながら部屋を出て行く萩原を、みずからエレベーターのところまで見送ると、闘真の部屋に戻った怜は、まるで別人のように冷たい瞳ひとみで闘真を見下ろした。

　レントゲンの写真をもう一度見る。確かに異常な回復力だった。

　怜れいも八はち陣じん家けのトップとして、常人あらざると表現してもいい体を鍛たん錬れんにより手に入れている。しかし、闘とう真まの回復力は根底から違った。

　人間離れしている。そう表現するのが単純だが一番近いのかもしれない。

　だが、人間から乖かい離りしているのなら、その存在は果たしてなんなのか。

　怜は闘真がここに運び込まれてからずっと、肌身離さず持ち歩いていたものを懐ふところから取り出した。

　鳴なる神かみの尊みこと。

　手に持ったまま、怜はしばらくじっとその小さな刀を見つめていた。
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　が、すぐに、何かを覚悟したのか、部屋の一切の監視システムをオフにする。

　そして闘真のベッドから数歩、距離をとり、怜は鳴神尊を持つ手に力を込めると、剣を扱う者としてこれ以上望めない完かん璧ぺきな動作で、抜いた。

　蛍光灯の青白い光の中で、刀身が鈍にび色いろの輝きを放つ。

　しかし──。

　そこにはなんの変化も、訪れなかった。

　怜の手の中で、鳴神尊はただの小刀だった。

　闘真の荒い寝息と、モニターからの不規則な心音の鳴る音だけが聞こえる部屋の中心で、怜は、青白い光に照らされ、ただ立ち尽くしているだけだった。一つの欠点もない完かん璧ぺきな動作と容姿は、この場合、むしろ滑こつ稽けいでさえあった。

　次の瞬しゆん間かん、パチンと勢いのいい音が鳴り刀身は鞘さやに収められ、同時に赤い雫しずくが一滴、床にはじけた。赤い雫は、怜れいの血の気を失い、きつく噛かみ締しめられた唇の端から、こぼれた血の一滴であった。

　覚悟していたこととはいえ、言い知れぬ無力感と敗北感が怜を貫いた。

　一瞬の間だったが、禁忌を犯すと決意したとき、怜は自分の命をかけた。いや、自分の命よりも大切な、麻ま耶やの命さえもかけた。だがそんな覚悟をあざ笑うかのように、鳴なる神かみの尊みことは怜の手の中でただの小刀でしかなく、目の前の闘とう真まは何事もないように眠り続けていた。

　長い真まな目めの歴史の中で、当主の絶対性を支え続けた禍まが神がみの血ち。それに家臣の血筋である自分が及ぶはずはない。解わかっていたが、事実を突きつけられると、思った以上に動揺している自分がいる。

　今まで、当主を倒そうという野心を持った家がないわけではないし、覇は権けん争いの過程で、真目家の人間が八はち陣じん家けを用いて当主を倒そうとしたことは幾度もあった。

　しかし必ず返り討ちにあい、血にまみれた死の制裁を受けてきた。

　禍神の血は絶対であり、決して抗あらがうことはできない。【脳の黒点】を開き、鳴神尊を使いこなす者は、この世の理ことわりの外にいるのだから。

　あの小さな暗殺者、クレールにさえ自分の力は及ばなかった。あの時、不ふ坐ざが気まぐれに、制限時間をあと数分延ばしていたら、麻耶を守りきれた自信はない。

　守り目といったところで、今ここに当主、不坐がいたら麻耶の命はないも同然であるし、坂さか上がみ闘真が麻耶に鳴神尊を振り下ろしたら、その時、自分は完全な無力だ。

　わずかに震ふるえる手で鳴神尊を懐ふところに戻すと、監視システムの電源を入れた。

　再び、モニターの画面が室内の様子を映す。その中に怜の姿も映っている。誰だれが見ても、いつもどおり完璧な無表情の怜がいる。だが、監視カメラに映った自分の横顔を見て、怜は、ほんのわずか、その怜れい悧りな横顔を歪ゆがめた。
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「どういうことだ？」

　黒くろ川かわは床に伏した人物に目をやり、乾いたうめき声をあげた。予想だにしなかったことが起こった。

「何をした？」

　恐れを含んだ声で、先ほどと何も変わらない姿勢で繋つながれている由ゆ宇うを見た。

「何をしたんだ？　答えろ、峰みね島しま由宇！」

　面おもてを上げた由ゆ宇うは、ただうっすらと笑みをこぼす。足下には悲鳴を上げ、気を失ったマモンが倒れていた。体を痙けい攣れんさせ、白目を剥むいている。

　由宇は何もしていない。少なくとも黒くろ川かわにはそう見えた。

　マモンはいつものように額を接触させ、リーディング能力を発揮しようとした。いつもなら読まれる立場の人間が悲鳴を上げ、気絶かあるいは気が狂うという事態になるはずだった。

　理解しがたい。

　由宇は何もしなかった。マモンのなすがままに額と額を接触させただけだ。

「医務室に運べ」

　黒川の声が耳に届いていないのか、思いもしない事態に警備の兵士は棒立ちのままだ。

「聞こえないのか！　早く医務室に運べ」

　叱しつ咤たの声にようやく我を取り戻した兵士達たちは、気を失ったマモンを抱きかかえる。途中、視界に入った得え体たいのしれない少女が、いまだうっすらと微笑ほほえんだままであることに寒気をもよおし、体をぶるっと震ふるわせた。

「正直に言え。何をした？　黙だまっていても監視カメラをチェックすれば、いずれ明らかになることだぞ」

　深い色の瞳ひとみが、まっすぐに黒川を見た。黒川は金かな縛しばりにかかったような錯さつ覚かくを起こす。

「おまえ達は二つの問題を抱えている」

　それは神託のように神こう々ごうしく響ひびいた。

「一つ、私の頭から情報を確実に取り出す手段がない」

「……自白剤を使わせてもらう。時間はかかるがしかたない」

　かれた喉のどで黒川はようやく答えた。

「もう一つは、なぜあの女性が倒れたか、それはどんなに検討しても判明しないだろう」

　自信を含めた声でもなければ、脅すような文句でもなかった。ただ淡々と事実を述べている。それが薄うす気き味み悪い。

「監視カメラの映像を分析すれば、いずれ明らかになる」

「ならない。なぜなら私は何もしてない」

　またも事実を告げているだけという口調で答える。

「マモンの意識が戻れば、おのずと判明する。きさまの警備は、より一段と強化しよう」

　由宇は肩を震わせた。

　由宇を縛る鎖くさりが鳴った。肩が震えている。少女は笑いを堪こらえていた。

「く……く、ふふ、ははははは。そう、確かに目覚めればどういうことか判明する。ははははは」

　矛盾した言動だ。何もしていないと言い、しかし何をしたかマモンが目覚めれば解わかるという。

　七つの大罪のメンバーも底知れない怖さがあった。完全に味方として信用できないという事実の他ほかに、どこか歯車の狂った印象がある。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術を使用する人間は、多かれ少なかれそのような傾向にある。個人で軍隊に匹敵するような超人的な力を、自分の体の一部として、あるいは自分そのものとして有することは、人の心をどこかしら歪ゆがめてしまう。言い換えれば、狂った力のかわりに狂気で己を保つのは、とても人間らしい変化ともいえる。

　だが峰島由ゆ宇うは違った。

　異質だとは思っていたが、これほどとは思わなかった。報告書に目を通す限り、普通の少女の一面も持ち合わせていると感じた。

　しかしいま目の前で笑っている様子はどうだ。狂気ではない。理性の産物だ。

　だからこそ怖い。狂気に匹敵する、否いな、それを超える理性の生み出す恐怖とは。まったく未知のものだ。

　これに似た恐怖感を抱かせる人物を、黒くろ川かわは一人だけ知っている。七つの大罪のルシフェル。異端の集団を統率するルシフェルは、その中でも一段と底が知れない。おそらく自分程度の人間の下には収まらない存在だ。

　しかし、すぐに黒川は思考を中断した。思わせぶりな相手の言動を、深く考えてしまうことによって、相手の存在を必要以上に過大評価してしまい墓穴を掘るのは愚かだ。

「過大評価かどうかは知らないが、己の墓は掘っておけ。解わかったときはすべて手遅れだ。貴様達たちのような愚か者と私の頭のデキの違いを思い知る……」

　由宇の頬ほおが派手に鳴った。少女を殴なぐった黒川は、無表情に見下ろす。

「よけいなことはべらべらと喋しやべる。いいだろう、まずおまえが何をしたか自白剤で問いつめることにしよう」

　由宇は最後にもう一度だけ、不敵な微笑ほほえみを浮かべると、目を閉じ表情も消した。微動だにしないその姿は、精巧な人形そのものだ。

　黒川は自白剤の準備を医師に指示すると、逃げるように部屋から出た。
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「マモンが目覚めました」

　司令室に戻ろうとする途中で、通信が入った。

「そうか。何があったか聞き出せる状態か？」

「意識に混乱がありますが、まもなく回復するでしょう」

　黒川はほっと一息ついた。思ったよりも事態は早く解決するかもしれない。

「いまからそちらに向かう。事情を聞く準備をしてくれ」

　黒川は部下を何人か引きつれたまま、医務室に向かった。

　フリーダムの中は飛行機の中とは思えないほど広大で、医務室に行くにも一苦労だ。通路も広いとは言えず、大人一人通るのがやっとという幅の狭い場所も少なくない。居住性を徹てつ底てい的てきに犠ぎ牲せいにし、軽量化と空の空母としての装備に割いた結果だ。設計理念は飛行機というより潜せん水すい艦かんに近い。

　黒くろ川かわは途中で思い直し、

「ルシフェルを呼び出してくれ。医務室に来るように」

　通信を終えるとほぼ同時に、小うるさい副官が書類の束を抱えてやってきた。

「捜しましたよ。この報告書に目を通してください」

「君がやっておいてくれ」

「だめです。これはあなたの仕事です」

「融ゆう通ずうが利きかないな」

　苦笑交じりに黒川は仕方なく報告書に目を通す。由ゆ宇う以外のことは順調に進んでいる。

　書類に目を通しているとマモンがいる医務室の前にたどり着いた。書類に目を通したまま扉を開け、中に入る。

　からんと何かが足に当たり、転がった。何かの薬の瓶だ。転がっていく瓶を追うように、黒川は医務室の中に目を向けた。

「何が……起こった？」

　予想だにしなかった光景がそこにあった。床に転がっていたのは薬の瓶だけでなかった。様々な医い療りよう器具、機材、棚、室内のあらゆるものが床に散乱していた。それらの間に、人が倒れている。服装からして医師達たちだ。

「……生きているか」

　黒川は倒れている医師の元に駆け寄り、生存を確かめた。

「警報を鳴らせ」

　黒川の言葉とほぼ同時に警報が鳴り響ひびく。使うのは当分先だろうと思っていた警報の音を耳にし、黒川は歯ぎしりをした。

「まさか峰みね島しま由ゆ宇うが逃げたというのか!?　監禁室に確かめろ！　監視役は何をしていたっ!?」

　どうやって逃げたのかという疑問もあるが、医務室を襲おそう必要性も解わからなかった。不可解なことが多い。さらにもう一つ、不可解なことがあった。それが黒川を苛いら立だたせる。

「いえ、監視カメラには、捕らえられたままの姿でいるそうです」

　報告は早かった。

「カメラだけに頼たよるな。人の目で確かめて報告をしろ」

「はい。それも、たったいま確認しました」

　そこで黒川は一つ失念していたことを思い出す。先ほどの由宇の言動があまりにも不気味で、思考がそちらに偏ってしまった。しかしもう一つ、このフリーダム内で反乱を起こす可能性のある人間達がいるではないか。

「捕らえたＬＣ部隊はどうだ？」

　しかし返ってきた報告は、またしても黒くろ川かわの予想を裏切る。

「異常ないそうです。捕らえた人間全員を確認しました。マモンの尋問によって、脳に異常をきたした人間も確認しましたが、誰だれ一人抜け出したり、脱走しようとしたりしていないそうです」

　ことごとく予想が裏切られる。脳裏にちらつくのは、別れ際ぎわに言った由ゆ宇うの言葉だ。

　──ふふ、ははははは。そう、確かに目覚めればどういうことか判明する。

　──しかしそれが解わかったときはすべて手遅れだ。

　あの言葉はいったい何を意味していたのか。もう一つ残っていた疑問が、頭をもたげた。

「マモンはどこに消えた？　意識を取り戻したんじゃなかったのか？」
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　警報が鳴りやまない。

　これから由宇の尋問を担当する人間と、由宇の健康状態を監視する医師は顔を見合わせた。

　扉の外があわただしくなる。すぐに何人かの兵士が、部屋に入ると由宇の存在を確認し、そのまま部屋に居座り警備を強化した。

「何が起こってるんですか？」

　薬による由宇の健康状態の変化を見るため、たまたま医務室の災難をまぬがれた医師は、己の幸運も知らず、強化された警備の一人に話しかけた。

「解りません。医務室で何か起こったようです」

　医師が驚おどろいた顔をする。しかし彼はまだ自分の幸運を充分に理解していなかった。

「医務室で何があったんですか？」

　詰め寄る医師を兵士はやんわりと退けた。

「状況が解り次第、説明します。ここはもっとも警備を固めるようにと命じられています。いまは自分の仕事に専念してください」

　そこまで言われると医師も自分の仕事に戻るしかない。

　張り付けにされた少女の服をはだけると、そこに医い療りよう機器を取り付けていく。仕事柄、女性の裸は見慣れているが、少女の体は一般人と一線を画していた。仕事を忘れて見み惚とれてしまいそうだ。すべての器具を取り付け終わると、医師ははだけた服を元に戻した。警備の人間がちらちらと、落ち着きなく視線を向けてくるからだ。

　取り付けた計器を確認し、少女の健康状態が良好であることを確認する。衰弱してはいるが、尋問できないほどではない。

　少女の猿ぐつわを外した。屈辱的な待遇に、どのような泣き言が飛び出すかと思ったが、聞こえてきたのは小さな笑い声だ。

「何がおかしいのかね？」

　境遇に耐えられず精神に異常をきたしたのかとも思った。しかしそのような症状で生まれる笑い方ではない。異常でありながら、根底に理性を感じさせるなんとも底の知れない笑い声だった。

「忘れた」

　それが質問の答えだと解わかるのに、医師は数秒を費やした。

「なんだって？」

「都合の悪い記き憶おくは消去するようにしている。だから忘れた」

　そう言って少女は笑う。

「じゃ、じゃあ、なんで笑うんだ!?」

「一つだけ解っていることがある。いや、忘れていないことか。警報がさっきから鳴りっぱなしのようだが、この非常事態は私が引き起こした」

「な、なにを言ってるんだ？　君はずっとここにいるじゃないか」

　答えはない。返ってくるのはもう笑い声だけだ。急に少女が人間でない、別の何かに見えた。

　空恐ろしくなった医師は、自白剤の入った注射器を少女に刺すと、中の液体を送り込んだ。一分もしないうちに薬が効いて意識が朦もう朧ろうとしたのか、少女の笑い声が止やんだ。
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　警報が鳴り響ひびき、外がにわかに騒さわがしくなった。

「騒がしいな」

　蓮れん杖じようはずっと閉じていた目をゆっくりと開けた。蓮杖の境遇は変わらず牢ろうの中だ。同じ部屋に監禁されている人間が他ほかにも九人。全員がＬＣ部隊員だ。他にもいくつか監禁されている部屋がある。全部で四，五十人程度だろうか。

「外で交戦中でしょうか？　またどこかの軍備施設を襲おそっているのかも」

　警報をいぶかしむ隊員の一人が、蓮杖に耳打ちする。蓮杖はその予想に異を唱えた。

「いや、それにしては飛行に変化がない」

　様々な技術を取り入れた並はずれた巨大飛行機だが、飛行の重力変化は感じ取れる。フリーダムは不気味なくらい飛行姿勢を一定に保っている。

「外部に変化がないとすれば、内部で何か起こったか」

「何が起こったのでしょう」

「それが解れば苦労はしない。聞いてみるのが早いだろう」

　蓮杖は立ち上がると、牢の扉を乱暴に叩たたく。

「おおい、何が起こっている？」

　小窓が開き苛いら立だった顔をした見張りの兵士が、

「うるさい。静かにしろ」

　と怒鳴った。

　開いた小窓から蓮れん杖じようは相手の顔をじっと観察した。表情に宿る恐れの種類を、探るためだ。

「こっちに来たぞ！」

　通路の奥から別の兵士の切迫した怒鳴り声が聞こえてきた。

「くそっ！」

　見張りの兵士はよほど慌てているのか小窓を閉めるのも忘れ、機関銃を腰に構える。堂に入った構えだ。実戦経験のある兵士だと一目で解わかる。しかしその横顔にはおびえの表情があった。

　不可解だ。ただの侵入者や脱走者であるのなら、そんな顔をしないはずだ。

　人間ではない。正体不明の何かに脅おびえている。だが蓮杖の脳裏に、同じ表情を浮かべた人間達たちがいたことが蘇よみがえる。あるいは、自分も、あのとき知らずこのような表情を浮かべていたのかもしれない。奨励都市《希望》の地下空洞の中で。

　銃声が鳴った。まだ距離がある。と言っても、聞こえる距離だ。銃声に交じり悲鳴が聞こえてきた。悲鳴の数が次々と増えていくにしたがって、銃声の数が減った。

　悲鳴と銃声が徐々に近づいてくる。

　蓮杖は外の様子をもっと見ようと、狭い小窓から通路の奥を覗のぞく。よくは見えないが、何人かの兵士が奥に向かって銃を撃うっている。

　標的になっている何かが奥から走ってくる。機関銃の弾が飛び交う狭い通路を、まるで猿ましらのような俊敏な動きで、壁に天てん井じように縦横無尽に跳ね、弾をかわしながら近づいてくる。

　あっさりと間合いを詰められた兵士達は、次々と何かによって倒されていった。

「な、なんだあいつはあああっ！」

　見張りの兵士が悲鳴に近い雄お叫たけびを上げながら機関銃のトリガーを引いた。しかし近づいてくる何かは、一発も当たるどころかかすめさせることもなく、兵士の前に降り立つと、あっさりと銃をたたき落とした。

「あっ、あっ……」

　丸腰になった見張りは、恐れおののきながら後退する。しかし謎なぞの人影は、そのまま間合いを詰めて見張りを吹き飛ばした。ボールのように転がっていく兵士の体は、小窓の視界の外にまで吹き飛ばされる。

　──知っている。俺おれはこの戦い方を知っている。

　頭に思い浮かんだ美しい少女の姿。しかし牢ろうの前の通路を通り過ぎた人物の横顔は、峰みね島しま由ゆ宇うではなかった。

　一度だけ会っている。

「……マモン」

　七つの大罪の一人、マモンは蓮れん杖じようには目もくれず小窓の外の通路を歩いていくと、さらに不可解な行動をした。転がった機関銃を手に取ると、監視カメラと警報を鳴らすスピーカーを次次と壊こわしていく。

　正確無比に撃うち終わると、機関銃を放り投げ、ここでやるべきことは終わったとばかりに、マモンはそのまま蓮杖の視界の外に消えていった。

　遠くで新たな銃声と悲鳴が上がった。
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「説明してもらおうか？」

　監視カメラの映像を前に、黒くろ川かわは詰きつ問もんする口調で隣となりに並ぶ老人──ルシフェルに問いかけた。

「ふむ」

　しかしルシフェルは顎あごをなで一度唸うなったきり、黙だまってしまう。

「幸い死者は出ていないが、すでに三十名以上の負傷者が出ている。マモンは非戦せん闘とう員いんと聞いていたが、それは偽りだったか」

「いや、偽りを申した覚えはないのう。わしも驚おどろいている」

　まるで驚いた様子のないルシフェルだが、しかし黒川はその言葉を信じた。老人が姑こ息そくな嘘うそをつくとは思えない。もし何か偽りがあるとするのなら、もっと大きな何かだ。

「しかし、おかしいのう」

　黒川は別の映像に切り替えた。

「だとするならば、もう一つの可能性はこれだ」

　切り替わった映像には、つい一時間ほど前に行われた、マモンのリーディング能力を使った尋問の様子が映っていた。

　マモンが由宇に近づき額をつけ、そして悲鳴を上げて倒れる。

「催眠術の可能性も考えたが、この女に怪しい動きは何一つ発見できなかった。何か仕掛けたにしても、たいしたことができるはずはない」

「ふむ、そうじゃのう。せいぜいこのお嬢じようちゃんにできるのは、何か頭の中で思いめぐらすことくらいじゃろう」

　ルシフェルは皺しわに埋もれた頬ほおをかきながら、一度唸ったきり黙ってしまった。黒川が二分ほど辛抱強く待つ。その間、新たに七人の犠ぎ牲せいが追加された。我慢の限界が訪れ口を開こうとしたそのとき、ようやくルシフェルが、しわがれた声を出す。

「一つ気になることを言っている」

「気になることだと？」

「うむ。これ以上犠ぎ牲せいを増やさないためにも、部下は下げたほうがよかろう」

　黒くろ川かわの問う眼まな差ざしに、ルシフェルは一度だけうなずいた。

「あれこれと考えてもしかたあるまい。わしが出よう」

　ルシフェルはしなびた体を伸ばすと、そのまま出口に向かって歩き出した。
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　マモンは足早に歩く。

　いつのまにか通路を進んでも、誰だれにも会わなくなった。いぶかしむがそれでもマモンは足を止めなかった。少年と見まがうような容姿は、風のように通路を駆け抜ける。

　一つの影が立ち塞ふさがった。

　いままでと同じように敵を排除しようとしたマモンの足が止まる。前に立つのは痩そう躯くの老人だ。恐れる必要はないはずだった。しかし本能とかすかな記き憶おくが、即座の戦せん闘とうを思いとどまらせた。

「一つ、問いたい」

　静かに佇たたずむ老人──ルシフェルは同じように静かな口調で問うてきた。慈愛すら感じる眼まなこに、しかしマモンは一歩後ろに下がってしまった。

「おまえさんの名は、何かな？」

　事情を知る誰かがこの場にいれば、老人の質問をばかげたものだと呆あきれかえっただろう。二人は七つの大罪のメンバーでマモンはルシフェルの部下だ。名を問う理由などどこにもなかった。

「私の名は、峰みね島しま由ゆ宇う」

　しかしマモンの口からこぼれた名は、不可解きわまるものだった。偽っている様子もない。そもそも姿はマモンそのものなのに、名を偽る理由がどこにあるというのか。さらに奇異なのは、その答えを疑問に思う様子もないルシフェルの反応だった。

「はっはっはっはっ。やはりそうであったか。いや、疑問が氷解したわい」

「そこをどけ」

　マモンは鋭い視線で、ルシフェルを見る。仲間を見る目ではなかった。

「そのように錯さつ覚かくさせられたか。いや、誤算も誤算。マモンよ。いままでそのような思考の持ち主に出会ったことがないので混乱しているのであろうなあ。いやはや、リーディング能力の副作用がこのような形で出るとは。いや偶然ということはあるまい。やはり意図的なものか」

　好こう々こう爺や然と笑うルシフェルは隙すきだらけだ。特に構えているわけでもない。普通にいる老人と変わりない。しかし敵意の視線を向けるマモンは攻めあぐねていた。

「戦い方があのお嬢じようちゃんに似ていると思ったから、もしやと思ったが。しかしあのお嬢ちゃんはとてつもないの。自分の記き憶おくを自由に塗り替えるか」

「何を言っている？　そこをどかないのなら、たとえ老体といえども手加減しないが、いいか？」

　マモンの喋しやべり方も口調も仕草も、峰みね島しま由ゆ宇うと酷似していた。

「その前にもう一つ、質問をいいかな？」

　攻こう撃げきをしかけないマモンの態度を肯定と受け取ったか、ルシフェルは奇妙な質問をした。

「では自称、峰島由宇よ。おまえさんには人の思考を読み取るリーディング能力はあるか？」

　奇妙と言えば奇妙。矛盾に満ちた質問だった。マモンがなんらかの事情で自分を由宇と思いこんでいるなら、否となる質問だ。

「なぜ私にリーディング能力があると知っている？」

　奇妙な質問の答えは、矛盾に満ちていた。

「ふむ、そういうカラクリか。いやいや、たいしたものよ」

　ルシフェルは心底感心した表情でうなずき破顔した。

「暗示をかけおったか」

　ルシフェルは奇異なことを口にする。黒くろ川かわと一いつ緒しよに見た映像で、ルシフェルは由宇がマモンに何もしていないと断定した。

「と言っても、マモン。おまえさんに暗示をかけたのではない。お嬢じようちゃんは自分自身に暗示をかけたのだ。自分にはリーディング能力があるとな」

　マモンのいぶかしむ表情が揺らいだ。

「マモン、おまえは以前、自分の能力をこう説明したな。読み取る記憶があまりにも完かん璧ぺきなあまり、脳に二人の人間の記憶が生まれ、自分を見失いそうになる。しかし唯一自分を見失わなくてすむ方法。他人の記憶を読み取ったという事実、リーディング能力を有していることを基準に自己を形成すると」

　マモンは動かなかった。いままでの慎重に様子をうかがっていたのとは違う。凍り付いたように動かなくなった。

「さて、ここで一つ問題が起こるのう。もし思考を読み取った相手が、同じようにリーディング能力を有していたらどうなる？　そして相手のほうが経験豊かなら？　おまえさんは読み取った記憶と本来の記憶、どちらを基準に自己を形成するかね？」

　ルシフェルは、ゆっくりとマモンに近づいた。

「おまえは峰島由宇ではない。七つの大罪の一人、マモンよ」

「違うっ！」

　マモンは強い口調で否定した。

「もし私がマモンで峰島由宇にリーディング能力があるなら、そもそもマモンはリーディング能力を行使しなかったはずだ。このような事態は予想できた」

「うむ、じゃろうよ。峰みね島しま由ゆ宇うにリーディング能力はない。あのお嬢じようちゃんの特殊性は、そんなものではない。言ったであろう、峰島由宇は自己暗示をかけたと。自分にリーディング能力がある、いままで何人も読んでいると、自らに信じ込ませたのだ。あのお嬢ちゃんは、優れた観察眼を持っている。見透かされた相手は、まるで己の心を読まれたとしか思えないような、優れた観察眼じゃ。さんざん、人外を見るような目で見られてきたことじゃろう。おまえさんと同じよ。それをリーディング能力の成果だと、己の記き憶おくの事実をすり替えたのだろう。最小の暗示で最大の効果を得る。いやはやたいしたものじゃ」

　マモンは反論しようと口を開くが、何も言葉は生まれてこなかった。

「ぶっつけ本番で、思いこんだところで成功の可能性は低かろう。あるいはあのお嬢ちゃん、人様に脳の中を覗のぞかれた経験の一つや二つあるのかもしれん」

「違う。私は峰島由宇だ」

　マモンはかすれた声でようやくそれだけを喋しやべる。

「まあ、説得できるとも思っておらんよ」

　ルシフェルは軽く手を打ち鳴らす。ただそれだけの動作で、フリーダムの動作音がかき消されるほどの轟ごう音おんが鳴り響ひびき、機内を振動させた。

「わしなりの方法で行かせてもらおう」
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　ルシフェルがすすすと距離をつめる。マモンは背後に跳び、両者の距離を保とうとした。マモンの俊敏な動きに対し、ルシフェルのそれは老人にしては動くといった程度であった。なのに二人の距離は瞬またたく間に狭せばまる。

　マモンは理解不能だという顔をする。ありえない。老人の体たい躯くと体術では一生かかっても自分に追いつけないはずだと、分析していた。

　だがマモンは本能的にルシフェルから離れてしまう。

「なぜだ？　私はもっと動けるはずだ」

　ここにきてマモンと由宇の頭脳の差が現れる。いくら由宇の思考をなぞり動いているとはいえ、思考速度の差が亀き裂れつを生む。

　人体工学を駆使しリアルタイムに計算し即座に体に反映させる由宇の頭脳をなぞることなど、特異な能力を持つとはいえ人並みの思考速度のマモンにできるはずもなかった。また、もし計算できたとしても、体がそれについていかない。グラム単位で己の筋力を自在に操れる由宇の能力は、地下の十年間の間に培つちかった、地道な自己管理と訓練の賜たま物ものだ。

「しかし、しょせん模写は模写か」

　屈強の兵士を倒し、弾丸の雨を平然とかわしてきた峰みね島しま由ゆ宇う本人としか思えない力も、ルシフェルを前に崩れ去っていく。

「あっ……あっ……、なぜだ？」

　ルシフェルの体が目の前にある。マモンは体術を駆使して牽けん制せいし引き離そうとする。しかしそのたびに手足の筋肉は悲鳴を上げ、骨が軋きしむ。

「私は……私は……」

　ルシフェルは一つ拳こぶしを繰り出せば当たるという距離を保ち続けた。マモンの攻こう撃げきをかわし、吸い付いたように離れない。ただの一撃もルシフェルは放とうとはしなかった。

　マモンの動揺はさらに大きくなる。自分が峰島由宇だという思いこみと、現実の自分のギャップに、自我が崩れ始めていた。

「私は……誰だれだ？」

　ついにマモンは、自己に疑念を抱いた。

「おまえさんのこの耳飾、誰のものだ？」

　由宇にはない、マモンのピアスをルシフェルは指で弾はじく。

「あ……私は……、私は」

　マモンが小刻みに首を振ると、一いつ緒しよに長いピアスの鎖くさりが揺れた。頬ほおに当たったそれが、なんだか解わからないというふうに、マモンは手で頬を何度もなぞった。

「アホたれが。いいように敵の策に落ちたな。おまえはマモンだ」

　崩れた自我を埋めるように、ルシフェルの言葉が滑り込む。

　後ろに下がるマモンの体が大きく崩れたかと思うと、そのまま尻しり餅もちをついてしまった。ルシフェルも目の前で止まる。大きく見開いたマモンの青い目を静かに見下ろしていた。

「あの女も……リーディング能力を持っていたのか？　僕より多くの経験をしていたというのか！」

　正気に返ったマモンを確かめると、ルシフェルが手を差し伸べた。

「いや、そういう話は聞いておらん。ただリーディング能力に近いものは持っているのだろうよ」

　よっこらせとマモンを助け起こすと、底知れぬ老人は、顎あごを撫なで面白そうに笑った。

「おそらくは観察力。卓越した観察力が他者の思考を読むんじゃろう。おまえさんの自己のあり方を利用されたのう。いやいや、たいしたものよ」
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「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　医師の一人が、心配そうに外の様子をうかがった。どこからか銃声が聞こえてくる。銃声だけではない。耳を澄すませば様々な音が聞こえてくる。怒鳴る声や足音、扉の音、金属の軋きしむ音。なぜこうもよく聞こえるのかと思ったら、警報の音がほとんど聞こえないからだ。

「おかしいな？」

　警報の音は遠くからかすかに聞こえてくる。本来なら機内全域にけたたましく鳴っているはずだ。医師はマモンが警報機のスピーカーを壊こわして回っていることを知らない。その意味に気づくはずもない。さらに医師は見落としていた。神経を研とぎ澄まし黙だまっていた由ゆ宇うの口に笑みが浮かんだことを。

「七層構造、六つの推進力エンジンに八つの姿勢制御エンジン。全長３２２メートル、全幅４２３メートル……」

　音が鳴り響ひびく。何かの爆発音か。振動は由宇のいる部屋まで伝わった。

「修正、４２１メートルか」

　しかし音はいつしか消えた。それでもしばらく耳を澄ましていたが、突然扉が乱暴に開かれる。

「ご立腹といった顔だな」

　怒気をはらんだ顔で黒くろ川かわは、由宇の胸ぐらをつかみ引き寄せた。

「もう手段の選択などしていられない。峰みね島しま由宇君、君が廃人になろうがどうしようが、もう知ったことではない。残念だったよ。何十時間も自白剤を投与して、正常でいられる人間はいない。しかしこれは君が選択したことだ」




　　　　　　　　18




　由宇は意味のない言葉を繰り返していた。否いな、正確には意味はあるのだが、いま現在それを理解できる人間はいない。

　すでに自白剤による暗号化された知識の吸い出しを始めて半日が経過しようとしている。由宇のつぶやきは漏らすことなく録音されていた。

　医師は退屈そうにあくびをする。

　しかし、由宇の健康状態を計測する医い療りよう機器から、危険信号が鳴り響くとさすがに顔色を変えた。

「な、なんだ！」

　急いで計器に駆け寄り、数値を確認する。

「血圧がこんなに下がっている。心音もこんなに弱い。なぜ？」

　ずっと小康状態を保っていた。それどころか回復の兆しさえあった。医師は混乱したまま由宇のうつむいた顔を持ち上げ、閉じた瞼まぶたをこじ開けライトを当てた。

「くそっ、瞳どう孔こうが開いてる。まずい、まずいぞ」

　鎖くさりが鳴ったのはそのときだ。医師が由ゆ宇うの体を揺らしたからではない。別の意味を持った音だった。

「えっ？」

　錯さつ覚かくかと思った。危き篤とく状態に陥おちいったための痙けい攣れんかと思った。由宇の手首が、一度だけひるがえった。どのような力を加えるとそうなるのか、鎖が蛇のごとく医師の首に巻き付いた。そのまま折れよとばかりに、鎖が締しまる。

「選べ。私の枷かせを外すか、首の骨を折って黒くろ川かわに忠誠を示すか」

　医師はようやく、峰みね島しま由宇の笑みに気づいた。

　それから五分後。

　フリーダム機内に、二度目の警報が鳴り響ひびいた。
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　海かい星せいの兵は由宇の後ろ姿を追った。状態を低くし走る姿は猫科の大形肉にく食しよく獣じゆうを連想させる。洗練された美しさがあった。

　しかしその姿に見み惚とれる兵士達たちではなかった。己の役割に徹てつし、由宇を追う。

「すぐに袋のねずみだ」

　フリーダムの構造は複雑に入り組み、行き止まりも多い。居住性を無視した作りは侵入者防止の意味もある。

　しかし由宇は迷いなく走り、曲がる。次々と通路を曲がり登り下り、疾走する。迷いというものがなかった。まるで長年住み慣れた場所で遊んでいるかに見えた。

　兵士達は皆、疑問を抱く。なぜあの娘の足に迷いはないのか。自分達ですら迷いそうになる機内で、どうしてそのように進めるのか。

　このときまだマモンの役割に気づいた人間はいない。

　マモンが起こした騒さわぎのさい、鳴り響いた銃声や人の声、警報装置。それらの音の反はん響きようから、部屋の構造を推測したなど誰だれが信じられようか。少女の頭脳と耳は、潜せん水すい艦かんのソナーを超えた分析を成し遂げていた。

　さらに由宇は曲がる。

[image: ]

　わずかに疲労の見えていた兵士達の足取りが、力強いものになった。彼らは由宇が曲がった先が行き止まりだと知っていた。ついに追いつめたと確信した。

　しかしその安あん堵どはものの数秒で瓦が解かいする。

　由宇に続き、兵士達も角を曲がった。さらにもう一度曲がると、そこは行き止まりだ。扉があるにはあるが、外に出るためのハッチだ。開けた瞬しゆん間かんに気圧差でパラシュートなしに高度１４０００メートルの空に放り出される。そもそも一定の高度以上ではハッチは開かない構造になっている。

　したがって行き止まりには追いつめられた由ゆ宇うがいるはずだった。しかし期待はいともたやすく裏切られる。

「どこだ？」

　兵士の一人が全員の疑問を代弁した。ハッチの前には誰だれもいなかった。







　黒くろ川かわのもとに届く部下からの報告はどれも奇妙だった。

　曰いわく「逃走中に、見失いました」

　曰く「交戦の意思がありません。逃げました」

　曰く「レーダーに反応は見えるんですが……」

　共通点は二つある。一つは一切戦わず逃げること。もう一つは逃走中に見失うことだ。

「どういうことだ？」

　黒川が抱いていた峰みね島しま由宇像とはずいぶんとかけ離れている。一般兵相手に、逃走するような人物でないことは七つの大罪の報告から解わかっている。

「体がまだ回復していないのか？」

　自らの意見に首を振った。まだ万全でないにせよ一度も交戦した様子がないというのは、不自然極まりない。体力温存のため、と無理矢理な解釈もできるが釈然としない。

　さらにもう一つ、逃走中に必ず失しつ踪そうするというのも気になる。

　マモンが機内の各所でスピーカーやカメラを壊こわしたのも、由ゆ宇うの逃走の手助けになっていた。いま機内で兵士がどのように展開しているのか把握するのも難しい。事態はゆるやかにだが思わしくない方向に傾いている。
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「こんなものか」

　由宇は誰だれもいないことを確認すると、脳内で情報を整理する。いまだに薬の後遺症は残るが、思考の妨げになるほどではなかった。

　由宇の頭の中には90パーセント近いフリーダムの船内地図が完成していた。居住空間だけではない。武器庫や大型の排気管にいたるまでの立体図面だ。その八割は耳からの情報によって構成されていた。それはマモンが暴れたときの音であり、機内を逃走するときに聞いた物音であり、飛行の振動音であった。

　しかし由宇の聴ちよう力りよくは、人の枠を超えているものではない。職人と呼ばれる技術者の中には、手のひらでミクロ単位の誤差を感じ取る人間もいる。それは集中力と経験が生み出す奇跡の技だった。

　さらに制作者の癖くせやコンセプトからも構造を推測し不足を補う。

　マップ上に推測ながら、兵士達たちの動きがシミュレートされている。由宇が兵士を倒さないのは、不確定要素を減らすためだ。警察や自衛隊の訓練をベースにした海かい星せい兵へいの行動はつかみやすい。それにあわせ、自分の行動もシンプルにする。自分の目と耳しか情報源を持たない由宇は、しかし誰よりも機内の状況を把握していた。

「だいぶ、寄ったか」

　兵士の動きの流れを脳内で思い描く。均等だった機内の兵士の密度に偏りが生まれている。それでも変わらず密度の濃い部分は存在する。フリーダムの要かなめとなる場所だ。

　しかし一つだけ手すきの場所がある。マモンが暴れ回った近辺であり、被害が大きく兵の配置がまだ未完全だ。

　由宇は目的の場所、通信施設のある部屋を目指して行動を開始した。
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　ＡＤＥＭの仮設司令部に緊きん急きゆう通信が入ったのは、由宇がフリーダムで暴れ始めた一時間後だった。

「緊きん急きゆう通信が入ってます。発信者は……Ｓ─００００１！」

「なんだってっ！」

　由ゆ宇うのコードを発信者名に使う人間は、一人しかいないだろう。

「電文内容は……、これは緯度と経度です。フリーダムの位置です！」

　衝しよう撃げきは続く。

「モグラのお姫様、フリーダムで暴れてるのか？」

　八や代しろはほんの少しだけ海かい星せいに同情した。

　オペレーターから通信の内容を受け取ると、八代は口笛を吹く。

「まったく、見事に要点を押さえて連絡してくるよ。秘書やったら、僕かなわないな」

　八代はその資料を持って、アリシアのところに行く。

「ほい。君の言ってた仮説が当たったよ。飛ばないはずのフリーダムをどうやって飛ばしたか」

　アリシアは資料に目を通す。

「フリーダムは全ぜん翼よく型がた戦せん闘とう機きと同じ欠点を抱えている。飛行制御の難易度だね。あれだけ巨大なものを飛ばすのは、人の手に余る。十四機のエンジンと四十六の尾翼で姿勢を制御しているようだけど、人の処理能力の限界を超えている。スパコン並のアビオニクスのバックアップは必要不可欠。ＤＩＡはこの飛行制御プログラムに難航していた」

「運転手、うるさい」

　アリシアがぴしゃりと言う。

「はいはい。つまり七つの大罪は、完成された飛行制御プログラムを組み込み、フリーダムを飛べるようにした。プログラムの入手経路は気になるけどね」

　一通り資料に目を通し終わると、アリシアは宣言した。

「ヘイムズに連絡するわ。米軍を動かします」
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　静かな山岳の上を十七機以上の小さな機影が走り抜けた。音に驚おどろき、森がざわめき鳥達たちがいっせいに飛び交う。

　アジアの情勢不安から最近日本に配備されたばかりの米軍所属の戦闘機Ｆ─１１７である。特異なシルエットが十七機、編隊を組んで飛ぶ姿は脅威の一言に尽きた。

「こちら一番機。目標まで50キロの距離まできました」

　トップを飛ぶ戦闘機のパイロットが基地と連絡を取る。彼の声には不満の色があった。

　今回の任務はあまりにも不可解だからだ。今回の行動は緊急かつ極秘裏。おそらくは日本政府に許可を取っていない。事後承諾は珍しくないが、日米の関係に影を落とすことには変わりなかった。

「また、あの店に行きづらくなるな」

　基地の近くにある日本人が経営する飲食店を思い出し、ため息をつく。行けば歓迎してくれるだろうが、居心地が悪いには変わりない。とくに今回は自分が亀き裂れつを生む当事者となるのだ。

「いまだに何も見えません。レーダーにも未確認の機影はありません」

　定期報告をする。基地からの指令に変化はなかった。それどころか、無む茶ちやな要求をしてくる。

「え？　もう一度言ってください。……了解しました。各機、ミサイル発射準備」

　後半は後続のパイロット達たちへの指令だ。

「座標をセット。これは訓練ではない。繰り返す。これは訓練ではない。安全装置の解除を忘れるな」

　自らの疑問を振り払うように、いつもより大きな声で各機に命令する。中には自分と同じ疑問の声をあげる者もいたが、基地からの命令の一言で封じた。

　ミサイルが設定された座標には何もなかった。青い空が広がっているだけだ。敵影どころか、鳥の姿すらない。

　しかしＦ─１１７機は命令を忠実に実行した。

「ファイア！」

　十以上のミサイルが何もない空間に向かって飛んでいく。それは奇妙な眺めだ。レーダーでミサイルのポジションを確認する。十以上の光点が、ある一点を目指す。しかしそこにも何も映っていない。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　不安を口にする。しかし放たれたミサイルをもう止めることはできない。

　次の瞬しゆん間かん、唐突に、先頭を飛ぶミサイルが爆発した。さらにあとに続いたミサイルが四発、続けて爆発する。

「なっ！」

　パイロットは驚きよう愕がくする。ミサイルが爆発した空には何もなかった。なのに次々と爆発を繰り返す。爆発が十を数えたところで、空が歪ゆがんだ。歪みは放電を伴い、やがて巨大な黒色の機影がにじむように現れた。

　呆ぼう然ぜんとするしかなかった。何もない空間に現れた見たこともない飛行物体。

「これが敵……、なのか？」

　さらに遅れて到着したミサイルが次々と正体不明の飛行物体に命中し爆発する。爆発の黒煙が巨きよ躯くを包み込んだ。

「落ちるぞ」

　そう思い見ていたが、黒い機影の飛行軌道が落ちることはなかった。黒煙をかき分け現れたのは、傷一つない機体だ。それが旋回し、Ｆ─１１７編隊の飛行経路を塞ふさぐ。

「回かい避ひっ！」

　パイロットは叫ぶと、操そう縦じゆう桿かんを限界まで引く。急激な慣性に視界がブラックアウトした。血が下半身にたまる。二機、回かい避ひが遅れた。

　巨きよ躯くの機影に比べて子供のように小さなＦ─１１７が衝しよう突とつする。ミサイルにすら揺るがなかった巨大な機体が、その程度のことで揺らぐはずがなかった。

「ミサイル第二波、発射準備！」

　パイロットは叫ぶと、幅４００メートルはあると思われる常識外の代しろ物もの──フリーダムとの戦せん闘とうを開始した。
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　連絡は届いただろうか。あいにく由ゆ宇うにそれを確かめる術すべはない。フリーダムは電波の干渉を受けないため、受信が不可能だ。ＡＤＥＭに送ったデータも心こころ許もとなかった。黒くろ川かわが一度だけ見せた陽ひの光と、それ以降に感じる慣性からだいたいの位置と時間を推測した。推定は通信室にある情報から、さほどはずれていないことは確かめることができた。

　あとはじっと待つばかりだ。外で何かしらの動きがあれば、それを陽動として動ける。

　数十人、あるいは百を超える数の兵士を倒すのは、機内の狭さも手伝い、それほど苦ではない。ただこのフリーダムには千を超える兵士、おそらく三千人程度が搭乗していると推測していた。戦闘行為は極力避さける。まだ体調が万全でなく無理ができる体ではなかった。

　どれほど時間が経過したか。

　息を潜ひそめ体力を回復させつつ由宇は辛抱強く待った。

「緊きん急きゆう事態発生、緊急事態発生。総員、所定の位置についてください。現在、アメリカ国こく籍せきの戦闘機と交戦中。緊急事態発生、緊急事態発生。総員…」

　飛行機が大きく揺れた。由宇はとっさに手すりにつかまった。

「米軍機？　日本は動かないと見て、そちらを動かしたか」

　外の状況を確認したかったが、ここには窓はない。この飛行機に窓と呼べる物はほとんどなかった。ステルス性能向上のためとはいえ、息の詰まる空間だ。

「まるで潜せん水すい艦かんだな」

　由宇は目的の一つが、達せられたことに小さな安あん堵どを抱く。もう一つの目的、自分の知識を黒川に渡してはならない。しかしそれはあと三十分もしないうちにかなえられるだろう。

　毒カプセル融ゆう解かいリミットは、もうすぐそこまで迫っていた。
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　ＡＤＥＭの仮設司令室が一気にあわただしくなった。

「米軍のミサイルがフリーダムに命中。フリーダムのステルス機能が停止しました」

　歓声が起こった。由ゆ宇うの予測したフリーダムの経路の正確さに八や代しろは舌を巻く。経路が変更されないよう、ステルス戦せん闘とう機きで近づくというシナリオまで、彼女の思惑通りだ。

「ついに丸裸か。頼たのんだよ、越こし塚づか君」

　フリーダムのもう一つの特性が失われる。兵力を封じられ、ステルス機能もない。いまのフリーダムはただの大きな的だ。
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「こっちだ！」

　追っ手の声が背後から聞こえた。由宇は鮮やかに数々の追っ手をかわしていく。彼女の身体能力に追いつける者はいなかった。計算し尽くされた体の動きは、鮮やかで峻しゆん烈れつな切れがあった。誰だれもが少女を追いかけながらも、心のどこかで感嘆し賛辞の声を送っていた。

　由宇に対抗できる人間と言えば、この飛行機には一人しか乗っていないだろう。由宇もまた、百年以上生きる老人を警戒していたが、ついにその姿を見ることはなかった。

　──どういうことだ？

　通路の両側から挟み撃うちしようとした兵士の頭上を華か麗れいに越えながら、由宇はいまだ答えのでない疑念を頭の中で巡らす。

　体力温存の理由の半分以上は、対ルシフェルにそなえてだ。あの老人だけは万全の体調で挑んだとしても勝てる自信がない。

　ふいに追っ手が途絶えた。いつのまにか由宇は一人で通路を走っている。

　──ああ。

　ある種の予感があった。不確定要素に頼たよった判断を良しとしない由宇だが、このときばかりは自分が抱いた予感に心震ふるわせた。

　それは恐怖だろうか。それとも期待だろうか。あるいは未知のものへの好奇心か。由宇自身、自分の感情に整理をつけられなかった。

　通路を走り、いくつか角を曲がったところで足を止めた。

「いやはや、勇ましいな」

　楽しげに笑うルシフェルが目の前にいる。

　年齢を考えれば肉体的には若いが、それでも老人の体たい躯くであるに違いなかった。手足も細い。渇いてひび割れた肌としわがれた声。しかし由宇はその老人を前にして、集中力を最大限にまで高めた。

「そこを通してくれないか？」

「そうもいかんのう。この先は艦かん載さい機きの倉庫。逃げられては元も子もない」

「そうか」

　意外な返答だ。いや海かい星せいに与くみしている立場なら意外でもなんでもないのだが、ルシフェルはどこか超然としていた。自分にさほど興味を抱いているようにも見えない。面白がってはいるが、それ以上の感情を向けられているとは思わなかった。

「一つ問いたい。おまえの目指すものはなんだ？」

　とても黒くろ川かわと目的を一つにしているとは思えない。確かに七つの大罪が中東やアフリカでどのような活かつ躍やくをしていたか考えれば、海星と行動をともにするのも納得いかないわけではない。だが、ルシフェルを見ていると、何かが違うと思えてくる。

　問いかけたところで返事はないのだろうと思った。しかしどこかで返事を期待していた。ルシフェルの良心や信念を信じたわけではない。何か人の利害と異なる価値観で動いているように思えたからだ。

「ふむ、そうよのう」

　顎あごを撫なでる。人を安心させる優しい仕草だ。由ゆ宇うは心の中だけで微笑ほほえんだ。肉親は勇ゆう次じ郎ろうしか知らないが、祖父がいるとすればこのような人物なのだろうか。

　ルシフェルが口を開き、何かを語る。しかし何も聞こえなかった。

「いま、なんと？」

　問いかけ一歩前に足を踏ふみ出す。とたん周囲の景色が歪ゆがみ、地面が揺れた。膝ひざが崩れたが、手をついてなんとか体を支えた。視界が溶けた飴あめのように歪んだ。フリーダムが揺れたのか。しかしその仮定を由宇は即座に否定した。

「ああ、ついにきたか」

　ついに体内に注射されたカプセルの融ゆう解かいが始まった。あと一分もすれば、致死性の毒が自分を殺すだろう。

「やれやれ。間の悪い」

　老人はもう興味はないとばかりに背を向けて立ち去る。しかしその姿を由宇は最後まで見ることはできなかった。毒が視力を蝕むしばみ、もうほとんど何も見えなくなっていた。ただ不思議と苦しみはない。

「苦しみはなしか。あの男も奇妙なところで、優しさを見せる。いや、岸きし田だ博士の意見か……」

　今いま際わの際きわに思い浮かんだのは、十年間自分を拘束してきた組織を束ねる二人の男の顔だった。由宇自身、思いもかけないことだったが、考えてみれば十七年の人生の中で、二人と接した時間は、既に父親である勇次郎と過ごした時間を越えていた。

　それを最後に、由宇の頭脳はゆっくりと思考を停止し始める。いや、止まりかけているのは心臓だろうか、それとも、心だろうか。

　──いささか疲れた。

　自分の存在が火種になるなら、いつ捨ててもかまわないとしていた命だが、しかし責任感がそれを許さず、これまで生きてきたと思っていた。

　父への娘らしい想おもいなど、とうに捨てたと思っていた。しかし、旧研究所の業火の中で、父の背を見たとたん、あんなに冷静さを欠いた自分に驚おどろく。

　由ゆ宇うの心は論理的思考から離れていく。最さい期ごくらいは、ただ心のおもむくまま、浮かんでは消える考えに身をまかせてもいいかもしれない、と思ったとき、今まで決して思い出さないようにしていた、三十二時間、己の心の奥底に封じていた、一人の少年の顔で心のすべてがいっぱいになった。

　あの少年は、闘とう真まは、どうしているだろうか。

　もし死んでいれば、黒くろ川かわが自分に伝えたに違いない。彼はまだ生きている。

　自分を救うと約束したからには、きっと今までの三十二時間、彼は無む茶ちやに無茶を重ねただろう。彼の身も心も、命すら惜しげなく使って、今、この瞬しゆん間かんも、彼はきっと必死の努力をしてくれているはずだ。峰みね島しま由宇を救うために。

　損得ではない。正義でもない。ただ、自分、峰島由宇が生きることのためだけに、彼は動いてくれる。

　今まで、そんな人間は自分の周りに一人もいなかった。峰島と聞けば皆、遺産とランクのことばかりだった。誰だれも由宇自身をかえりみてくれる人はいなかった。

　最初は、父に褒ほめられたい一心で勉強した。

　世に認められれば父が振り向いてくれるだろうかと思い、父をまね、発明もした。ブレインプロクシ、多段式軽ガスガン、フリクション・キャンセル……。総じてそれらは、自分のあずかり知らぬところで兵器や武器に転用された。道具の使い道は発明者が決めるのではない。使う側が決めるのだ。愛情こもった料理を作り出す道具である包丁が、時にその刃を人に向け傷つけることがあるように。

　幽閉されてから、そのことを嫌というほど知った。自分と父親が作り出したものが、どれほどの人を傷つける道具に使われているのか、嫌というほど味わった。

　だから幽閉されてからはずっと、自分の知識も自分の発明も自分の存在そのものも、誰かを傷つけるためにしか存在していないような気がしていた。

　ふと、体の芯しんから冷えていくような寒さを感じた。暖かい日の温ぬくもりが欲しいと思った。死に場所を選べるような身分ではないのかもしれないが、遺産で満ち溢あふれた破は壊かい兵器が棺かん桶おけなのは、悲しかった。死ぬなら自然の中がよかったと思った。

　由宇は自然が好きだった。日の光も風も雨も、由宇を特別視することはなかった。

　自然は、自分を避さけたり、自分を好奇の目で見たりすることはなかった。

　由宇の上にも小さな虫の上にもアスファルトの道路の上にも、平等に日の光は降り注ぎ、雨は皆と同じに由宇の肩を濡ぬらした。風は由宇だけをよけて吹くようなことはしなかった。

　だから由宇は、美しいこの世界が、自然が好きだった。

　十年間。地下１２００メートルで暮らした十年間は、ひたすらに日の光を欲した。

　あの少年と初めて出会ったときのことは死んでも忘れない。

　あの日、背中に感じた少年の暖かさは、あの日得られなかった陽ひの暖かさと同じだ。

　あの時、陽のぬくもりに由ゆ宇うの手は届かなかったが、由宇をかばい抱き寄せる人のぬくもりは確かに感じた。その二つのぬくもりは、とてもよく似ていた。

　自分は峰みね島しまの娘。少女につけられた番号はＳ─００００１。

　誰だれもが自分の脳の中から知識と記き憶おくを吸い出し、利用価値がなくなったらゴミのように捨てるだろう。

　──もし、私の頭の中から、綺き麗れいさっぱり何もかもなくなったら。

　由宇は思い巡らせる。

　ＡＤＥＭも誰も、彼も、私を必要としなくなる。こんな醜みにくいただの娘には、誰も振り向かなくなるだろう。

　いや、その時は、私自身、私を必要とするだろうか。

　父親の存在が消えて、遺産犯罪のすべてが終わって、私にも私の知識が必要でなくなったら。私が天才少女でなくなったら。

　そうしたらどうなるのだろう。

　私は何者であるのだろう。何ができるのだろう。

　由宇は自分に問いかけた。

　生まれたときから、なんでもできたから、私には解わからない。

　峰島由宇はどういう存在なのだろう。考えても解らなかった。

　でもきっと、彼なら知っている。能天気で馬ば鹿かで破は廉れん恥ちな、考えなしのあの少年なら、私でも解らないその答えを知っている気がする。

　計算ができなくても発明ができなくても天才の欠片かけらもなくても、彼はきっと私を好きでいてくれるだろう。

　なぜなら、彼は私の遺産知識が欲しくて、一いつ緒しよにいてくれるわけではないから。

　自分のために命をかけて闘たたかってくれる彼がいるかぎり、自分は生きていかなければならないと思う。たとえ誰かを傷つけることになっても。たとえ死ぬより辛つらい境遇に立たされても。簡単に命を捨ててはいけない、あきらめてはいけない、それが彼の想おもいに対する、自分なりの思いだったはずなのに。

「……とうま……すま…な……い……」

　あの少年は間に合わなかったことを、一生、悔やむだろう。三十二時間、少年の決死の努力を無む駄だに終わらせてしまうことに、少年の心に一生消えない傷をつけてしまったことに、どう詫わびればいいのか解らなかった。声に出したところで、届くはずのない言葉を、必死で伝えようとした。

　闘とう真まの泣く姿が容易に想像できる。自分のためなどに涙を流さなくてもいいのに。ふと、男のくせに泣く姿を容易に想像できてしまうのはいかがなものかと思い、死の間ま際ぎわ、暗い絶望しかなかった由ゆ宇うの心に、ほんのわずか微笑ほほえむような気持ちが生まれた。

　しかし──。

　その微笑が彼女の美しい唇に浮かぶことはないまま、毒に蝕むしばまれた体は、ついに思考を停止させた。フリーダムの旋回する慣性に引っ張られるまま、腕が動くのをかすかに感じた。

　床が頬ほおから熱を奪う。苦しみはない。ただ寒さだけがあった。体が冷たくなっていく。たとえようもない孤独感が、心を蝕んでいった。しかしその孤独感も意識が消え去るとともに消えた。

　深い暗くら闇やみだけが残った。
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　白い天てん井じようが見えた。その天井にさらに白い線が何本か見えた。部屋を照らす青白い蛍光灯のあかりだと理解するまでにしばらくかかった。

「ここは？」

　闘真は目線だけで周辺を探る。思考に霞かすみがかかり、横に置かれたモニターや自分のものらしい心音などから病室であるらしいことはなんとなく見当がついたが、たぶん知らない場所だった。

　それからも数分、少年はぼんやりと天井を見ていた。頭が回らない。何を考えても、頭がはっきりとしない。それどころか何を考えていいのか解わからない。のしかかるような疲労感だけが、頭だけでなく全身によどんでいた。

「いったい……どうしたんだろう？」

　人の気配があった。

『気づいたか』

　聞き覚えのある声が、耳元でした。ただ誰だれだか解わからなかった。しかたなく重たい頭をゆっくりと回して、声の主を見ようとした。しかしそこには誰の姿もない。小さなテーブルと椅い子す、そしてノートパソコンが一台あるきりだ。

『何をぼうっとしている？　確かにそれはおまえの専売特許だが、いまはそれを披ひ露ろうしている場合ではないぞ』

　しかし声はした。誰かに似た皮肉な言葉。あいかわらず姿は見えなかった。

「あ……れ？」

『しっかりしろ、坂さか上がみ闘とう真ま。俺おれの姿を忘れたか』

　ノートパソコンに電源がひとりでに入る。室内にはない強烈な光が、闘真の脳を刺激した。

「もしかして……風かざ間ま？」

『もしかしてもなにもあるか。俺以外に人間とこれほど高度なコミュニケーションを取れるノートサイズのコンピュータなどない』

「あ、……ああ、そうだね……」

　闘真の言葉が途中で途切れる。ぼんやりとした表情の中に、徐々に険しさが混じった。

　目に戻る光の色は怒りだ。

「僕、どれくらい眠っていたの？」

『ようやく状況を呑のみ込めたようだな。おまえが昏こん睡すいしていたのは二十二時間と七分だ』

「二十二時間も……」

　呆ぼう然ぜんとしていた闘真だが、勢いよくシーツをはぎ取るとベッドから起きあがる。しかしすぐに床に転げ落ち、体を丸めた。激痛が全身を責め立てたのだ。

『状況は解っても、自分の体のことは解っていないようだな』

　風間は心底呆あきれ果てていた。

『自分の体のことが解っていないようなので、教えてやろう。《希望》の事件のときに、おまえは肋ろつ骨こつを折っている。その状態で、かの事件の戦せん闘とう行為に複数にわたり参加。のちに峰みね島しま由ゆ宇うとの逃亡においても、戦闘を繰り返している。その時点でおまえの体には限界が来ていた。体の痛みを無視するのが得意なようだが、あまり誉ほめられたものではないな。蓄積したダメージは、いずれ取り返しがつかなくなるぞ。そして比ひ良ら見み特別禁止区域で七つの大罪という遺産を使用する強敵と戦闘。この時点でおまえの体はレッドゾーンだった』

　風間は沈ちん黙もくを置き、闘真の様子を見る。ベッドから起きようとした闘真は、その途中で停止していた。それが体の痛みから来るものでないことはすぐに解った。

『さらに地下に閉じこめられた後、比良見特別禁止区域で起こった出来事だが。自分が何をしたか覚えているか？』

　止まっていた闘とう真まの体が痙けい攣れんを始めた。口を押さえしゃがみ込む。しかし抑えていたのも一いつ瞬しゆんで、すぐに嘔おう吐とした。

　口からこぼれたのは胃液だ。すでに摂取した食事は消化され、はき出せるものがない。かわりにこぼれたのが胃液だった。長らく闘真の苦しげな呼吸と、吐と瀉しや物ぶつをまき散らす音がした。

　ようやく収まったときには、

「……おぼえてるよ」

　生きているのか疑わしくなるほど、生気に欠けた声で答える。苦しげに歪ゆがむ顔が、皮肉にも生を感じさせる。

『恨むか？』

　闘真の裏の人格を目覚めさせたのは風かざ間まだ。

　声は淡々としている。冷静、を通り越し無感動ですらある。しかし、それこそが彼本来の姿なのだろう。感情表現は人間とのコミュニケーションを、円滑にするための手段に過ぎない。

「なんで？　感謝してるよ。ああやってくれないと、いまでも僕はあの地下に閉じこめられてた」

　口の周りをぬぐい、闘真はふらつきながらも立ち上がった。部屋の隅に積まれている自分の衣類のもとへ歩く。途中、吐き出したばかりの吐瀉物を踏ふんでしまうがおかまいなしだ。そんなことに気を遣う余裕などなかった。

　のろのろと着替えを始める。いや、闘真は急いでいるつもりなのだろう。しかし全身をさいなむ激痛と、押し寄せてくる罪悪感とで、二重に責められ、いまや闘真は心身共にボロボロだった。

『現実を教えよう。いまのおまえに戦せん闘とう行為は無理だろう。もって五分。それ以上は命にかかわる。いや、それ以下でも命にかかわるが五分以上は危険すぎる』

　闘真は無言のまま、着替えを終えた。

『言っている意味、理解しているな？』

「うん、解わかってる」

『それでも行くか？　いや、行ってもらわないと困るが、ためらいはないのか？』

　珍しく風間がしつこく尋ねてきた。

「いままでずっと助けられてきたから」

　──そう、助けられてきた。

　小さい頃ころは母親に助けられて成長した。真まな目め家に引き取られてからは、何かと麻ま耶やがかばってくれた。一年半前の事件の後も麻耶は陰ながら見守ってくれ、横よこ田た健けん一いちというまるで赤の他人までもが闘真の身を案じてくれた。

　ずっと助けられて育った。一番大事な真相から遠ざけられるかわりに、常に誰だれかの救済の手があった。

　麻ま耶やは自分の穏おだやかな気性がいいと言ってくれた。違う。何も知らなかったから、無知だったから穏やかでいられただけだ。

　闘とう真まは風かざ間まを脇わきに抱えると、足を引きずりながら外に出た。誰だれもいない。警備が甘い。きっと余裕がないのだろう。

　闘真は無人の廊下を歩く。

　一歩一歩歩くたびに、体中の骨が軋きしむ。筋肉が悲鳴を上げる。比ひ良ら見み特別禁止区域で暴れ回った代だい償しようだ。手首が痛む。包帯から血がにじんでいる。手首を切られた代償だ。

　何よりも、もう一人の自分に闘真は助けられてきた。嫌なことはすべて彼が請け負った。つらいことも全部彼がかぶった。どんなときも。

　それはもうできない。もう一人の自分に、すべて押しつけることはできない。甘えるのは、もう駄だ目めだ。

　──ようやく俺おれを認めたな。

　頭の隅で誰かが語りかけてきた。暗い声だった。

「ああ」

　独り言のようにつぶやく声も、暗い。

　目の前に続く、薄うす暗ぐらいタイル張りの廊下。なんの変哲もない廊下を進む。一歩、一歩。

　しかし、闘真には解わかっていた。一歩進むごとに大事な何かが点々と零こぼれていく。一歩進むごとに、自分の中にすむ忌いまわしいものの脈打つ音が大きくなっていく。

　きっとこれはもう、後戻りできない道だ。
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「こっそり抜け出して、どこに行くつもりですか？」

　ふいに背後で声がした。気配はそれまで皆無だった。反射的に振り向くと、体中に痛みが駆け抜けた。背後の人影が誰であるか確認するまもなく、うずくまってしまう。

「何をやってるんですか、あなたは」

　呆あきれた口調が頭上からのしかかる。

「怜れい……さん？」

　痛みがおさまり見上げると、感情の読めない表情で怜が静かに立っていた。折り目正しく綺き麗れいに仕立てられた黒いシャツ。見慣れた黒ずくめの姿は、いつにもまして威圧感があった。

「怜さん、あの……どうしてここに？」

「先に質問をしたのは私ですが」

　怜は無表情のまま応こたえる。否いな、声の調子に怒りがわずかながら混じっていた。

「あ、ええと……トイレに」

「トイレに行くのに、わざわざ外出着に着替えるのですか？」

「いや、だから……」

「また危険なことに首を突っ込むつもりなのですね。無自覚なまま」

　怜れいはやはりいつも以上に非友好的な態度だ。

「あなたはいつもそうだ。そうやって、気ままに行動できるのは誰だれのおかげだと思ってるのですか？　誰のおかげでいまもなお自由でいられると思ってるのですか？　誰があなたのかわりに泥をかぶっていると思うのですか？」

　声から徐々に穏おだやかさが消えていった。怒気に塗りつぶされていく。

　闘とう真まは予想もしなかった。数えるほどしか会ったことはないが、怜は常に冷静沈着というイメージがあった。いや、いまの怜もそのイメージから大きくかけ離れてはいない。しかし、いつも怜が見せていた印象からは、完全に逸脱したものだ。

「あなたはどういうつもりなんですか!?」

　簡単な言葉の問いかけが胸の底に響ひびく。怜の言葉は正しい。いままで指摘されなかったのが不思議なくらい、正当で正論だった。

　それはもう解わかっていた。だから闘真は目に強い意志を宿して、怜を睨にらんだ。

「解っています」

　渇いた喉のどに一度言葉が通ると、あとは滑るように言葉が生まれた。

「だから行きます。僕は行かなきゃならないんです。ずっと甘えて育ってきた自分に終止符を打つために。過去の自分に決別するために。僕は僕がすることを自分で受け止めるためにっ！」

　怜の切れ長の瞳ひとみが、少しだけ細くなる。あるいは、闘真の反応は予想外だったのか。わずかだが何かに躊ちゆう躇ちよがあった。

「そう、それがあなたの答えですか。また危険を冒し、麻ま耶や様にどれほどのご心労をかけるか、周囲にどれほどの被害を与えるか、考えもしないのですね」

「解ってます。解ってるつもりです」

「ほう、では麻耶様がお倒れになられたことも知っているとでも？」

　虚をつかれ、闘真は棒立ちになる。

「麻耶に何かあったの？　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ええ。肉体的な疲労と心労によるものですから」

「そうか、よかった」

　怜が大丈夫と言うのなら大丈夫なのだろう。闘真は安あん堵どした。だがそれは安直だった。

「何が原因でこうなったとお思いですか？」

　闘真に向けられた厳しい口調が、すべてを物語っていた。

「あなたには安堵する権利も心配する権利もありません」

　怜は一歩詰め寄る。体に纏まとうのは明らかに殺気。否いな、殺意と呼ばれるものだ。

「どこに行こうとしたか想像はつきますが許可できません。これ以上、あなたの好きにさせるわけにはいきません」

　濃密なそれはしかし怜れいの涼しげな容姿にふさわしく、風のようだ。ただし皮ひ膚ふを切り裂くほどの鋭い風だ。

　怜は凜りんとしたたたずまいで闘とう真まの前に立つ。

「力ずくでもあなたを止めます」

　宣戦布告と思えないほど、穏おだやかな口調だった。殺気を纏まとっている人間の口調とは思えなかった。しかしすでにそのときには、怜は動いていた。突然、怜の体が拡大した。そうとしか思えないほど音もなく、急接近してきた。

　闘真は背後に一歩下がり、距離を置こうとした。体を蝕むしばむ激痛を言い訳にできない。痛みを奥歯でかみ殺し、健常のときと変わらない反応で、闘真は回かい避ひしようとする。

「遅い」

　しかし、すでに怜の手が腹に触れていた。重たい衝しよう撃げきが、腹から背中に抜けた。自分の意思とは関係なく、足は地を離れ、体が真後ろに跳んでいく。

「いまのは縮地法、あるいはもっと簡単に縮地と呼ばれる歩法です」

　怜の言葉が追ってくる。否いな、背後に吹き飛ばされた闘真と同じ速度で、追ってきていた。神速の域の技量に、驚おどろくまもなく両手を組んで大きく振り上げた怜の姿が見える。いまだ闘真の宙にあった体は、振り下ろされた手により、地面に叩たたきつけられた。

　鞠まりのように跳ねながら、闘真の体は廊下を転がっていった。

「麻ま耶や様を守るため、死にものぐるいで習得した技術の一つです。いかがですか？」

　返事をしようにも声が出せない。痛みで脳の奥で火花が散っている。思考も痛みと驚きで混乱していた。

　カツカツと冷れい徹てつな音を響ひびかせながら、怜が近づいてきた。ほつれた髪の間から見下ろす怜の瞳ひとみは、氷のようだ。

　闘真はふらついた足でなんとか立ち上がる。

「そのていたらくで、もう麻耶様にご心配をかけないと？　自分にふりまわされないなどと？　笑わせないでください」

　ふらつく闘真を、怜は冷たく鼻で笑った。冷たく笑ったまま、怜の抜き打ちの拳こぶしが、闘真の腹に突き刺さった。

「あがっ！」

　膝ひざから崩れ落ち、空になったと思った胃から、胃液がさらに逆流する。闘真の腹にめり込んだのは拳ではない。刃のように研とぎ澄すまされた怜の指先が、横隔膜に直接ダメージをあたえた。

　地獄の苦しみが闘真に襲おそいかかる。床の上で転げ回った。

　苦しむ闘真になんのためらいもなく、怜は綺き麗れいな弧を描くキックをお見舞いする。さらに吹き飛ばされた闘とう真まの体は、壁に激突してようやく止まった。

「これも麻ま耶や様を守るために身につけたもの」

　先ほどとまるで歩調を変えず、怜れいは詰め寄ってくる。ただ声にこもる感情の熱は、高まっていった。

　闘真は構えを取る。幼い頃ころにたたき込まれた鳴なる神かみ流りゆうの構えだ。

「ようやくやる気になりましたか。あなたは怪け我が人にんです。一いち撃げきでも、私に当てることができたら、よしとします。あなたの行きたいところへ行かせましょう」

「……本当、だな？」

　闘真の声が通常より、一段低くなる。苦しみからだけではない。口調も、変わった。

「ええ、嘘うそは言いません」

　闘真の心が少し軽くなる。超えるべきハードルが低くなったからではない。見知った人間と戦うのは心苦しいからだ。

　しかしそんな気持ちは傲ごう慢まん以外のなにものでもなかった。体の痛みを無視して、反撃を試みたが、それはあっさりとかわされる。

「これも麻耶様のために習得した技です」

　勢いに流れる闘真の体を横目に見ながら、怜は華か麗れいな技で攻撃を繰り返した。容赦ない攻撃が続いた。そのたびに闘真の体は床を転げ回った。

「これも、これも。八はち陣じん家けとして、修行してきた成果です」

　壁によりかかってなんとか立ち上がっている闘真に、怜の拳こぶしが雨のように降り注ぐ。顔に、腹に、胸に、頭部に、倒れる暇もなくなす術すべもなく、闘真は殴なぐられ続けた。

「すべては麻耶様を守るため」

　倒れそうになる闘真の襟えり首くびをつかみ、顔に引き寄せる。

「しかし麻耶様がかばい、気遣おうとするあなたは、こんなにも愚かで、ふがいない」

　かすんだ視界の中に怜の顔があった。痛みの中で闘真は少しだけ安あん堵どしていた。この人はこんなにも麻耶のことを心配してくれている。たとえ自分が死んでも、麻耶のそばには、麻耶を心から想おもう人がいてくれる。

　しかしその想いは怜には不快に映ったようだ。

「ずいぶんと余裕ですね。この期ごに及んで笑うとは。では、これでどうです？」

　怜は手を離すと、軽くバックステップした。同時に闘真の体が倒れそうになる。しかし無慈悲な麗人はそれを許さない。バックステップし置いた距離を発射台に、最初に闘真に見せた歩法、縮地を披ひ露ろうする。繰り出されたのは拳ではなく、足。長い足が闘真の体をくの字に曲げ、彼方かなたに吹き飛ばした。

　壁と地面に叩きつけられた闘真は、ついに動かなくなる。起きあがろうとしても、指先一つ言うことを聞いてはくれなかった。

　意識が薄うすれていく。意識が薄れるにつれ、全身の痛みが引いていく。このまま意識を落としてしまえば、何もかも楽になるだろう。甘美な誘ゆう惑わくに闘とう真まは屈しそうになる。このまま戦い続けても、勝てるはずがない。怜れいは圧倒的に強かった。それとも自分が弱いのか。これ以上続けてもただ自分の体を痛めるだけのものでしかない。

　寝てしまおう。このまま気を失ってしまおう。楽になろう。

『三十二時間以内に来なかったら、一生恨むぞ』

　誰だれかの声が聞こえた。聞き覚えのある声だ。忘れてはならない大事な声だった。大事な言葉だった。

　もう思考もままならない頭の中に、ぼんやりと一人の影が浮かんだ。誰だろう。髪の長い美しい少女だ。

　いつも呆あきれられているか、怒られているような気がする。いつも慌てているか、謝っていたような気がする。誰だろう。

「……ああ、由ゆ宇う……だ」

　ようやく少女の名前が頭に浮かんだ。

「え？」

　倒れて動かなくなった闘真に背を向け歩き始めていた怜は、独り言を聞きつけ振り返った。しかしやはり闘真は動く様子を見せない。

　──三十二時間以内に来なかったら、一生恨むぞ。

　──……痛い。少し加減……しろ。

　──ＬＡＦＩサードを持っていけ。性格は悪いが、何かと便利だ。

　記き憶おくの中の少女は、苦しそうにしながらも闘真の身を案じていた。これから己の身に降りかかる運命のほうが遥はるかに過酷なのに。それでも少女の目は、闘真の身を案じていた。

　ぎりっと奥歯を噛かむ。血の味が口の中に広がった。

「……そうだった」

　ずっと十年、地下に幽閉されて暮らしてきた少女。外に出ることも許されず、陽ひの光という当たり前のものに焦がれ、決して得られない自由を渇望していた。しかし峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘という烙らく印いんがある限り、彼女にそんなものはない。そんなものすら許されはしない。

「……なのに」

　ほんの一時の自由も謳おう歌かしてはならないのか。由宇を捕らえ利用しようとしている人間は、どうして誰も彼女を一人の人間として見てやらないのか。

「……違う」

　周りを恨んでもしかたない。少女はそんなことは望んでいなかった。彼女はただ世界を愛し、それのために自己を犠ぎ牲せいにし続けた。

　だから闘真はそのとき思ったのだ。

　──由ゆ宇うは僕が守る。

　なのにいま自分はなぜ倒れている？

　手のひらが地をつかんだ。まだ動く。足の先にも、自分の意思はなんとか通じる。つま先が床を求めて、動いた。まだこんなにも体が動くのに、なにを倒れている。

「ふざ……けるな」

　なにをこんなところで呑のん気きにしている？

「助けると、約束したんだっ！」

　腹の底から、あらん限りの想おもいを込め、闘とう真まは叫んだ。







　怒声を聞きつけ再び振り返った怜れいが見たのは、幽鬼のように立っている少年の姿だ。押すだけで倒れそうなほど、その姿は危うかった。

「息を吹き返しましたか。まったく、コンピュータだというのに、よく気の回る」

　怜は闘真の横に落ちていたノート型のパソコンに目をやった。風かざ間まが発したたった一言が、闘真に最後に残った気力を振り絞らせた。

「しかし結果は変わりませんよ」

　立ち上がったのは驚きよう嘆たんすべき事実だが、しかしそれまでだ。いまの闘真は戦える体ではない。それどころか命にかかわる。

　さすがの怜も闘真を殺す意思はない。殺して誰だれが一番悲しむか知っているからだ。ならばこれ以上、身体からだにダメージをあたえぬよう意識を奪うしかない。

　怜は闘真がよけいな反応ができないよう、今日三度目の縮地を行う。速さは本物。ダメージは最小限に闘真の意識を刈り取る。

　しかし顎あごを狙ねらった拳こぶしが空を切った。

「なっ！」

　闘真にかわすモーションはなかった。直前まで立っているのがやっとの状態だったはずだ。しかし現実では、怜の攻撃は空振りに終わった。

「迎えに、行くんだ……」

　闘真が拳を振り上げる。鳴なる神かみ流りゆうの構えではない。それどころかどんな構えでもない。ただのシロウトの、子供のケンカレベルの拳の振り上げ方だ。

　怜にしてみれば攻こう撃げきの範はん疇ちゆうにすら入っていない。そんな動作だった。驚おどろきはあったがかわす余裕はあった。怜は充分な距離を置いて、闘真の拳をかわした。

　しかし風を切る音は、耳元で鳴った。怜はさらに驚く。そんな紙一重のかわし方をしたつもりはなかった。しかし耳には風切り音が残っている。

　闘真は殴なぐった勢いのまま、怜の体に倒れ込む。次の攻撃がもう来たのかと身構えたが、そうではなかった。

　ついに力を失った闘とう真まの体が、倒れてきただけだった。文字通り、最後の力を振り絞った攻こう撃げきだったのだ。

「ふう」

　ため息交じりに、倒れる直前の闘真の体を受け止める。

　頬ほおがひりついた。指でなぞるとかすかに腫はれている。

　闘真の拳こぶしは、怜れいの白い頬をわずかにかすっていた。
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　闘真が意識を取り戻したのは、体がゆりかごのように揺れるのを感じたからだ。

「目が覚めましたか？」

「あれ？　なに？」

　意外な声と意外な場所に、闘真は目をしばたたかせた。隣となりにいるのはなぜかつい先ほどまで戦っていたはずの怜で、これもなぜかハンドルを握っている。さらになぜか窓の外の風景が高速に背後に流れていく。

　車に乗っているのだと理解するまでたっぷり十五秒は費やした。

「あの、怜さん、どうして？」

　おそるおそる問うた。怜に対する印象は、鬼人のごとき強さを見せた先ほどの戦いですべて上書きされている。

「約束ですから」

　怜の声はいつもと変わらない。二人が戦ったのはじつは夢なのではと疑いそうになるほど、超然としていた。

「約束って、なんですか？」

　少しだけ怜の顔に表情が混じる。不機嫌だ。

「ほとんど偶然の産物でした。一撃と言うにははばかられる、お粗末かつ、ささやかなものでしたが」

　怜は一度だけ長いため息をついた。それで何か感情をはき出したのか、いつもの表情に戻っていた。

「しかし、まあ、約束は約束です。ここで約束を違たがえては、麻ま耶や様の名に傷がつく。あなたは約束通り、私に一撃あてました」

「じ、じゃあっ！」

「しかたありません。私にはもう止める権利はない」

「それで、どこに向かってるんですか？」

「ＡＤＥＭの残党……と言えば聞こえは悪いですが、彼らの集結している場所です」

「あの、もう一つ質問が」

「いいですよ」

「どうして怜れいさんも一いつ緒しよに行くんですか？」

「行ってはいけませんか？」

「いえ、いけないとかじゃなくて」

「送っては迷惑ですか？」

「いえ、迷惑とかじゃなくて……」

「あなたに半分は八つ当たりであたえた痛手分くらいは、手伝おうかと思っただけですが困りますか？」

　手伝うと言われているのに、何か脅迫されている気持ちになる。

「ええと、手伝うって……？」

「つゆ払いです」

　闘とう真まがやはりわけが解わからず、どう答えたものか考えあぐねていると、怜が先に口を開いた。

「一応、治ち療りようはしましたが、あなたは満まん身しん創そう痍いです。この事件の解決が、麻ま耶や様の厳命です。私はそれに従うまで。この先、何があるとも解らない。私の手伝いはいりませんか？」

「えーと、……お願いします」

　どう反応していいか解らず、闘真はとりあえずお辞じ儀ぎした。

「こちらこそ」

　思いがけないタイミングで怜の笑顔を見た闘真は、しばらく目を白黒させていた。
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「いま由ゆ宇うはどこにいるか解る？」

『捜索中だ。ただ期待するな。相手は目に見えない、レーダーに探知されない完かん璧ぺきなステルス機だ。発見は困難だ』

「だって比ひ良ら見みで、ステルス核ミサイルを発見してたじゃないか」

『ある程度の軌道の予想、そして雲に干渉するという事実があってこそだ。海かい星せいは雲の動きから探知されるようなミスはしないだろう。高々度を飛行し、雲への干渉を最小限に抑えているはずだ』

　怜が横目に闘真を見た。

「闘真様は、真まな目め家を頼たよろうという発想はないのですね」

「え？　だって麻耶に迷惑かけるわけにいかないし……」

「これはもう、あなた個人の問題ではないのですが。しかし、真目家があなたにとって頼る存在でないことは、ある意味とても尊敬できる部分ではあります。麻ま耶や様もだからこそ心許せるのでしょうから」

　そう言うと、怜れいは何かふっきれたように笑った。

「ＡＤＥＭのほうで、なにか動きがあったようです。ついさきほど、フリーダムを発見したという情報が入りました」

「ほんとに？」

「はい。しかも、フリーダムから直にその情報を送ってきたのは、ほかならぬ峰みね島しま由ゆ宇うの可能性が高いそうです。今、米軍および、ＡＤＥＭの攻こう撃げき機きと交戦中です」

「由宇が……!?　由宇は無事なんだね!?」

　心の底からわきあがる喜びと希望の光に、闘とう真まは体の激痛も忘れ、硬く拳こぶしを握りしめた。
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　太平洋の上空をフリーダムが飛んでいた。無敵と設計されたフリーダムは、あろうことか黒煙をあげ、無ぶ様ざまに逃げていた。

　ステルス機能がとりはらわれたあとも、峰島勇ゆう次じ郎ろうの発明品、ト00合金の絶対の強さを見せつけたかに思えたフリーダムだが、度たび重なる最新鋭機の攻撃に、徐々に力を奪われていた。

　残るただ一機の戦せん闘とう機きはＦ─１１７ではなかった。もはや最新鋭とは呼べない、Ｆ─15である。だがいまやその機動性は完全にフリーダムを翻ほん弄ろうしていた。鉄壁に思われたフリーダムの装甲は、しかしやはり未完成品であった。覆おおわれている装甲の中でも溶接部や非常ハッチなどの弱点を、最後に残ったＦ─15戦闘機が的確に攻撃する。

　ついに巨大な空の要よう塞さいは、悲鳴を上げながら太平洋の海に腹をこすりつけた。

　それでもしばらくは抵抗を続け、大きな水しぶきを背後に残し、なんとか上昇しようとする。

　しかしついに重力につかまるときがきた。フリーダムの巨きよ躯くは最後に一番大きな水しぶきを高々と上げ、海に落ちた。

「フリーダムの撃墜に成功しました」

　最後の一機で撃墜したにもかかわらず、パイロット──アドバンスＬＣ部隊に名を連ねる越こし塚づか清せい志し郎ろうは冷静な声で報告をする。

　その眼下には、なんとか海に沈まずに漂うフリーダムが横たわっていた。




　　　　　　　　６




「あの、一つ聞いていいですか？　運転の邪じや魔まじゃなければ」

　ハンドルを握る怜の邪魔にならないよう、闘真はおそるおそる聞いた。

「いいですよ」

　怜れいの返事は至極平淡だ。ハンドルを握る手に迷いはない。いや、あれはハンドルではなく操そう縦じゆう桿かんというのかな、と闘とう真まは頭の片隅でぼんやりと考える。

「どうして、いま僕達たちは飛行機に乗ってるんですか？」

　夜でよく解わからないが、窓の外は一面が海だ。

「ＡＤＥＭに向かっていると言ったはずですが？　いえ、正確には現在のＡＤＥＭの主戦力のある場所ですが」

　車に乗ってるときに怜は何度か電話でどこかとやりとりをしていた。ハンドルを乱暴に切り行き先を変更しているうちに、いつのまにか機上の人だ。しかも闘真の記き憶おくに違いがなければいま乗っている飛行機は戦せん闘とう機きのたぐいで、ヘリでもないのに真上に向かって離陸した。闘真の乏しい知識の中でそういうことのできる戦闘機は一つしかなかった。

「これって、ハリアーですか？」

「違います」

　にべもない。由ゆ宇うと風かざ間まと一いつ緒しよに行動したことで、馬ば鹿かだと直接なじられたり遠まわしに嫌味を言われたりすることにはかなり慣れたが、怜の無言のプレッシャーは違った意味で辛しんらつだった。

「それでどうして海なんですか？」

　それでも馬鹿正直に聞くのが闘真の長所であり短所でもある。

　ＡＤＥＭ本部にしてもＮＣＴ研究所にしても大地にあった。闘真の疑問はもっともなことだ。

「ＡＤＥＭの主力部隊が、こちらに移ったからですよ。理由はもう少しで解わかります」

　何か既視感デジヤビユめいたものを感じた。予感に近かった。それからしばらくの間、戦闘機は海の上を飛ぶ。やがて予感は確信へと変わった。

「あれは……」

　海の上に浮かぶ巨大な物体に目を大きく見開いた。夜の海よりなお暗い、平らな形状をしたそれは、海面上にあった。見覚えのある形をしている。

「これって、まさか」

　それを初めて見たのは空だ。突然何もない空間に現われ、大群の軍隊をはき出し、由宇をさらった忌いむべき敵の兵器だ。それがなぜかいま海面に浮かんでいる。その背中に何機かのヘリが着陸していた。飛行機の背中にヘリとは、悪い冗談にしか思えなかった。

　怜はたいして感かん慨がいを抱いた様子もなく、操縦桿を動かし悪い冗談の一つに加わる。

「降りてください」

　怜にうながされ戦闘機を降りる。野球やサッカーのグラウンドより広い空間があった。

　初めて峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産にかかわった事件、スフィアラボを見たときの感覚に似ている。常識外の巨大さ。その常識外の代しろ物ものは、あろうことか空を飛び姿を完全に隠してしまう。

「やあ、ようこそようこそ」

　緊きん張ちよう感かんを根こそぎひっくり返しそうな緩ゆるんだ声が、二人を出迎えた。

「もしかしてこれってＹａｋ─１４１、フリースタイル？　開発中止じゃなかった？　真まな目め家って、なんでこんなものまで持ってるんだろうね」

「ヤコブレフから実験機を買い取り、いろいろいじりました。ＪＳＦ計画に真目家も参入する予定でしたので。運用されている超音速ＶＴＯＬ機は、世界でもこの一機だけでしょう。いざというとき、いろいろと便利です」

　事情が解わからない闘とう真まは目を白黒させる。

「八や代しろさん？」

「やあ、久しぶり。思ったより……元気……あ、うん、元気そうだね。あのときの闘真君のパンチは痛かったよ。でも大だい丈じよう夫ぶ、ぜんぜん根になんか持ってないから」

　頬に手をやり、痛そうにさする。最初、闘真はなんのことかさっぱり解らなかった。そしてはたと思いつく。《希望》の街から由ゆ宇うと逃げるとき立ちはだかった、というよりは見送りに来た八代を、由宇が殴なぐって気絶させたことだ。

「殴ったの僕じゃないですよ。それに殴れって言ったの、八代さんじゃないですか！」

「大丈夫、上には君に殴られたって報告しておいたから」

「何が大丈夫なんですか！」

「だって考えてもみてよ。僕より頭一つ小さい女の子に殴られて気絶したなんて、恥ずかしくて言えないよ。しかしいいパンチだったなあ。意識を見事に刈り取られた」

　恥ずかしくて言えないどころか、いま嬉き々きとして語っている。

　闘真はそこで簡単な事情をようやく知った。

　八代達たちが由宇から通信を受けてフリーダムの一機を発見したこと。苦戦はしたがなんとかフリーダムを撃げき墜ついしたこと。

「それで由宇は？　由宇はどうしました!?」

　もう時間は残り少ない。のんびりしている暇はなかった。

「落ち着いて闘真君。気持ちは解るけど、ここは落ち着こう。いま説明するから」

　闘真はなんとか感情を沈めると、八代の説明を待った。

「ずいぶんとのんびりしてますね。まだ中に敵がいるのでは？」

　怜れいは怪け訝げんな顔で周辺を見渡した。フリーダムの背中にはＡＤＥＭ関係者が数えるほどしかいない。

「ああ、大丈夫。あらかた片付いたから。あちらさんのおかげ」

　八代が背後を親指で指さす。そこにはアドバンスＬＣ部隊のあきらと萌もえ、そしてアリシアの三人がいた。

「たった三人で？　しかし何千という兵士がいるのでは？」

「いや、いなかった。五十人も乗ってなかった。由ゆ宇う君が乗ってるはずなんだけどね。それに彼女の話しぶりじゃ、もっと大勢の兵士がいたはずなんだ。それがもぬけの殻」

「え？」

　闘とう真まが驚おどろきの顔になる。

「由宇が乗ってるんじゃないんですか？」

「いや、この飛行機に峰みね島しま由宇は乗っていなかったんだよ。おかしなことにね。彼女はこの飛行機からＡＤＥＭに連絡し、位置を知らせてきたはずなんだけど」

「墜落前に脱出したわけではなさそうですね」

「そうだねえ。なんか違和感があるんだ。もぐらのお姫様からもらった情報と、ちぐはぐな部分が多すぎる。まったくここにきて、不可解なことだらけさ」

　駆け出そうとする闘真を、八や代しろが腕をつかんでグイと引き止めた。

「勝手に動かないで欲しいな。どこにいくつもり？」

「決まってます。由宇を探しに行くんです」

　闘真の指さす先には、開けられた上部ハッチがある。

「だめだ。あぶない。下から浸水してる。あと三十分もしないうちに沈むだろうね。小笠原海峡か。海の底一万メートルからの回収は不可能だろうな」

「でも由宇がいるかもしれないじゃないですか！」

「いいや、いないね。この飛行機はオトリだ」

　しかしそう答えながらも、八代自身何か納得していなかった。

「オトリって言ったけど、どうも釈然としないんだよね。捕らわれのお姫様を助けるのを攪かく乱らんしたかったのか。でもだましても無意味だし……」

　首をかしげて唸うなる八代に、闘真は思ったことを口にした。

「誰だれをだますんですか？」

「誰をって、そりゃ決まってるじゃないか。僕達たちＡＤＥＭの……」

　八代は言葉を切り、しばらく視線を空にさまよわせる。口の端が、笑みの形につり上がった。

「それか、そういうことか。ありがとう、闘真君。いいヒントだったよ。ＡＤＥＭを、自分達をだますためって思いこんでた。これだから、負け犬根性がしみついてる組織はやだね。そうだよ、その可能性もあるか」

　一人納得する八代を、闘真が怪け訝げんそうに、はがゆそうに見ているのに、彼のいつもどおりののんびりした口調は変わらない。

「うーん。黒くろ川かわともぐらのお姫様。二人セットなら、伊だ達てさんに聞くしかないか」







『あの娘が知らせてきた状況と一致しながらも、フリーダムはもぬけの殻からだったと？』

「はい。状況に矛盾があります」

　伊だ達ては通信機の向こうで黙だまった。どんな難しい顔をしているのか、なんとなく想像のつく八や代しろだった。あまり話を聞かれたくない闘とう真まがそばにいないことを確かめる。

『黒くろ川かわ、あの男は人の心を扱うのに長たけている』

　思索に整理がついたのか、伊達は話し始めた。

『峰みね島しま由ゆ宇うの心に強固なセキュリティがあると知ったら、あの男はそれをやぶる手段を考えるぞ』

「具体的に、どういう方法を取るか解わかりませんか？」

　伊達の返答は早い。

『セキュリティがもっとも緩ゆるくなる瞬しゆん間かんはなんだと思う？　峰島由宇に限らなくていい』

「えーと、守る必要がなくなったとき？　守ってるものに価値がなくなったときですか？」

『そうだ。守る必要がないと思わせればいい』

「それは解りますけど、でもあのお姫様が守る必要がないなんて考えるかな？　正直、僕には思いつかないですよ」

「あるよ」

　振り返ると痛ましい表情の闘真がいた。いつのまに背後にいたのかと八代は驚おどろいた。

「由宇の心に隙すきが生まれる瞬間。もう守る必要がないって思うとき、一つだけある。解る」

「盗み聞きはいけないなあ」

　八代はさらに何か軽口を叩たたいて、少年の緊きん張ちようを和やわらげようとした。

　しかしすぐに思いとどまり、真剣な表情を向ける。解ると言った闘真の痛ましい表情の意味をなんとなく理解したからだ。

「教えてくれないか、闘真君」

　躊ちゆう躇ちよする闘真の背後で波の音がする。通信機の向こうの伊達にも聞こえるよう、闘真のほうにさりげなくマイクをずらした。

「由宇はずっと僕に言っていた。敵に捕まったら、自分をどうして欲しいか。どうするのが一番いいのか、由宇はずっと言ってたんだ」

　闘真の口から悲しみがはき出された。

「由宇が一番安心するのは地下でもなければ、日常の生活でもない。この世界のどこにも、由宇が安心できる場所なんてないんだ」

　悲しみに彩いろどられた言葉は、さらに深く沈み込む。

「由宇は言った。自分が捕まったら殺してくれって。脳を破は壊かいしてくれって。由宇が安心して心を自由に解放できる唯一のときは──死ぬときなんだ」
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　視界がぼやけていた。水の中のように揺らいでいる。揺らいでいるのは視界だけではなかった。体も揺れているように感じる。しかしそれも徐々に収まってきた。

　ぼやけた視界の中に一人の人間がいた。

「おはよう。臨死体験はどうだったかな？」

　黒くろ川かわが笑いかけてきた。

　思考がクリアになっていく。やがて状況を把握すると、峰みね島しま由ゆ宇うはかつてないほど驚おどろいた顔をした。

「私は……生きているのか？」

「ああ、まだ死んでいない」

「なぜだ？　解げ毒どくに成功したというのか？」

「いやいや、それは無理だ。何種類の毒が混入してあったと思う？　四百三十二種類。とんでもない念の入れようだった。ここまでして殺したいと思うのは、少し異常だ。解毒剤の開発は物理的に無理だ」

「では、ではなぜ私は生きて……まさかっ！」

「気づいたか。さすが察しがいい。そう、そのまさか。毒で死んでない理由は簡単だ。まだ制限時間がきていないだけ、それだけのことだ。君が倒れたのは、我々が注入した融ゆう解かいが二時間早い睡眠薬入りのカプセルのせいだ」

　黒川は椅い子すに座り直すと、腕を組んで由宇を見つめた。
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「一計を講じてね。どうやったら君の頭が無防備になるか。その瞬しゆん間かんはなんなのか。答えはたった一つ。死の瞬間こそが、君がもっとも安あん堵どし無防備になるときだ。違うかね？」

　由宇は驚く。驚くしかなかった。黒川謙けんという人間を完全に見誤っていた。

「どうしてわざわざ外を見せたと思う？」

　黒川は開いたままの小窓に目をやり、優しく微笑ほほえんだ。

「外の世界を渇望する子供に、同情したか。それとも、自由で釣るための餌えさとしてぶら下げたか。それほど安っぽい戦略が君に通じるとは思っていない」

「私の……私の時間の感覚を狂わせるためか。ここは日本の上空ではないな」

「そう。いまこのフリーダムは日本上空を飛んでいない。日本より三十度ほど東に行った太平洋の上空を飛んでいる。外と連絡を取られてしまったときにそなえ、日本に残した二機のうちの一機の動きを真ま似ねて飛行した。やりすぎたかとも思ったが、いや、うまくいってよかったよ。君はすっかり偽りの時間を信じてくれた。ちょっと細工した睡眠薬を、毒の融解と勘違いしてくれた。そうだ、外を見てみるといい」

　黒くろ川かわは閉じてあった小窓を開けた。由ゆ宇うの瞳ひとみは驚おどろきに見開かれる。窓の外に見えるある物が彼女を真相に導いた。遥はるか上空であるにもかかわらず見えるそれは、彼女にとって特別な思いのある場所だった。

「まさか、あれは。あの建物は……」

「自分がどこにいるか理解してくれたかね。フリーダム以外にも、あれを手に入れておかないといろいろとやっかいそうだ」

　窓の外の海には、球形の建物が浮かんでいた。いくつものライトが、闇やみから建物を切り離している。フリーダムは上昇しているのか、建物は小さくなり、黒い波間に見えなくなった。

「死んだと思いこみ無防備になった君の頭脳から、知識は引き出させてもらった。今度は安心してマモンが知識を吸い出してくれた。いや、無防備といえども難なん儀ぎしたよ。なにせ暗号化されたままだ。これから解読の手て間ま暇ひまがある」

　由宇は歯ぎしりする。自分の脳の中にある知識の完かん璧ぺきな吸出しと記録。もっとも恐れていた事態が訪れた。

「だが手間暇と言ってもＮＣＴ研究所さえ陥落すれば、ものの数分だ。ＬＡＦＩと呼ばれるスーパーコンピュータの性能は君のほうがよく知っているだろう」

　黒川の言葉には自信がうかがえる。もうまもなくＮＣＴ研究所も手中に入る確信があるのだろう。

「峰みね島しま由ゆ宇う。確かに君は、人類の最高傑作だ。それほどの頭脳を私利私欲に使わず、さらに献身的なまでの自己犠ぎ牲せいの精神まで持ち合わせているとはね。いや本当にすばらしい。相あい容いれない思想を持っていることを、心の底から残念に思うよ。君は、私の知っているある男ととても似ている。君も良く知っているだろうが。君たちはずっと強大なものを追ってきた。峰島勇ゆう次じ郎ろうという人間をね。その背に追いつくことができるのは、そう、君だけだろう。常に上を見て歩く。人として、誉ほめ称たたえられるに値する行為だ。だが、人間、上ばかり見ていないで、たまには足下も見るべきだ。だから僕のような小物に足下をすくわれる」

　黒くろ川かわは長い言葉を一気に話し終わると、もう由宇に興味はないとばかりに立ち上がり、部屋を出て行こうとする。しかし去り際ぎわに振り返り、

「毒入りカプセル融ゆう解かいまでの時間も残り少ない。今度こそ、君に本当の死が訪れる。しかしさっきのとは違って、安あん穏のんとした死ではないだろうがね。君は、己の無力さを悔やみながら死ぬといい」

　黒川が初めて見せた素顔は、憎しみに満ちていた。

　どうしてかは解わからないが、黒川は憎んでいた。遺産を、そして峰島勇次郎とそれにかかわるものを。由宇は悔やむ。黒川の中にあるその感情すら見抜けなかった。

　黒川にとっては七つの大罪すら、由宇の目を欺あざむくための、己から目をそらさせるためのギミックに過ぎなかったのか。

　完全な敗北感に、由宇はうなだれるしかできなかった。

「いやあ、世界最高の頭脳に、知恵比べで勝つというのは、とても気持ちいいものだね」

　ドアを閉める最後に、黒川は、笑った。
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「時間をずらす、ですか？」

　伊だ達ての結論は、意外なものだった。

『そうだ。由宇に時刻を錯さつ覚かくさせる。自分はもう死ぬと思いこませる』

　それからの伊達の推論は、ほぼ黒川の真意を見抜いていた。

「もしも、もしもですよ。その仮定が正しいとするなら、お姫様の救出はほとんど絶望的ですよ。フリーダムが発見された時間と制限時間の差が、黒川のごまかそうとしていた時間なら、およそ二時間。日本からだいたい二時間の時差を感じさせるには、東に向かってえーと……」

『ざっと３０００キロだそうだ』

「３０００キロ！　いま残り時間は推定一時間半。一時間半で３０００キロ飛べる飛行機なんて、戦せん闘とう機きくらいなもんですよ。それに時間がなさ過ぎるし、東に３０００キロくらいなんて曖あい昧まいな数値じゃ、検討のしようも……」

『あきらめるな、考えろ。範囲は絞れるかもしれん』

　伊だ達ての意思は常に固い。揺らぐことがなかった。

『フリーダムが時差二時間の位置にいると仮定しよう。しかしあの娘を騙だますには、二時間の時差をどこかでごまかさなくてはならない。八や代しろ、もしおまえならどうする？』

「ええ？　自分の睡眠時間を誤差一分以内で判別しちゃうような娘ですよ。ちょっと想像がつかないな」

「そうでもないですよ。すごい疲れてるときは、たまに時間まちがってました」

　隣となりから、遠えん慮りよがちな声がする。この一週間の逃亡生活の中で、風かざ間まが時間の間違いを指摘すると、不機嫌そうな顔をする由ゆ宇うを何度か見たと言った。

「闘とう真ま君、なんか君はすっかり由宇マニアだね。いや、ほんとにいてくれてよかった、助かった」

『そうだ。極度の疲労、重傷、とくにカンフル剤を必要とするほど衰弱している場合、あの娘の体内時計は狂う。その機会は黒くろ川かわにもあった』

「そうか。捕まった直後はカンフル剤を打たなければならないくらい、衰弱してたんですよね」

『黒川がカンフル剤の中の毒薬に気づくのは注射の後だ。注射器の構造は特殊で、注射前に内容物は確かめられない。黒川も慌てただろう。あるいはある程度想定済みか。どちらにしても制限時間三十二時間を知るのは、カンフル剤を注射したあとだ。八代、これはとても大事な手がかりになる。フリーダムの最高速度はどれくらいか知っているか？』

「１２００キロだと聞いてます。ただ光学迷彩だけは周辺との景色を偽装する処理が追いつかなくなるため、９５０がリミットだとか」

『そうなると問題が出てくる。由宇を騙すにはカンフル剤を打った直後から目覚めるまでの間に、東に向かって猛然と進まなければならない。しかしそれは不可能だ。そこに矛盾が生まれる。いいか、彼らは由宇の体にカンフル剤が打たれるまで、その内容物に気づけない』

「じゃあ、東に向かったのは何かの偶然？」

『そうだ。黒川は違う目的で東に向かった』

「東、東にええと……」

『およそ２５００キロの地点だ』

「あっ！」

　その数字を聞いて思わず八代は声をあげた。

「八代、いま関東沿岸から、東におよそ２５００キロの地点に何があるか解わかるな？』

「はい。そこではあるものが沈められようとしています」

　八代は一度、闘真の顔をまじまじと見た。

「これも奇妙な縁だね」

『なんのことだ？』

「いえ、つくづく闘とう真ま君も縁があるなと思いまして」

『……そうだな』

「え、あの、東に２５００キロに何があるんですか？」

「東に２５００キロには天皇海山群の一つ、仁にん徳とく海山がある」

　太平洋の海底山脈の多くは、日本の天皇の名が冠せられていた。八や代しろは闘とう真まに説明する。

「現在そこではスフィアラボの解体作業が行われているんだ」

　思いついてみれば簡単なことだった。フリーダムが空の見えない支配者なら、核にも耐え深海にも対応できるスフィアラボは、海の見えない支配者となりうる存在だ。黒くろ川かわにしてみれば脅威であると同時に、喉のどから手が出るほど欲しいに違いなかった。

「なんか陸海空の世界最大がそろっちゃいましたね。空のフリーダムに海のスフィアラボ、そして陸のＴＩＴＡＮ。ＴＩＴＡＮはトラック限定で一時期、世界最大だっただけとかいうつっこみはナシで」

　はやる心を抑えるためか、八代の軽口が少しばかり長くなり、伊だ達てにたしなめられる。

『時間がない。海かい星せいは由ゆ宇うを騙だます必要がなくなればすぐに、スフィアラボ強奪の行動に出るぞ』

「でも伊達さん、もう残り時間は一時間半しかありません。なのに僕らがこれから東に２５００キロ飛ぶなんて、不可能で……」

　遠くで闘真と怜れいがあわただしく動き始めた。ＶＴＯＬ機では最速の、Ｙａｋ─１４１に乗り込み、上昇したかと思うと、すさまじい排気音だけを残して、あっというまに東の空に消えていった。

「……ああ、すみません伊達さん。やられました。おもいきり闘真君と真まな目め家にだしぬかれました。たぶん、解げ毒どく剤ざいの予備ももってかれてます。ああ、怜さんも、やっぱりこんなところに盗とう聴ちよう器きなんてつけちゃって」

『彼らはどうした？』

「Ｙａｋ─１４１に乗って、東の彼方かなたに消えました」

『いまとなっては唯一の希望か』

「僕達たちも可能な限り早く追いつきます」

　伊達の短い叱しつ咤たの言葉とともに、八代が敬礼し、通信が切られ、フリーダムの上に漂っていた空気があわただしいものに一変した。
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　フリーダムはスフィアラボを目指して下降を始めた。黒川はモニターから見えるフリーダムの真下の映像をじっと見ていた。あと少しで世界最大の飛行機が世界最大の海洋建築物と邂かい逅こうする。どちらも運用次第で驚きよう異い的てきな兵器となる。その両方がもう少しで自分のものになるのだ。

　ＮＣＴ研究所の陥落も近い。あとはマモンが由ゆ宇うの脳から引き出した暗号データをＬＡＦＩに解読させるだけだ。一両日もすれば、黒くろ川かわが欲していたものすべてが手に入る。

「そうではない、か」

　目的のための手段が手に入る、と表現したほうが近い。しかし手段が手に入れば、目的達成も遠くない。

　しかし黒川の勝ち誇った笑みは、下降とともに薄うすれていった。

「ば、馬ば鹿かな！」

　黒川はモニターに映る海面の様子に驚きよう愕がくした。カメラを切り替え、別の海面の映像も見る。黒川の動揺は、さらに大きくなった。

「ない、なぜないっ!?」

　そこには巨大な球形の建築物があるはずだった。夜とはいえ、直径５２５メートルもの海に浮かぶ球体を見逃すはずはなかった。偵察は何度も行かせている。つい十分前の報告では、異常なしとあった。

「撤てつ去きよ作業が早まったのか？」

　スフィアラボは近々海に沈められる予定だった。しかしその時期が早められたとは聞いていない。あるいは事故で沈んだか。

「高度２００メートルで停止しろ。偵察船を何隻か降ろすんだ。それに偵察機も飛ばせ」

　フリーダムのコックピットは十人という大所帯だ。これほどの巨体を飛行させ制御するために、必要な人数だった。その巨体からすれば信じがたいほどだが、六つの推進力エンジンと八つの姿勢制御エンジンを駆使すれば低高度ではホバリングも可能だ。

　凪ないだ海面が揺れた。

　海かい星せいの乗組員は、最初それに気づかなかった。

　三つの不幸が彼らの発見を遅らせた。

　一つ。夜であること。

　二つ。窓がほとんどない構造のため、外を見られる人間が限られていたこと。

　三つ。そして巨大なフリーダム自身の真下のため、さらに視界が狭せばめられていたこと。

　海面の揺れは徐々に大きくなり、やがて海底で何かが爆発したように、海面が大きく盛り上がった。巨大なものが海をかき分けた。周囲に押し出された海水が、大きな津波となる。

　せり上がった海水がすべて流されると、その下から硬質で滑なめらかなものが現われた。球体の一部だ。球体だと理解するには遠く離れなければならないほど、巨大なものだった。

　５００メートル以上もあるスフィアラボが、突然海の中から現われた。海面からの高さも２００メートル以上に達する。単純に質量だけ比べるならスフィアラボのほうがフリーダムの十倍はある。

　それがおとなしく海に浮かんでいるのならまだしも、みずから操縦者の意志を反映するかのように海中を移動し突如浮かんできたことには、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。畏い怖ふするしかなかった。

　知識で理解していても、理性が追いつかなかった。自分達たちが乗っている空前絶後の飛行機が、他者にどのような威圧感をあたえるのか、海かい星せいの人間はようやく理解した。

　巨大な衝しよう突とつ音おん。フリーダムが大きく揺れる。スフィアラボの最上部が、フリーダムに衝突した。

　大きな窓のあるコックピットは、直接外に視界が開けた数少ない場所だ。そこでは新たな驚おどろきが起こっていた。

　窓の外からスフィアラボの頂上部が見える。しかし見えるのはスフィアラボの頂上だけではなかった。

　いつからそこにいたのか、一人の少年がスフィアラボの頂上に悠然と立っていた。右手に小刀を持ち、フリーダムを見下ろす。凍いてついた瞳ひとみが生み出す眼まな差ざしは、パイロット達の心の奥底に恐怖を突き刺す。
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　少年の体が揺れた、かと思うと猛然と走ってくる。爆発したように弾はじける濡ぬれたスフィアラボの表面が、少年の疾走の激しさを物語っていた。

「あああああっ！」

　雄お叫たけびをあげた。小刀一つで、フリーダムに立ち向かうなど無謀を通り越して滑こつ稽けい以外の何物でもない。しかしコックピットのパイロット達たちは、笑うことができなかった。それどころか微動だにしなかった。彼らを縛しばり付けていたのは恐怖だ。魂の底、ＤＮＡにきざまれた恐怖だった。

　最後の一歩で大きく少年は跳ちよう躍やくした。刀を大きく振りかぶり、コックピットの窓めがけて体ごと振り下ろした。

　窓に亀き裂れつが入る。戦せん闘とう機きのミサイルにも耐える特殊な窓へ、そのうたい文句をあざ笑うかのように小刀はめりこみ、放射状に綺き麗れいな亀裂を作った。

　窓が砕け、コックピット内部に海水とともに雨と化し降り注いだ。それと一いつ緒しよに一人の少年が着地する。

　姿を現してから、三十二時間。

　難攻不落の要よう塞さい、フリーダムは、とうとう内部に敵の侵入を許した。
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　由ゆ宇うは信じられなかった。

　もう絶望しかないはずだった。ありもしない希望を夢見ることなど許されないと思っていた。

　しかし由宇は見てしまった、窓の外の景色を。

　黒くろ川かわが由宇をあざ笑い、絶望させるためだけに開けていった小さな窓から、由宇はそれを見てしまった。

　海面が盛り上がり、巨大な球体が浮上する。それだけなら彼女もそれほど驚おどろかない。しかしスフィアラボの頂上によく知った、そしてとても会いたかった少年が一人、小刀をたずさえて立っている。その信じがたい光景は、彼女から最後の理性を奪い去った。

「あ……う…あ……」

　何かが頬ほおを濡ぬらしていた。自分が何を言っているのか解わからなかった。今までずっと、生まれてからずっと抑えていた様々な感情が一度に押し寄せてきて、由宇の心の壁を、一気に叩たたき壊こわしていった。

　もはや由宇は、自分で自分をどうすればいいのか解らなかった。ただ、頬を流れる自分の涙の暖かさに驚いた。春の日差しと同じように、あの少年の手のひらと同じように、自分の涙は驚くほど暖かく、とどまることをしらないように溢あふれ続け、自分の頬を濡らした。

　己のために自分以外の何かに願ったことなど、頼たよったことなど、ただの一度もない。その少女が、生まれて初めて、己のために、自分以外の何かに願い、託し、望んだ。

「と……とうま……とうま……闘とう真ま……」

　由宇は、知らずに何度もつぶやいていた。その名を呼ぶと、冷たく冷え切っていた心の底に、魔ま法ほうのように暖かさが生まれた。その名を呼べば呼ぶほど、それは強くなっていく。

　この暖かさを決して手放したくないと、思った。生まれて初めて、少女は自分自身の願いを、心の底から願った。

　死にたくない。

　生きていたい。

　もう一度、あの少年と一いつ緒しよに空を見たい。

　その想おもいのすべてをのせて、由ゆ宇うは心の底から声を振り絞って叫んだ。

「とうまああっ！」

　それは絶望の闇やみに灯ともった、たった一つのはかない希望だった。







　　　エピローグ







　口笛が鳴っていた。

　一人の男がゆっくりと道を歩いている。白いスーツに白い帽子。口笛はその男から聞こえてきた。

　静かな口笛の音色をかき消したのは、暴力的なまでに激しいエンジン音だ。夜でも目に突き刺さるような真っ赤な色のカマロが、男の前に急停止する。ドアが開く。車から降りたのは、カマロのデザインにそぐわない和装の男だ。

「久しいな」

　和装の男──真まな目め不ふ坐ざは、太い笑みを浮かべた。

「十年捜したぜ」

「時が来れば、自おのずと会えると言ったはずだが？」

　帽子を目ま深ぶかにかぶり直し、スーツの男──峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうはニヒルな笑みを返す。

「俺おれは気がみじけえんだ」

「車の自慢でもしにきたか？」

「おう。俺おれの自慢のキャマロだ。見ろよ。シートは特注だぜ」

　真っ白な革製のシートを見て、勇ゆう次じ郎ろうは味も素っ気もない感想を口にする。

「汚れが目立ちそうだ」

「かあっ！　この良さがわかんねえのかよ。やっぱり、おめえとはつくづく気があいそうにねえなあ」

「用件がすんだのなら、失礼する」

「待てや。もう一つ用事があるんだからよ」

　勇次郎は何も答えず、帽子のつばの奥から不ふ坐ざを見ていた。

「一つ、テストがしてえ」

「なんだ？」

「十二年前、蛟みずちの届かなかった刃。いまは届くかどうか。クレール」

　勇次郎の退路を塞ふさぐように、白い少女が現れた。自分の背丈ほどもある刀を帯刀し、夜気にとけ込むように立っている。

「私に向ける刃の名は、坂さか上がみ闘とう真まではなかったのか？」

「まあな。だからテストって言っただろう。かてえこと言うな」

　勇次郎はクレールを見ると、優しげに笑う。

「比ひ良ら見み特別禁止区域からつけていたね」

　勇次郎は帽子を脱ぐと、クレールに向かってうやうやしく頭を下げた。

「峰みね島しま勇次郎という」

　クレールも丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎを返した。

「かわいい子だ」

「おう。ありがとよ」

　心底嬉うれしそうに、不坐は笑う。

「罪を背負わせるには、あまりに若いな」

「いつから道徳心に目覚めたんだ、マッドサイエンティストさんよ？」

　勇次郎は答えるかわりに帽子をかぶり直し、薄うす笑わらいを浮かべる。それだけで勇次郎の雰ふん囲い気きは一変した。

「私のまわりの空間は、アルキメデスの兎うさぎと亀かめの法則に支配されている。その刃が届くには、無限分割された有限時間を超えるしかないぞ？」

　それは挑発ではなく興味と呼ばれる感情から発せられた言葉だった。

　不坐はいま一度、太い笑みを浮かべて命じる。

「クレール。この男を殺せ」

「了解しました」

　感情のない返答と同時に、クレールは勇ゆう次じ郎ろうめがけて走った。走りながら抜刀し、ためらうことなく勇次郎めがけて刀を振り下ろした。

　夜に生まれた悲鳴はただ一度。あとは静けさが支配するばかりだった。







　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。上中下巻になるかもの予告通り中巻になりました。さらに久しぶりの１ページあとがき。「規定枚数に収まるとあとがきは１ページ」の法則が成立しつつあります。というわけで、今回も改行最低限で質問の答えと謝罪と感謝の言葉をつめこみます。

　まずは五巻で多かった質問から。「１０２ページの挿絵で、麻ま耶やが抱えている心臓型のクッションはなんですか？」。なぜそんなものが闘とう真まの部屋にあって、なぜ麻耶は不審な顔もせず抱きしめているのか。その真相は昨年発売された『電でん撃げきｈｐ30号』に掲載された外伝「ないんえす？」を読むと解わかります。「ないんえす？」はシリアスな本編と違い、コメディタッチの過去話やサイドストーリーの短編です。今のところ電撃ｈｐ35号と36号にも掲載されてます。

　次は感謝の言葉を。お世話になった校閲様、印刷所の皆様、担当の高たか林ばやしさん、今回は本当にご迷惑をおかけしました。イラストレーターの山やま本もとヤマトさん、これからもよろしくお願いいたします。たくさんの方が９Ｓという作品を一いつ緒しよに創つくり、支えてくださることに、本当に感謝しています。そして最後に応援してくださる読者の皆様へ。この巻で由ゆ宇うの心情に大きな変化が起こりました。七巻で由宇と闘真がどうなるのか。ぜひ、一緒に見届けてください。


２００５年６月　　　葉山　透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。本書が発売される頃は夏真っ盛り。嬉しい季節のはずだが、ここ数年、仕事に追われ海からは遠く。海写真もなくなってきたので意味不明の猫ランプ。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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山やま本もとヤマト

３月１日生まれ。茨城県出身。

http://soybean3.s60.xrea.com
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